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総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 建造物 旧燈明寺本堂 きゅうとうみょうじほんどう １棟 T10.4.30 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

室町時代初期。中世密教寺院本堂。五間仏堂の類例
が少ない関東において、存在価値は高い。内部の厨
子は蟇股が美しく、春日厨子としては国内最大。昭和
62年に移築。

国 建造物 臨春閣 りんしゅんかく ３棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

第一屋・第二屋・第三
屋

江戸時代初期。臨春閣は第一屋から第三屋まで雁行
する形で池をめぐるように建てられている。臨春閣と
は三棟の建物の総称で現在地へ移築されてからの名
称である。数寄屋造の影響を受けた書院造の建物
で、かつて聚楽第にあったという伝えがある。

国 建造物 月華殿 げっかでん １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

桃山時代。所伝では伏見城の遺構と伝えるが、現状
では後世の数寄屋風の加味が大きく全体として江戸
初期の書院である。

国 建造物 春草廬 しゅんそうろ １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

江戸時代。宇治金蔵院にあって九窓亭と呼ばれてい
た。織田有楽斎の作と伝えられている。

国 建造物 旧天瑞寺寿塔履堂
きゅうてんずいじじゅとうおお
いどう

１棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

桃山時代。豊臣秀吉が母大政所の病気平癒を祈り、
天正16年に大徳寺塔頭として創立した天瑞寺の建物
である。

国 建造物 聴秋閣 ちょうしゅうかく １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

江戸時代初期。小規模ながら外観室内ともに軽妙洒
脱な楼閣造りの建物。京都二条城内に建てられたと
伝えられる。

国 建造物 旧東慶寺仏殿 きゅうとうけいじぶつでん １棟 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

江戸時代（棟札に寛永11年の銘）。細部手法が簡素な
禅宗様仏殿である。

国 建造物 旧燈明寺三重塔
きゅうとうみょうじさんじゅうの
とう

１基 S6.12.14 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

室町時代。大正３年に京都府相楽郡加茂町(現：木津
川市）の燈明寺から移築された。各重の各面を三間に
わった三間三重塔であり、洗練された和様の意匠をも
つ優作。

国 建造物 旧矢箆原家住宅 きゅうやのはらけじゅうたく １棟 S31.6.28 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

江戸時代末期。旧所在岐阜県大野郡荘川村岩瀬、上
級の合掌造り民家の代表的遺構である。

国 建造物 天授院 てんじゅいん １棟 S35.6.9 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

江戸時代（慶安４年の墨書あり）。鎌倉の旧心平寺地
蔵堂であったと考えられている。

国 建造物 関家住宅 せきけじゅうたく ３棟 S41.6.11 横浜市 都筑区勝田町 個人 主屋・書院・表門
S53.5.31追加
指定（書院・表
門）

江戸時代初期。寄棟造茅葺。入口に長屋門を置き、
広い敷地内には本屋、離れ座敷、倉を配し、後方の高
見には鎮守や墓地もある堂々たる屋敷構えは、当時
最上級の民家と思われる。

国 建造物 旧横浜正金銀行本店本館
きゅうよこはましょうきんぎん
こうほんてんほんかん

１棟 S44.3.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60）

神奈川県
S38.3.5
県指定

明治37年完成した本格的洋風建築の傑作である。外
観は全体として手堅くまとめられている。

国 建造物 横浜市開港記念会館
よこはましかいこうきねんか
いかん

１棟 H元.9.2 横浜市 中区本町1-6 横浜市
附）設計図（青写真）
46枚

大正６年。横浜開港50周年を記念し、市民から寄付を
募って建設された公会堂建築。大正期の建物として意
匠が優れ、また、煉瓦造の建物に構造補強を施した
早い例であり、復旧した内部も建物に調和していて価
値が高い。

国 建造物 旧内田家住宅 きゅううちだけじゅうたく １棟 H9.5.29 横浜市 中区山手町16 横浜市

旧所在地は東京都渋谷区南平台で、ガーディナー設
計による外交官内田定槌の住宅。
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総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 建造物
旧横浜船渠株式会社第二号船渠
（ドック）

きゅうよこはませんきょかぶしきが
いしゃだいにごうせんきょ（どっく）

１基 H9.12.3 横浜市
西区みなとみら
い2-2-2

三菱地所株式
会社

現存する商船用石造ドックとして最古のもので、近代
土木技術史上の成果として重要。現在は「ドックヤード
ガーデン」として活用。

国 建造物
旧横浜船渠株式会社第一号船渠
（ドック）

きゅうよこはませんきょかぶしきが
いしゃだいいちごうせんきょ（どっく）

１基 H12.12.4 横浜市
西区みなとみら
い2-7-10

横浜市

建設当時、日本最大規模を有した明治期を代表する
乾船渠のひとつ。現在は「日本丸メモリアルパーク」と
して活用。

国 建造物 神奈川県庁舎 かながわけんちょうしゃ １棟 R1.12.27 横浜市 中区日本大通１ 神奈川県

附）東自動車庫 １
棟、西自動車庫 １
棟、外塀 １基、建築
図面 230枚、建築模
型 １基

H8.12.20
国登録

神奈川県庁舎は、横浜港の近く、日本大通りに面して
建つ。公募による設計競技（コンペ）で一等となった小
尾嘉郎案をもとに、県庁舎建築事務所が実施設計を
行い、昭和３年に竣工した。先代の庁舎が関東大震災
で大被害を受けたため、耐震・耐火に優れた鉄骨鉄筋
コンクリート構造を採用した。官公庁舎として、その最
初期の例である。象徴的な塔をもつ庁舎建築の先駆
であり、内装には和風を基調とした優れた意匠を見せ
る。「キングの塔」の愛称で親しまれ、現役の庁舎とし
て使用されている。

県 建造物 東漸寺釈迦堂 とうぜんじしゃかどう １棟 S46.9.17 横浜市
東漸寺（磯子区
杉田1-9-1）

東漸寺

梁牌に正安３年（1301）の年号がある。桁行５間１重入
母屋造。創建当初の材を多数転用している。

県 建造物 東漸寺五輪塔 とうぜんじごりんとう ３基 S47.11.24 横浜市
東漸寺（磯子区
杉田1-9-1）

東漸寺

鎌倉時代。鎌倉後期以降造られる安山岩製五輪塔に
先行する凝灰岩製五輪塔である。

県 建造物 旧太田家住宅 きゅうおおたけじゅうたく １棟 S48.12.21 横浜市
横浜市都筑区勝
田町760

横浜市

江戸時代。書院造。もと松平不昧公の江戸中屋敷と
伝え、材料はぜいたくに吟味された本格的な建物であ
る。

県 建造物 称名寺金堂 しょうみょうじこんどう １棟 H7.2.14 横浜市
称名寺（金沢区
金沢町212-1）

称名寺
附）天和三年祈祷札
（１枚）

江戸時代。桁行５間、梁間５間入母屋造、禅宗様。

県 建造物 旧横浜居留地48番館
きゅうよこはまきょりゅうち48
ばんかん

１棟 H13.2.13 横浜市 中区山下町281 神奈川県

明治16年創建の横浜居留地建築唯一の遺構。石灰
目地のフランス積み煉瓦造り。モリソン商会の建物と
して大正15年まで使用された。

県 建造物 神奈川県立図書館・音楽堂
かながわけんりつとしょか
ん・おんがくどう

２棟 R3.8.13 横浜市
西区紅葉ケ丘9-
2

神奈川県

図書館・音楽堂ともに昭和29年（1954）10月竣工。近
代建築の巨匠として知られるル・コルビュジエに学ん
だ前川國男が手掛けたモダニズム建築であり、戦後
わが国に積極的に試みられ、普及していくモダニズム
建築の最初期の代表作である。

国
宝

絵画

絹本著色　北条実時像
絹本著色　北条顕時像
絹本著色　金沢貞顕像
絹本著色　金沢貞将像

けんぽんちゃくしょく　ほうじょ
うさねときぞう
けんぽんちゃくしょく　ほうじょ
うあきときぞう
けんぽんちゃくしょく　かなざ
わさだあきぞう
けんぽんちゃくしょく　かなざ
わさだまさぞう

４幅 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

附）絹本著色　顕弁
像１幅

M33.4.7指定、
S30.6.22追加
指定、
S52.6.11名称
変更

実時像:鎌倉時代後期作の法体坐像である。
顕時像:鎌倉時代後期作の法体坐像、下部に「前越前
守顕時法名慧日」の墨書がある。
貞顕像:鎌倉時代後期作の俗体坐像、下方に「修理権
大夫貞顕法名崇顕」の墨書がある。
貞将像:鎌倉時代後期作の俗体坐像、下方に「武蔵前
司貞将」の墨書がある。
顕弁像:室町時代作の法体坐像、顕弁は顕時の長男
と推定される。

国 絵画 紙本著色　提婆達多像
しほんちゃくしょく　だいば
だったぞう

１幅 M33.4.7 横浜市
總持寺（鶴見区
鶴見2-1-1）

總持寺
高麗時代。提婆達多が地獄より天上に復治する所を
描いたものと云える珍しい作例である。

国 絵画 絹本著色　前田利家夫人像
けんぽんちゃくしょく　まえだ
としいえふじんぞう

１幅 M38.4.4 横浜市
總持寺（鶴見区
鶴見2-1-1）

總持寺 僧象山の賛がある

桃山時代。小袖の上に白衣を纏い、白の頭巾を頂き、
手に数珠を執って上畳上にやや左斜向きに坐す婦人
像である。
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国 絵画 絹本著色　十二神将像
けんぽんちゃくしょく　じゅうに
しんしょうぞう

12幅 M43.8.29 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

鎌倉時代。十二神将は薬師如来の眷属である。本像
は比較的濃彩を賦してあり保存状態は良好である。

国 絵画 絹本著色　紹瑾和尚像
けんぽんちゃくしょく　しょうき
んおしょうぞう

１幅 S10.4.30 横浜市
總持寺（鶴見区
鶴見2-1-1）

總持寺
元応元年九月八日の
自賛がある

南北朝時代（元応元年の賛あり）。總持寺開山瑩山紹
瑾の頂相で自賛もあり珍重される作品である。

国 絵画
板絵著色　弥勒来迎図・弥勒浄
土図

いたえちゃくしょく　みろくらい
ごうず・みろくじょうどず

２面 S30.2.2 横浜市
称名寺（金沢区
金沢町212-1）

称名寺
附）板絵著色弥勒浄
土図断片１面
（金堂来迎壁）

H22.6.29追加
指定

鎌倉時代。称名寺本堂の来迎壁に、黄土と白土で下
地を作り、表裏に弥勒来迎図と弥勒浄土図を描いたも
のである。

国 絵画 絹本著色　十王図
けんぽんちゃくしょく　じゅうお
うず

10幅 S38.2.14 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

宋時代。十王図の構成としては筆致もしっかりしてお
り、特に平等王の幡を持った図柄はめずらしいもので
ある。

国 絵画 絹本墨画淡彩　十六羅漢像
けんぽんぼくがたんさい
じゅうろくらかんぞう

16幅 S48.6.6 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

元時代。本像は禅月様のもので、描線にはあまり肥痩
がないが、時おり強まり筆の返しを見せるものである。

国 絵画 絹本著色　北条実泰像
けんぽんちゃくしょく　ほうじょ
うさねやすぞう

１幅 H元.6.12 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

東明恵日の賛がある
S46.3.30県指
定

鎌倉時代。上畳に坐す僧形の肖像画で、金沢文庫を
創設した北条実時の父、実泰と考えられる。

国 絵画 絹本著色　審海像
けんぽんちゃくしょく　しんか
いぞう

１幅 H7.6.15 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

S46.3.30県指
定

称名寺の開山、妙性房審海の画像。鎌倉時代の著名
な律僧の肖像画として重要である。

国 絵画 絹本著色　忍性像
けんぽんちゃくしょく　にん
しょうぞう

１幅 H11.6.7 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

S42.2.3県指定

鎌倉時代末。大衣を着し、法被をかけた椅子に坐し、
両手に払子をとる像容で描かれ、保存は良好である。

県 絵画 板絵著色　山桜図　安藤広重筆
いたえちゃくしょく　やまざくら
ず　あんどうひろしげひつ

８面 S33.1.14 横浜市
泉谷寺（港北区
小机町256）

泉谷寺

江戸時代。広重の肉筆により八面の板戸に堂々と山
桜を描いた大作で、「一立斉広重画」と款するものであ
る。

県 絵画
絹本著色　千手観音二十八部衆
像

けんぽんちゃくしょく　せん
じゅかんのんにじゅうはちぶ
しゅうぞう

１幅 S34.3.6 横浜市
弘明寺（南区弘
明寺町267）

弘明寺

鎌倉時代後期。十一画四十二臂の千手観音を中心に
してその左右に二十八部衆をあらわす画面構成のも
のである。

県 絵画 絹本著色　両界曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく　りょうか
いまんだらず

２幅 S36.4.18 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

宝生寺（南区
堀ノ内1-68）

鎌倉時代末。この曼荼羅は素描画風な趣を具えてい
るもので、所々に切金を使った痕跡があるものであ
る。

県 絵画 絹本著色　僧形八幡神像
けんぽんちゃくしょく　そうぎょ
うはちまんしんぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代後期。衲衣をつけた老比丘の姿に描かれ、
左手に水精念珠、右手には六輪錫杖を持つ。頭上の
日輪は現在は欠失している。

県 絵画 絹本著色　伝南山和尚像
けんぽんちゃくしょく　でんな
んざんおしょうぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代後期。袈裟を環でつり法被をかけた椅子に
坐し、両手に払子をとり傍らには合掌する侍衛の天部
一人を描くものである。

県 絵画 絹本著色　伝霊芝和尚像
けんぽんちゃくしょく　でんれ
いしおしょうぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代後期。茶褐色の法衣をまとう僧像で、右手に
筆、左手に巻物をとる姿に描き傍らには硯をささげる
侍童一人を描くものである。

県 絵画 絹本著色　種子愛染明王図
けんぽんちゃくしょく　しゅじ
あいぜんみょうおうず

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代後期。二重框座に宝瓶を置き、その上に大
月輪があり、月輪内に蓮華座を置きその上に愛染明
王の種子を大書する。

県 絵画 絹本著色　焔魔天曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく　えんま
てんまんだらず

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代後期。内院中央水牛に左脚を垂下し、右手
肘を屈し仰裳し左手に檀努幢も執り、真正面を向いて
坐す焔魔天を図するものである。

3
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指
定
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県 絵画 絹本著色　三千佛像
けんぽんちゃくしょく　さんぜ
んぶつぞう

１幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

南北朝時代。三千佛は一幅本と三幅本とがあり、称名
寺本はもと三幅本だったと思われるが、現在は二幅と
なっている。二幅共に中央に一画区を設けて代表尊を
大写するものである。

県 絵画 絹本著色　千体佛像
けんぽんちゃくしょく　せんた
いぶつぞう

２幅 S42.2.3 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

南北朝時代。中央区画の三体の本尊は、共に数段の
框を重ねた蓮華座上に結跏し、何れも通肩で袈裟を
着けて、描かれているものである。

県 絵画 絹本著色　石清水八幡宮図
けんぽんちゃくしょく　いわし
みずはちまんぐうず

１幅 H7.2.14 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

鎌倉時代の作。京都八幡町の石清水八幡宮の本殿で
の出来事を描いている。

県 絵画 紙本墨画淡彩　一遍上人像
しほんぼくがたんさい　いっ
ぺんしょうにんぞう

１幅 H7.2.14 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

南北朝時代の作。念仏札をさし出す図柄の古い例とし
て優れた作品。

県 絵画 紙本著色　花鳥図　賢江祥啓筆
しほんちゃくしょく　かちょうず
けんこうしょうけいひつ

１幅 H10.2.17 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

室町時代。建長寺の僧賢江祥啓の作で中国南宋時代
の画風、日本の花鳥図の最初期の作品。

県 絵画 絹本著色　高僧像
けんぽんちゃくしょく　こうそう
ぞう

１幅 H11.2.12 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

南北朝時代。法被をかけた椅子に袈裟を着し、手に払
手をもって座した僧の像で、傍らに角髪を結って袋を
下げる童子が描かれている。

県 絵画
五姓田義松作品（五姓田義松旧
蔵作品群を含む）

ごせだよしまつさくひん（ごせ
だよしまつきゅうぞうさくひん
ぐんをふくむ）

643
点

R6.3.19 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県
附）五姓田義松史料
72点

五姓田義松は横浜にゆかりが深く、明治前半期の最
も優れた洋画家の一人として評価された。県立歴史博
物館が所蔵する作品群は、様々な主題や技法といっ
た義松の画業の全期間に渡る作例が網羅されてい
る。同館が長年継続している義松研究に大きく寄与す
るもので、附指定の史料と併せて美術史的に高い価
値を有する。

国 彫刻 厨子入金属製　愛染明王坐像
ずしいりきんぞくせい　あい
ぜんみょうおうざぞう

１躯 M43.8.29 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

永仁五年二月廿七日
の銘あり

鎌倉時代。極めて小型の金銅仏であるが、精緻な技
巧を駆使しており、同時代金銅仏技法の一頂点を示
す作例である。

国 彫刻 木造　十一面観音立像
もくぞう　じゅういちめんかん
のんりゅうぞう

１躯 T4.8.10 横浜市
弘明寺（南区弘
明寺町267）

弘明寺

平安時代。一木造。丸のみの彫痕を表面に残した鉈
彫の典型的な作品である。

国 彫刻 木造　弥勒菩薩立像
もくぞう　みろくぼさつりゅうぞ
う

１躯 T14.4.24 横浜市

称名寺（金沢区
金沢町212-1）
附）像内納入品
については県立
金沢文庫(金沢
区金沢町142）

称名寺

像内に建治二年三月
三十日の銘がある。
附）像内納入品
［版本法華経８巻、紙
本三劫三千仏擢仏３
包（内包紙一紙に弘
安元年十一月二日奉
籠の記がある）、紙本
墨書願文・消息等１
括（建治三年四月十
三日ゑんさい、弘安
元年十月十五日及び
十一月一日ふちわら
の女、弘安元年十一
月一日しんくわん、弘
安元年十一月一日れ
ん心等の記がある）、
版本種子曼茶羅・真
言等１巻、木製舎利
塔残闕・竹筆等６点］

S36.6.30追加
指定

鎌倉時代。寄木造。頭には華やかな宝冠をかむり、衣
文は波状に刻んで、彩色の上に細かく截金の模様を
ほどこす装飾性の強い宋風彫刻の典型的な作品であ
る。
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指
定
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国 彫刻
木造　釈迦如来立像（釈迦堂安
置）

もくぞう　しゃかにょらいりゅう
ぞう（しゃかどうあんち）

１躯 T14.4.24 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

鎌倉時代（胎内に徳治３年の造像銘）。寄木造。いわ
ゆる清涼寺式釈迦如来の等身の模像である。

国 彫刻 木造　阿弥陀如来及両脇侍像
もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじぞう

３躯 T14.4.24 横浜市
證菩提寺（栄区
上郷町1864）

證菩提寺
鎌倉時代。寄木造。定朝様の典型的な藤原末鎌倉初
の三尊像である。

国 彫刻
木造　十一面観音立像
木造　不動明王毘沙門天立像

もくぞう　じゅういちめんかん
のんりゅうぞう
もくぞう　ふどうみょうおうび
しゃもんてんりゅうぞう

１躯
２軀

S2.4.25 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

H27.9.4
追加指定

鎌倉時代。寄木造。もと海岸寺の本尊で、明治40年に
この寺が称名寺に合併された時移座された。

国 彫刻 木造　釈迦如来立像
もくぞう　しゃかにょらいりゅう
ぞう

1躯 S8.1.23 横浜市
真福寺（青葉区
荏田町432-8）

真福寺

鎌倉時代。寄木造。清涼寺式釈迦如来像。切れ長の
眉や眼、固く結んだ唇などに個性的な表情が認められ
る。

国 彫刻 木造　舞楽面（陵王、抜頭）
もくぞう　ぶがくめん（りょうお
う、ばっとう）

２面 H12.12.4 横浜市
瀬戸神社（金沢
区瀬戸18-14）

瀬戸神社
鎌倉時代。舞楽の面だが、神楽や雨乞いにも使われ
たと考えられる。

国 彫刻
木造 大威徳明王像（運慶作）、像
内納入品

もくぞう だいいとくみょうおう
ぞう（うんけいさく）、ぞうない
のうにゅうひん

１
躯、
１口・
１巻

H20.7.10 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142）

光明院（金沢
区金沢町215）

像内納入品
一、蓮実製舎利容器
１口
一、大威徳種子・梵
字三身真言・梵字愛
染真言・梵字千手陀
羅尼　１巻　建保四年
十一月、源氏大弐
殿、法印運慶の奥書
がある

数少ない運慶の真作として、さらに運慶最晩年の作と
して極めて重要。像内納入品は蓮実製舎利容器１口
と文書１巻で、文書の奥書から本像が建保４年（1216）
運慶作と判明し、運慶と鎌倉幕府との緊密な関係が
裏付けられるなど、歴史的に見ても貴重。

県 彫刻 木造彩色　僧形八幡坐像
もくぞうさいしき　そうぎょうは
ちまんざぞう

１躯 S29.7.27 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。寄木造。同寺境内の新宮社に伝わった。
表現はかなり個性的で一見肖像彫刻にすら見える。

県 彫刻 木造　十大弟子立像
もくぞう　じゅうだいでしりゅう
ぞう

10躯 S29.7.27 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142)

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。寄木造。十大弟子像一組がほぼ完存する
貴重な例で、近年まで同寺釈迦堂でまつられていたも
のである。

県 彫刻 木造　十一面観音半跏像
もくぞう　じゅういちめんかん
のんはんかぞう

１躯 S33.6.17 横浜市
慶珊寺（金沢区
富岡東4-1-8）

慶珊寺
鎌倉時代。寄木造。宋風が強い造像。胎内に正慶元
年院誉の朱銘がある。

県 彫刻 木造　大日如来坐像
もくぞう　だいにちにょらいざ
ぞう

１躯 S34.3.6 横浜市
県立歴史博物館
（横浜市中区南
仲通5-60）

宝生寺（南区
堀ノ内1-68）

附）像内納入品
寛永十四年快弁奉納
目録１通、十三仏摺
仏等６点、巻物１括
（中に享保七年理海
納入の記がある）、舎
利２包、香包

鎌倉時代。寄木造。智拳印を結び結跏趺坐する通例
の金剛界大日如来像で、納入文書等により慶長６年
に覚園寺塔頭から移されたことが知られる。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょらいざぞ
う

１躯 S39.12.15 横浜市
證菩提寺（栄区
上郷町1864）

證菩提寺
鎌倉時代。寄木造。慶派の流れをくむと思われる男性
的な表現を持った像である。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅうぞ
う

１躯 S41.7.19 横浜市
光傳寺（金沢区
六浦3-2-11）

光傳寺

鎌倉時代。寄木造。胎内に永仁２年増慶の銘があり、
その他各時代の修理銘札が多数納入されていた。衣
文等により写実性を示す像である。

県 彫刻 木造　聖徳太子立像
もくぞう　しょうとくたいしりゅう
ぞう

１躯 S41.7.19 横浜市
永勝寺（戸塚区
下倉田町1021）

永勝寺
南北朝時代。寄木造。太子16歳孝養像で、面部の表
現に神経がゆきとどき、衣文部も巧みに構成されてい
る。

県 彫刻 木造　千手観音立像
もくぞう　せんじゅかんのん
りゅうぞう

１躯 S41.7.19 横浜市
真福寺（青葉区
荏田町432-8）

真福寺
平安時代。一木造。十一面八臂の像。頬のまるみや
衣文の浅い彫り口などに藤原様式を見ることが出来
る。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょらいざぞ
う

１躯 S44.12.2 横浜市
西方寺（港北区
新羽町2586）

西方寺
平安時代。寄木造。おだやかな表現の藤原仏で光背
を欠くものの、７重の蓮華座も残されている。
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県 彫刻 木造　薬師如来坐像 もくぞう　やくしにょらいざぞう １躯 S53.11.17 横浜市
東漸寺（磯子区
杉田1-9-1）

東漸寺
鎌倉時代。寄木造。作風からも、構造上からも鎌倉時
代初期の本格的な運慶一派の作例と思われる像であ
る。

県 彫刻 木造　金剛力士立像
もくぞう　こんごうりきしりゅう
ぞう

２躯 S53.11.17 横浜市
称名寺（金沢区
金沢町212-1）

称名寺
鎌倉時代（胎内墨書銘に元享３年院興ら作）。関東に
おける最大の金剛力士像であり、山門に安置されてい
る。

県 彫刻 木造　薬師如来坐像 もくぞう　やくしにょらいざぞう １躯 S58.2.8 横浜市
横浜市歴史博物
館（都筑区中川
中央1-18-1）

保木薬師信徒
会（青葉区美
しが丘西2-7-
2）

鎌倉時代。寄木造。玉眼の欠落した穴から承久３年の
造像銘、寛文10年の修理銘が判読できる。

県 彫刻 木造　方崖元圭坐像
もくぞう　ほうがいげんけいざ
ぞう

１躯 S59.11.22 横浜市
金龍院（金沢区
瀬戸10-12）

金龍院
南北朝時代。寄木造、玉眼嵌入、褐色漆塗。金龍院
開山方崖元圭の肖像彫刻。

県 彫刻 木造　阿弥陀三尊像 もくぞう　あみださんぞんぞう ３躯 H4.11.20 横浜市
宝樹院（金沢区
大道2-7-1）

宝樹院 附）頭部内納入品

平安時代。一木造。時代の特色が顕著。頭部内から
称名寺開山審海の修理願文などを発見。

県 彫刻 木造　菩薩半跏像 もくぞう　ぼさつはんかぞう １躯 H10.2.17 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60）

神奈川県
附）胎内納入品（布製
五臓六腑等）

南宋時代。日本では数少ない宋代の彫刻で女性的な
風貌に特徴がある。

国 工芸 刺繍　獅子吼文大法被
ししゅう　ししくもんだいはっ
ぴ

１枚 M33.4.7 横浜市
總持寺（鶴見区
鶴見2-1-1）

總持寺
S43.2.2
名称変更

江戸時代。仏殿の須弥檀上方から垂帳して使用する
大型（縦 715センチメートル、横 665センチメートル）の
法被である。

国 工芸 銅鐘 どうしょう １口 T10.4.30 横浜市
称名寺（金沢区
金沢町212-1）

称名寺
文永己巳仲冬七日の
旧銘並に正安辛丑仲
和九日の改鋳銘あり

鎌倉時代。金沢八景のひとつ称名寺の晩鐘で名高
い。形は典型的な鎌倉時代特有の姿をした名鐘であ
る。

国 工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 横浜市
東漸寺（磯子区
杉田1-9-1）

東漸寺
東漸、鐘、永仁六年、
孟春望日、大工大和
権守物部国光在銘

鎌倉時代。鐘の上半身が細く見えるため、実際より丈
高に見える鐘。国光は当時、関東一円で活躍した鋳
工である。

国 工芸 二十八間四方白星兜鉢
にじゅうはっけんよほうしろほ
しかぶとはち

１頭 S31.6.28 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県
鎌倉時代。鉢は鉄板二十八枚を矧ぎ合わせた大円山
形（だいえんざんなり）の星兜。

国 工芸 二十四間四方白星兜鉢
にじゅうよんけんよほうしろほ
しかぶとはち

１頭 S32.2.19 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

鎌倉時代。大鎧に附属した兜の鉢で、鉢の周囲の鋲
が外観の特徴。

国 工芸 太刀　銘　来国光 たち　めい　らいくにみつ １口 S33.2.8 横浜市 個人
梨地金螺鈿蛭巻打刀
拵

鎌倉時代。僅かに磨上。徳川家光より島津光久が拝
領の品と伝わり、拵はこの折り製作されたと云われ
る。

国 工芸 金銅装宝篋印塔
こんどうそうほうきょういんと
う

１基 S35.6.9 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

（軸部相輪等を欠く）
台座裏に永仁五年二
月廿三日の紀年と又
五郎藤原秀吉、藤原
胤吉等の墨書がある

鎌倉時代。木心金銅張。現在は、基壇、座盤及び屋蓋
の四層部を残すのみである。

国 工芸 色々威腹巻　壺袖付
いろいろおどしはらまき　つ
ぼそでつき

１領 S37.2.2 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県
室町時代。複数の色使いが色々威と呼ばれるゆえん
であり、かつては華やかな色合いであったことがしの
ばれる。

国 工芸 木製　多宝塔 もくせい　たほうとう １基 S38.7.1 横浜市
三溪園（中区本
牧三之谷58-1）

公益財団法人
三溪園保勝会

室町時代。舎利塔として造られた為、中央間を広くし、
基壇は引き出しにする。多宝小塔として古い例の一つ
である。

国 工芸 鈸子 ばっし １双 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

金沢審海の刻銘があ
る

鎌倉時代。打楽器の一種。刻銘により称名寺開祖審
海の所持したものと知られる。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 工芸 玉華鬘 たまけまん ３面 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。なつめ形の水晶の玉を金銅線で差し連
ね、これに金銅の瓔珞を垂らしている。

国 工芸 玉簾 たますだれ １張 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。細長いガラス棒を横にならべた簾。楊貴妃
の玉簾との伝説がある。

国 工芸 葛箱 つづらばこ １合 S41.6.11 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。被せ蓋造。葛を編んでつくった文箱であ
る。

国 工芸

黒漆須弥壇
黒漆大壇
黒漆礼盤
黒漆机
黒漆磬架

くろうるししゅみだん
くろうるしだいだん
くろうるしらいばん
くろうるしつくえ
くろうるしけいか

１基
１基
１基
２基
１基

H元．6.12 横浜市
称名寺（金沢区
金沢町212-1）

称名寺 附）黒漆鉦架１基
県指定
S44.5.20
S44.12.2

黒漆須弥壇：壇鎌倉時代後期。禅宗様須弥檀。後補
部もあるが、上下框の繰形や束の部分は創立当時の
ものと思われる。
黒漆大壇：鎌倉時代後期。方形で檀の四面に蓮弁を
彫出する根本様大檀である。
黒漆礼盤：鎌倉時代後期。修法の際導師の牀座する
台。前期大檀と一具のものである。
黒漆机：鎌倉時代。堂内具の一つで甲板全面を一枚
板で作り脚四本を立て、各間に格狭間を設けるやや
大型の前机である。
黒漆磐架：鎌倉時代。打楽器の磐を吊る台である。
附）黒漆鉦架：室町時代。堂内具の一つで、鉦を吊す
台で丸面取りの柱を立て、基台は四方にのびた繰形
の脚で支えられている。

国 工芸 張良図沈金鞍 ちょうりょうずちんきんぐら １背 H8.6.27 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

公益財団法人
馬事文化財団

室町時代。木製黒漆塗り。中世鞍で唯一、沈金による
装飾を施した作品として貴重である。

国 工芸 太刀　銘　秀近 たち　めい　ひでちか １口 S25.8.29 横浜市 個人
平安時代。

県 工芸
刀　銘　肥前国佐賀住橋本新左
衛門尉忠吉

かたな　めい　ひぜんのくに
さがじゅうはしもとしんざえも
んじょうただよし

１口 S29.12.3 横浜市 個人

江戸時代。反りの浅い刀姿で鼓中心である。

県 工芸 刀　銘　長曽禰興正
かたな　めい　ながそねおき
まさ

１口 S30.5.10 横浜市 個人

江戸時代。金像嵌銘延宝三年十月十六日二ツ胴於眼
前切断之山野勘十郎久英、身幅広い堂々とした寛文
新刀である。

県 工芸 刀　銘　加卜 かたな　めい　かぼく １口 S30.5.10 横浜市 個人
江戸時代。銘竜大森治郎左衛門入道大村加ト慰作之
越後幕下士真十五用伏作。身幅広い反りの少ない豪
壮な刀である。

県 工芸 太刀　銘　信国 たち　めい　のぶくに １口 S31.8.17 横浜市 個人
南北朝時代。銘信国。京反りの優美な太刀。表に素
剣、裏に腰樋が彫刻されている。生中心。

県 工芸 刀　無銘　伝元重
かたな　むめい　でんもとし
げ

１口 S34.3.6 横浜市 個人
南北朝時代。磨上刀姿。表裏に棒樋を彫刻する。大磨
上無銘である。

県 工芸
わきざし　銘　相模国住人広光
康安二年八月日

わきざし　めい　さがみのくに
じゅうにんひろみつ　こうあん
にねんはちがつひ

１口 S34.12.4 横浜市 個人

南北朝時代。平造り身幅広い寸延び姿のわきざし。表
に倶利伽羅、裏に素剣の彫刻がある。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 工芸
太刀　銘　備前国長船住左近将
監長光造　正応二年己丑六月日

たち　めい　びぜんのくにおさ
ふねじゅうさこんのしょうげん
ながみつぞう　しょうおうにね
んきちゅうろくがつひ

１口 S35.5.17 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県
附）足利時代墨革包
太刀拵

S60.8.29　　変
更

鎌倉時代。小切先、腰反り長寸の太刀。太刀表鎬地
に元より梵字、素剣二筋樋が彫ってあり、基上横手の
近くまで神名が各種彫り付けてある。

県 工芸 わきざし　銘　肥前国忠吉
わきざし　めい　ひぜんのくに
ただよし

１口 S36.7.4 横浜市 個人 附）江戸時代合口拮
S55.5.21    変
更

江戸時代。平造の寸延短刀姿の脇差。表に二筋樋、
裏に棟樋に添樋が彫られる。

県 工芸 銅鐘（龍華寺） どうしょう（りゅうげじ） １口 S44.12.2 横浜市
龍華寺（金沢区
洲崎町9-31）

龍華寺
室町時代。古様式の鐘で銘文にある天文より以前に
鋳られたと思われる鋳ばなしのままである。

県 工芸 銅鐘（妙光寺） どうしょう（みょうこうじ） １口 S44.12.2 横浜市
妙光寺（瀬谷区
上瀬谷町8-3）

妙光寺
鎌倉時代（銘文に正中二年、物部守光）。追刻銘によ
り妙光寺に寄進された際の事情が知られる。

県 工芸 金銅装笈 こんどうそうおい １基 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

室町時代。桐材製のやや裾開きの箱に短い四脚をつ
け、正面の表側には薄手の金銅版を張る。（修験者な
どが持ち物を入れて背中に負う箱）。

県 工芸 椿彫木朱漆笈 つばきちょうぼくしゅしつおい １基 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

室町時代。三脚をつけた箱笈で、正面の６枚の扉全体
に渡って開花した椿と葉を一杯に埋めた図様であらわ
している。

県 工芸 刀　銘　康継 かたな　めい　やすつぐ １口 S28.12.22
不明

（横浜市）
不明

江戸時代。銘於武州江戸越前康継南蛮鉄。生中心。
表に素剣梵字、裏にゴマ箸に梵字の彫りものがある。

県 工芸 刀　無銘　伝兼光
かたな　むめい　でんかねみ
つ

１口 S41.7.19
不明

（横浜市）
不明

南北朝時代。表裏に棒樋を彫刻する大磨上無銘であ
る。

県 工芸 刀　無銘　伝則重
かたな　むめい　でんのりし
げ

１口 S32.2.19
不明

（横浜市）
不明

鎌倉時代末。正宗十哲に数えられる則重と極められ
る刀で、大磨上無銘である。

国
宝

書跡・
典籍・
古文書

文選集注 もんぜんしっちゅう 19巻 S30.2.2 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

M43.8.29指定

平安時代。周以来の有名な詩文などを梁の蕭統（しょ
うとう）が編集したものの写本である。

国
宝

書跡・
典籍・
古文書

称名寺聖教
金沢文庫文書

しょうみょうじしょうぎょう
かなざわぶんこもんじょ

16,69
2点

4,149
通

H28.8.17 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

称名寺聖教
（H18.6.9重文
指定）と金沢
文庫文書
（H2.6.29重文
指定）を統合
し、新たな聖
教類を追加し
て国宝指定。

金沢氏の菩提寺であった称名寺と、北条実時の草創
にかかる金沢文庫に伝来した史料群の一括で、称名
寺聖教及び金沢文庫文書ともに、我が国における代
表的な仏教・寺院史料及び武家文書として貴重であ
る。称名寺聖教及び金沢文庫文書ともに重要文化財
の指定を受けていたが、これらを統合し、新たに明ら
かになった聖教類を追加することで、史料群の全体像
を把握することができる。鎌倉時代の浄土宗や禅宗な
どの鎌倉新仏教、真言宗をはじめとした旧仏教を問わ
ず仏教史はもちろんのこと、政治史のみならず武家の
文化を解明する上で欠かせない第一級の史料であ
る。

国
書跡・
典籍・
古文書

称名寺絵図並結界記
しょうみょうじえずならびに
けっかいき

２幅 M42.4.5 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

元亨三年二月廿四日
（旧裏書）

S52.6.11現変

鎌倉時代。図は金堂と講堂を中心に諸堂、施設を描
き、周囲に朱線をめぐらせている。もと紙背に結界文
が記されていたが、現在、二幅仕立てに改装されてい
る。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　円覚経 しほんぼくしょ　えんがくきょう ２巻 T3.4.17 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

正慶二年三月金沢貞
顕筆

鎌倉時代。円覚の理＝仏の悟りを説いた経で、金沢
貞顕が父顕時の三十三年忌の菩提を弔った宿紙供養
経である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　明儒願文集
しほんぼくしょ　めいじゅがん
もんしゅう

１冊 T11.4.13 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。明儒日野賢実と菅原為長の六種の願文を
収めたものである。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　観音堂縁起　紹瑾筆
しほんぼくしょ　かんのんどう
えんぎ　しょうきんひつ

１巻 S10.4.30 横浜市
總持寺
（鶴見区鶴見2-
1-1）

總持寺
奥に元亨元年六月十
七日とある

鎌倉時代。一般に総持寺中興縁起と呼ばれ、諸岳観
音堂から禅院を開創するに至った由来を述べたもの。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　続古今集　巻下
しほんぼくしょ　ぞくこきん
しゅう　かんげ

１帖 S10.4.30 横浜市 個人
正平六年十二月三日
兼好感得の奥書があ
る

鎌倉時代。続古今集の巻下を書写した胡蝶装の本。
兼好の自筆による奥書がある。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　建春門院中納言記
しほんぼくしょ　けんしゅんも
んいんちゅうなごんき

１帖 S11.5.6 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142）

神奈川県

藤原俊成の娘・建寿御前（藤原定家の姉。高倉天皇
の母である建春門院に使えた）の綴った宮廷生活等
の回想録。後宮のしきたり・風俗を描写する。奥書に
金沢貞顕の自署あり。

国
書跡・
典籍・
古文書

注大般涅槃経巻第十九
ちゅうだいはんねはんきょう
まきだいじゅうきゅう

１巻 S24.2.18 横浜市
西方寺
（港北区新羽町
2586）

西方寺 もので全三十巻からなるものの一部である。

国
書跡・
典籍・
古文書

弘決外典鈔　巻第一、二、三
ぐけつげてんしょう　まきだい
いち、に、さん

３帖 S34.6.27 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

巻第二、弘安七年六
月十五日円種奥書

鎌倉時代。「止観輔行伝弘決」の中の外典を鈔出し、
注釈を加えたもの。首尾を通じ施された綿密な訓点は
国語資料として貴重なもの。

国
書跡・
典籍・
古文書

連歌懐紙 れんがかいし ５帖 S36.2.17 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

中二帖、正慶元年・
元弘三年興行年記

鎌倉時代。仏書の紙背として伝存されたもの。称名寺
で張行された連歌の懐紙である。

国
書跡・
典籍・
古文書

卜筮書巻第廿三断簡
ぼくぜいしょまきだいにじゅう
さんだんかん

１巻 S36.2.17 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

紙背授菩薩戒儀

唐時代。占卜の書。現在はわずかに式三の巻末部分
二紙四十九行を残すのみである。

国
書跡・
典籍・
古文書

古今和歌集第一、二残闕（片仮
名本）

こきんわかしゅうだいいち、に
ざんけつ（かたかなぼん）

１巻 S36.2.17 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

紙背応永三年十月書
写胎蔵法聞書

鎌倉時代。藤原清輔が校合した片仮名書きの「清輔
本古今和歌集」である。

国
書跡・
典籍・
古文書

宋版一切経 そうはんいっさいきょう
3486
帖

H9.6.30 横浜市
県立金沢文庫
（金沢区金沢町
142）

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

附）版本一切経目録
一幅

南宋時代。北条実時が一門の菩提寺である金沢称名
寺に寄進したまとまった宋版一切経遺品。

国
書跡・
典籍・
古文書

法曹類林断簡 ほっそうるいりんだんかん １巻 H14.6.26 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

平安時代末期に成立した律令格式に基づいた判例集
であり、奥書から嘉元２年（1304）年に金沢貞顕が書
写したことが知られる。

国
書跡・
典籍・
古文書

宋版南史　残巻（列伝巻第三十
六、三十七、三十八）、断簡（目
録、列伝巻第十六、三十五）（金
沢文庫本）

そうはんなんし　ざんかん（れ
つでんまきだいさんじゅうろ
く、さんじゅうなな、さんじゅう
はち）、だんかん（もくろく、れ
つでんまきだいじゅうろく、さ
んじゅうご）（かなざわぶんこ
ぼん）

３
帖、
６紙

H18.6.9 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

中国の歴代王朝の正史の一つで、南北朝時代の南朝
国家の歴史を記したものである。現存最古の南宋時
代の版本として極めて貴重であり、北条実時が創建し
た金沢文庫に伝来したことが明らかなもの。

国
書跡・
典籍・
古文書

武蔵国鶴見寺尾郷絵図
むさしのくにつるみてらおごう
えず

１幅 H17.6.9 横浜市
県 立 金 沢 文 庫
（金沢区金沢町
142）

神奈川県

建長寺塔頭正統庵領であった鶴見・寺尾両郷に関す
る堺争論に際して、南北朝初期に作成された絵図で
ある。

国
書跡・
典籍・
古文書

新古今和歌集竟宴和歌
しんこきんわかしゅうきょうえ
んわか

１巻 H27.9.4 横浜市
横浜市立大学
（横浜市金沢区
瀬戸22-2）

公立大学法人
横浜市立大学

新古今和歌集の完成を祝って、元久二(1205）年に、
後鳥羽院（1180～1239年）が催した歌会の和歌であ
る。後鳥羽院が作った１首と、藤原良経らの各１首の
計20首を収めている。勅撰集の完成に伴い、初めて
催された竟宴における和歌であり、かつ、鎌倉時代中
期にさかのぼる最古の写本として貴重である。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
書跡・
典籍・
古文書

清拙正澄墨蹟 せいせつしょうちょうぼくせき １幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

南北朝時代。日本の禅寺の規律を確立した清拙正澄
の貴重な墨跡。建武五年(1338）に弟子鏡空が乗福寺
住持に新任する時の祝辞。

県
書跡・
典籍・
古文書

石室善玖墨蹟 せきしつぜんくぼくせき １幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

南北朝時代。建長寺の住持石室善玖の墨跡。応安二
年(1369)智翁紹綱が京都長福寺へ帰る際、餞別とし
て与え、併せて太政大臣久我通相に表敬したもの。

県
書跡・
典籍・
古文書

源頼朝袖判下文
みなもとのよりともそではんく
だしぶみ

１幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

鎌倉時代。鎌倉幕府初代将軍源頼朝が、北関東の御
家人の小山朝政に宛てた下文。将軍家政所より発給
された地頭職補任状を再度承認したもの。数少ない頼
朝袖判下文。

県
書跡・
典籍・
古文書

源頼家袖判下文
みなもとのよりいえそではん
くだしぶみ

１幅 H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

鎌倉時代。鎌倉幕府二代将軍源頼家が、小山朝政を
播磨国五箇庄の地頭職に補任した下文。頼家関係の
数少ない極めて貴重な古文書。

国
考古
資料

青磁壺 せいじつぼ １合 S43.4.25 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺
（金沢区金沢
町212-1）

武蔵称名寺境内石造
五輪塔（伝金沢貞顕
墓）納置

宋時代。俗に酒会壺とよばれる元口の壺。伝金沢貞
顕墓から骨を収めた状態で発見された。

県
考古
資料

人面付土器 じんめんつきどき １箇 S59.3.30 横浜市
横浜市歴史博物
館（都筑区中川
中央1-18-1)

横浜市
横浜市鶴見区上末吉
上台遺跡出土

弥生時代後期のひょうたん形をした人面付壺形土器。

県
考古
資料

綾瀬市寺尾遺跡出土品
あやせしてらおいせきしゅつ
どひん

368
点

H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター（南区中
村町3-191-1）

神奈川県

後期旧石器時代及び縄文時代草創期。時期の異なる
７層の文化層が重複して発見され、石器群の変遷が
層位的に明らかにされた。

県
考古
資料

海老名市上浜田遺跡出土玦状耳
飾

えびなしかみはまだいせき
しゅつどけつじょうみみかざり

６点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター（南区中
村町3-191-1）

神奈川県

縄文時代早期。滑石製で墓穴と考えられる３基の土擴
から２点一対で出土し、埋葬された人物の両耳に装着
されていたことを推測させる良好な出土状態を示すと
ともに、玦状耳飾の初期の優品。

県
考古
資料

山北町尾崎遺跡出土の石斧製作
に関連する石器

やまきたまちおさきいせき
しゅつどのせきふせいさくに
かんれんするせっき

1,081
点

H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター（南区中
村町3-191-1）

神奈川県

縄文時代中期。良質な凝灰岩の石材産地に立地した
石斧の生産遺跡で、縄文時代の石斧の生産と供給の
状況を示し、この時代の社会・経済を知るうえで貴重
な資料。

県
考古
資料

秦野市砂田台遺跡出土の石器、
鉄器及び弥生土器

はだのしすなだだいいせき
しゅつどのせっき、てっきおよ
びやよいどき

42点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター（南区中
村町3-191-1）

神奈川県

弥生時代中期。大陸系磨製石斧と鉄剣を再加工した
鉄器は、東日本での本格的な農耕文化定着期の鉄器
の普及を明らかにする貴重な資料。

県
考古
資料

綾瀬市宮久保遺跡出土木簡
あやせしみやくぼいせきしゅ
つどもっかん

１点 H13.2.13 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター（南区中
村町3-191-1）

神奈川県

奈良時代。「鎌倉郷」が記載された最古の資料であ
り、「田令」・「郡稲長」などの郡雑任や「軽部」という部
姓氏族の資料であり、古代の地方行政に関する貴重
な資料である。

県
考古
資料

三浦市間口洞窟遺跡出土品
みうらしまくちどうくついせき
しゅつどひん

450
点

H13.2.13 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60)

神奈川県

弥生時代中・後期及び古墳時代後期。三浦半島に特
徴的に分布する海蝕洞窟遺跡特有の骨角貝製生活
用具と墳墓副葬品。

県
考古
資料

綾瀬市吉岡遺跡群Ｂ区と藤沢市
用田鳥居前遺跡出土の旧石器時
代の遺跡間接合石器

あやせしよしおかいせきぐん
びーくとふじさわしようだとり
いまえいせきしゅつどのきゅ
うせっきじだいのいせきかん
せつごうせっき

455
点

H16.2.10 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター（南区中
村町3-191-1）

神奈川県 附)その他の剥片類

およそ２㎞離れたふたつの遺跡で出土した旧石器時
代の石器群が接合。旧石器時代人の移動の実態や
生活の様相を知る上で貴重な資料。

10



横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
考古
資料

鎌倉市下馬周辺遺跡出土の鎧
かまくらしげばしゅうへんい
せきしゅつどのよろい

一括 H28.3.29 横浜市
県埋蔵文化財セ
ンター(南区中村
町3-191-１)

神奈川県
附）銭貨1,896枚、古
瀬戸　花瓶1口、古瀬
戸　香炉1口

　鎌倉時代。若宮大路に面して建てられた大型の竪穴
建物から、平成23年に出土。部品単体ではなく鎧全体
の形でまとまって出土した例は、平安時代後期から鎌
倉時代では全国で２例目、鎌倉時代では全国初の貴
重な事例。

国
歴史
資料

日本図（遠江、越後以東欠）
にほんず（とおとうみ、えちご
いとうけつ）

１枚 S62.6.6 横浜市
県立金沢文庫
(金沢区金沢町
142）

称名寺（金沢
区金沢町212-
1）

鎌倉時代。金沢文庫に伝存する中世文書中より発見
された所謂行基式日本図。

国
歴史
資料

銀板写真（遠藤又左衛門と従者
像）ｴﾘﾌｧﾚｯﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ｼﾞｭﾆｱ撮影
一八五四年

ぎんばんしゃしん（えんどうま
たざえもんとじゅうしゃぞう）
えりふぁれっと･ぶらうん･じゅ
にあさつえいせんはっぴゃく
ごじゅうよねん

１枚 H18.6.9 横浜市
横浜美術館（西
区みなとみらい
3-4-1）

横浜市 附）添状１通

幕末に来航したペリー配下の写真師が撮影した銀板
写真。遠藤又左衛門は松前藩士で、箱館でペリーとの
諸交渉にあたった。外国人が日本国内で日本人を撮
影した現存最古の写真の一枚。

国
歴史
資料

銀板写真（石塚官蔵と従者像）ｴﾘ
ﾌｧﾚｯﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ｼﾞｭﾆｱ撮影一八五
四年

ぎんばんしゃしん（いしづか
かんぞうとじゅうしゃぞう）えり
ふぁれっと･ぶらうん･じゅにあ
さつえいせんはっぴゃくご
じゅうよねん

１枚 H18.6.9 横浜市
市立函館博物館
(北海道函館市
青柳町17-1)

個人
附）添状２通、ｳｨﾘｱﾑ
ｽ・羅森合筆扇面１幅

幕末に来航したペリー配下の写真師が撮影した銀板
写真。石塚官蔵は松前藩士で、箱館でペリーとの諸交
渉にあたった。外国人が日本国内で日本人を撮影し
た現存最古の写真の一枚。

国
歴史
資料

氷川丸
　昭和五年、横浜船渠株式会社
製

ひかわまる
　しょうわごねん、よこはませ
んきょかぶしきがいしゃせい

１艘 H28.8.17 横浜市
横浜市中区山下
町山下公園地先

日本郵船株式
会社

附）航海日誌・
     諸記録類　８点
　　図面類　455点

昭和５（1930）年に日本郵船株式会社が発注し、横浜
船渠株式会社にて竣工した貨客船である。昭和35
（1960）年の引退まで主としてシアトル航路に就航し、
戦前・戦後の貨客輸送に従事したが、昭和16（1941）
年からは海軍特設病院船、終戦後は復員輸送船、の
ちに国内・国外航路貨客船の任を担った。本船は当時
の先進の造船技術を導入して国内にて建造された貨
客船であり、海外との輸送手段を貨客船が担っていた
時代、戦中戦後の激動の時代において、社会・経済史
上に大きな役割を果たした。戦前期に多数建造された
外航船の現存唯一の遺存例として、近代交通史上、
造船技術史上などにおいて貴重な資料である。

国
歴史
資料

日本丸
　昭和五年、株式会社川崎造船
所製

にっぽんまる
　しょうわごねん、かぶし
きがいしゃかわさきぞうせ
んしょせい

１艘 H29.9.15 横浜市

横浜市西区みな
とみらい２－１
－１　旧横浜船
渠株式会社第一
船渠内

横浜市

船員養成用の練習帆船として文部省が発注した船
で、昭和５年（1930）に進水した。全長97.05メートル、
総トン数2278.25トン、横肋骨方式リベット構造の鋼製
補助機関付帆船であり、帆装は４本マストバーク型、
主機関は国産初の大型ディーゼル機関である池貝鉄
工所製造の無気噴油式四サイクルディーゼルエンジ
ンを搭載している。
長い期間にわたり船員養成の任を担い、我が国の海
運業の発展に貢献した。現存する希少な戦前期建造
の船であり、建造当時の構造、艤装(ぎそう)をよく伝
え、わが国の海運史、造船技術史等研究上において
貴重である。

県
有形民俗
文化財

舞楽面（陵王、抜頭）
ぶがくめん（りょうおう、ばっと
う）

２面 H7.2.14 横浜市
瀬戸神社（金沢
区瀬戸18-14）

瀬戸神社

鎌倉時代。舞楽の面だが、神楽や雨乞いにも使われ
たと考えられ、民俗的に貴重。
なお、この文化財は「木造　舞楽面（陵王、抜頭）」の
名称で国指定重要文化財（彫刻）にも指定されてい
る。（H12.12.4）
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
有形民俗
文化財

「神奈川の職人の道具」コレクショ
ン

「かながわのしょくにんのどう
ぐ」これくしょん

1,982
点

H11.2.12 横浜市
県立歴史博物館
（中区南仲通5-
60）

神奈川県

神奈川県立歴史博物館が長年収集してきた県内の工
芸関係以外の職種の道具集。木地師、物差し職人等
県内でも限られた地域で活躍していた職種のものも含
まれ全国的にも貴重。多職種の道具がそれぞれ一式
揃えられ、製作の工程や技術、職人の信仰習俗など
をうかがい知ることができる。都市化により有形民俗
文化財が消滅しつつある本県において、職人の様相
を後世に伝える貴重なコレクション。

県
無形民俗
文化財

お馬流し おうまながし S53.6.23 横浜市
本牧お馬流し
保存会

８月第１又は第２日曜
日

S52.2.9県選択
本牧神社に伝わる御霊信仰による厄霊放流行事。茅
でつくった馬首亀体のお馬を御神船から海へ放流す
る。

県
無形民俗
文化財

善部妙蓮寺の曲題目
ぜんぶみょうれんじのきょくだ
いもく

H3.2.8 横浜市
善部妙蓮寺曲
題目保存会

１０月第３土曜日 S53.9.1県選択
唄うように唱える題目に合わせ子供達が、バチや太鼓
を可憐に操る。

県
無形民俗
文化財

牛込の獅子舞 うしごめのししまい H13.2.13 横浜市
牛込獅子保存
会

１０月上旬の土・日

一人立ち三頭獅子舞。前日には美しが丘の神明社に
も奉納。元禄の悪疫流行期に伝習されたとの説も。締
太鼓の枠打ちが多く、力強い所作が特徴。

県
無形民俗
文化財

鉄の獅子舞 くろがねのししまい H13.2.13 横浜市
鉄古典獅子舞
保存会

１０月第１日曜日

一人立ち三頭獅子舞。舞の名称が振りに起因してい
る点は奥多摩方面と類似。舞手は大人。花や弓等の
道具とじゃれたり、格闘を表す舞振りがあったりと、変
化に富んでいるのが特徴。

国
無形

文化財
芸能　能シテ方 げいのう　のうしてかた R4.10.31 横浜市

大坪近司
（芸名・雅号
等：大坪喜美
雄)

能シテ方は、ワキ方、囃子方、狂言方とともに能を成
立させる技法で、曲中の人物に扮し、曲中に扱われて
いることを歌い舞いして演じる。氏は、昭和34年に宝
生英雄（後の十八世宝生宗家）に師事し、着実に芸歴
を重ね、現在に至っている。伝統的なシテ方宝生流の
技法を高度に体現し 、 地謡や後見での力量も含め評
価が高く 、 現在の宝生流を代表する能楽師の一人と
して重要な位置を占めている。

国
選定保存

技術
甲冑修理 かっちゅうしゅうり R4.10.31 横浜市 西岡文夫

甲冑の修理には、各材質に応じた高度な技術が求め
られるとともに、製作された当初の構造材を可能な限
り活かすことが必要である。氏は、昭和53年より甲冑
製作を独学で始め、昭和56年に甲冑師森田朝二郎氏
に師事し、同技術を体得した。氏の甲冑修理は、平
安・鎌倉期の大鎧から当世具足など中近世以降に至
る幅広い時代の甲冑について、安定した技術と確かな
見識の下に適切な保存処置を施すことにおいて、高い
評価を得ている。

国 史跡 称名寺境内 しょうみょうじけいだい T11.10.12 横浜市
金沢区金沢町、
西柴町

横浜市
S47.1.31追加指定及
び名称変更

関東では例の少ない苑池中心の庭園、指定地西側の
隣接地に由緒ある金沢文庫の名を冠した県立の博物
館施設がある。

国 史跡 三殿台遺跡 さんとのだいいせき S41.4.2 横浜市 磯子区岡村 横浜市所管

調査により縄文、弥生、古墳、各時代にわたる２５０例
の住居跡が発見され野外博物館として保存されてい
る。

国 史跡 大塚・歳勝土遺跡 おおつかさいかちどいせき S61.1.31 横浜市 都筑区大棚西 横浜市所管

鶴見川支流の早淵川左岸台地上に位置する弥生時
代中期の環濠集落跡（大塚遺跡）と方形周溝墓群（歳
勝土遺跡）である。

国 史跡 旧横浜正金銀行本店
きゅうよこはましょうきんぎん
こうほんてん

H7.6.27 横浜市 中区南仲通 神奈川県所有

明治13年、貿易取引の決済業務と貿易金融とを主要
目的として設立。近代の貿易金融機関の在り方を示
す重要な遺跡。

国 史跡 朝夷奈切通 あさいなきりどおし S44.6.5
横浜市・鎌

倉市

横浜市金沢区朝
比奈町、鎌倉市
十二所

H15.8.27、H19.7.26、
H20.7.28追加指定

13世紀中期に執権北条泰時によって開削された。鎌
倉七口の一つで最も高く峻険である。鎌倉と外港・六
浦津を結ぶ重要交通路であり、防禦施設の名残も残
されている。

県 史跡 市ヶ尾横穴古墳群 いちがおおうけつこふんぐん S32.2.19 横浜市 青葉区市ケ尾町 横浜市管理

七世紀頃。丘陵の西斜面に作られた横穴が並ぶ。入
口の前方に墓前祭的行事が行われた前庭部が存在
する。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 史跡 品濃一里塚 しなのいちりづか S41.7.19 横浜市
戸塚区品濃町、
平戸町

横浜市管理

旧東海道は切り下げられたが、塚はほぼ東西に両相
対し、原型に近い形で保存されている。

県 史跡 稲荷前古墳群 いなりまえこふんぐん S45.3.24 横浜市
青葉区大場町字
稲荷前

横浜市管理

前方後円墳・前方後方墳・円墳・方墳・横穴墓が発見
された。今は前方後方墳一基と方墳二基が保存され
ている。

国 名勝 山手公園 やまてこうえん H16.2.27 横浜市
中区山手町、中
区妙香寺台

明治時代初頭に横浜の外国人居留地に設置された我
が国最初の公園であり、開設当時から継承する多くの
諸要素が一体となって、現状に見る優秀な風致景観
を形成していることから、学術上、観賞上の高い価値
を有する公園である。

国 名勝 三溪園 さんけいえん H19.2.6 横浜市
中区本牧三之
谷、同本牧間門

近代横浜を代表する実業家である原富太郎（三溪）が
明治時代後期から造営した自邸の庭園。起伏に富む
広大な敷地に古建築を移築し、池や渓流を築造した
自然主義に基づく風景式庭園で、学術上・芸術上・鑑
賞上の価値は極めて高い。

県
天然

記念物
日野のシイ ひののしい S36.3.14 横浜市 港南区日野中央 個人

原家の庭に在るスダジイの大木。樹高約20メートル、
目通しは4.3メートル。

県
天然

記念物
旧城寺の寺林 きゅうじょうじのじりん S55.2.15 横浜市

緑区三保町
2029-1、2030～
4、2038～9

旧城寺

県下の内陸台地に残された典型的な郷土林で、カヤ、
アラカシ、シラカシ、ケヤキなどの大木が密閉した樹冠
を形成している。

県
天然

記念物
根岸八幡神社の社叢林

ねぎしはちまんじんじゃの
しゃそうりん

S55.2.15 横浜市 磯子区西町171 八幡神社
急な崖上を発達した常緑広葉樹林でタブノキ、スダジ
イを中心とし、カクレミノ大木も混える。

県
天然

記念物
宝生寺・弘誓院の寺林

ほうしょうじ・ぐぜいいんのじ
りん

S55.2.15 横浜市
南区堀ノ内1-
68-1、南区睦町
2-226、228、229

宝生寺、弘誓
院

タブノキ、スダジイ、シラカシなど関東地方の常緑広葉
樹林の主木による横浜市内でも有数のまとまった林
相をもつ寺林。

県
天然

記念物
師岡熊野神社の社叢林

もろおかくまのじんじゃのしゃ
そうりん

H3.2.8 横浜市
港北区師岡町字
表谷戸1137-2

熊野神社

針葉樹の植栽もみられず、各階層に常緑広葉樹の種
群がバランスよく育成している。

県
天然

記念物
森浅間神社とその周辺の樹叢

もりせんげんじんじゃとその
しゅうへんのじゅそう

H6.2.15 横浜市
磯子区森2-463-
1他

浅間神社、
横浜市

スダジイが優占する常緑広葉樹林で、市街地内に残
された貴重な自然林。

国
登録
有形

横浜市西谷浄水場濾過池整水室
上屋３号棟

よこはましにしやじょうすい
じょうろかちせいすいしつうわ
やさんごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国
登録
有形

横浜市西谷浄水場濾過池整水室
上屋４号棟

よこはましにしやじょうすい
じょうろかちせいすいしつうわ
やよんごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国
登録
有形

横浜市西谷浄水場濾過池整水室
上屋７号棟

よこはましにしやじょうすい
じょうろかちせいすいしつうわ
やななごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国
登録
有形

横浜市西谷浄水場濾過池整水室
上屋８号棟

よこはましにしやじょうすい
じょうろかちせいすいしつうわ
やはちごうとう

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国
登録
有形

横浜市西谷浄水場配水池浄水井
上屋

よこはましにしやじょうすい
じょうはいすいちじょうすいい
うわや

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

国
登録
有形

横浜市西谷浄水場配水池配水井
上屋

よこはなしにしやじょうすい
じょうはいすいちはいすいい
うわや

H9.6.12 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町522

横浜市 大正４年 煉瓦１

整水室上屋は、内法10フィート角の正方形で、花崗岩
切石の土台に煉瓦一枚積みで外壁を造り、銅板葺の
特異な宝形屋根をかける。浄水・排水井上屋は八角
形の煉瓦造で規模が一回り大きいが、構造及び意匠
は整水室上屋と共通である。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

旧横浜居留地煉瓦造下水道マン
ホール

きゅうよこはまきょりゅうちれ
んがづくりげすいどうまん
ほーる

H10.9.2 横浜市
横浜市中区日本
大通

横浜市 明治14～16年 煉瓦

明治初年のブライトン設計の陶管下水道を煉瓦造に
改造した際の施設。日本人の計画による最初の近代
下水遺構。

国
登録
有形

川島町旧配水計量室上屋
かわしまちょうきゅうはいすい
けいりょうしつうわや

H10.9.2 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区川島町578-12

横浜市 大正３年 煉瓦１

同時期建設の西谷浄水場の下方に位置する。浄水場
内の上屋と同様の造りであるが、外装には格別の仕
様がとられている。

国
登録
有形

市立港中学校門柱（旧花園橋親
柱）

しりつみなとちゅうがっこうも
んちゅう（きゅうはなぞのばし
おやばしら）

H11.11.18 横浜市
横浜市中区山下
町241

横浜市 昭和３年 石造

震災復旧事業の一環で大岡川に架けられた花園橋の
親柱を移設したもの。石柱と鋳鉄製照明部から構成さ
れ、全体にアールデコ調の意匠が施される。

国
登録
有形

横浜国立大学名教自然碑
よこはまこくりつだいがくめい
きょうしぜんひ

H12.4.28 横浜市
横浜市保土ヶ谷
区常盤台79-5

国立大学法人
横浜国立大学

昭和12年/昭和54年
移築

石造

横浜高等工業学校初代校長である鈴木達治の功績を
讃えて建てられた。端整な比例と素材を生かした造形
に気品と記念性がうかがわれる。

国
登録
有形

横浜国立大学教育人間科学部附
属横浜中学校校舎（旧横浜高等
工業学校本館）

よこはまこくりつだいがくきょ
ういくにんげんかがくぶふぞ
くよこはまちゅうがっこうこう
しゃ（きゅうよこはまこうとうこ
うぎょうがっこうほんかん）

H12.12.4 横浜市
横浜市南区大岡
2-31-3

国立大学法人
横浜国立大学

昭和13年 ＲＣ３

両翼を全面に突出させたルネッサンス様式的形態をと
るが、外見は水平線を強調するとともに、正面中央に
縦長の連続窓を配するなどモダニズム的意匠でまと
める。

国
登録
有形

ジェラール水屋敷地下貯水槽
じぇらーるみずやしきちかちょ
すいそう

H13.4.24 横浜市
横浜市中区元町
1-77

横浜市 明治10年代 煉瓦

幕末から横浜に居留したフランス人ジェラールが経営
した船舶給水業施設で兼営したフランス瓦煉瓦製造
工場に地下に築造され、谷戸の湧水を集めて貯水し
た。

国
登録
有形

関戸家住宅主屋 せきどけじゅうたくおもや H13.8.28 横浜市
横浜市青葉区美
しが丘西2-40-8

個人 明治初期 木造１

久保木村の名主の住宅で、桁行１４間と横浜市内では
最大級の民家。寄棟造で、東側に土間を置いた六間
取り形式で、土間に接して馬屋を内部に取り込む。

国
登録
有形

関戸家住宅文庫蔵 せきどけじゅうたくぶんこぐら H13.8.28 横浜市
横浜市青葉区美
しが丘西2-40-
15

個人 安政５年 土蔵２

桁行３間、梁行２間規模の２階建土蔵。主屋寄りに隠
居と伝えられる床付８帖を備えるという特徴がある。

国
登録
有形

関戸家住宅穀蔵 せきどけじゅうたくこくぐら H13.8.28 横浜市
横浜市青葉区美
しが丘西2-40-8

個人 江戸末期 土蔵２

桁行４間、梁行２間の丁寧な造りの２階建土蔵。

国
登録
有形

金澤園 かなざわえん H16.3.2 横浜市
横浜市金沢区柴
町46

個人 昭和４年 木造２

海岸の近傍に建てられた割烹旅館。入母屋造、桟瓦
葺の木造2階建で、客室は銘木を用いた凝ったつくり
の座敷飾りや建具、欄間により、それぞれ趣向を凝ら
す。戦前の郊外行楽地における休泊施設の好例を示
す。

国
登録
有形

總持寺三松関 そうじじさんしょうかん H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正９年 門　木造
総欅造の１間高麗門。

国
登録
有形

總持寺香積台 そうじじこうしゃくだい H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正９年 木造二階建
切妻造、妻入の大規模な２階建。

国
登録
有形

總持寺待鳳館 そうじじたいほうかん H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺
大正４年／昭和32年
移築改造

木造平屋建
迎賓館施設。主体部は尾張徳川家旧書院を移築した
もの。

国
登録
有形

總持寺紫雲台 そうじじしうんたい H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正４年 木造平屋建
入母屋造、軒唐破風付の向拝をもつ壮大な構成。

国
登録
有形

總持寺御霊殿 そうじじごれいでん H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 昭和12年 木造平屋建
拝殿・幣殿・奥殿が連続した独特な権現造風。

国
登録
有形

總持寺仏殿（大雄宝殿）
そうじじぶつでん（だいゆうほ
うでん）

H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正４年 木造平屋建

方３間もこし付で、創意工夫を凝らし、内外とも荘厳な
構成。
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総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

總持寺虎嘯窟 そうじじこしょうくつ H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺
安政年間／明治44年
移築

木造平屋建
貫首の居住施設で丁寧な書院造。

国
登録
有形

總持寺放光堂 そうじじほうこうどう H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺
安政年間／明治44年
移築

木造平屋建
桁行30mに及ぶ雄大な規模を持つ。

国
登録
有形

總持寺鐘鼓楼 そうじじしょうくろう H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正４年 木造二階建
古風な楼造。

国
登録
有形

總持寺衆寮 そうじじしゅりょう H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正４年 木造平屋建
簡明な住宅建築の形式になる。

国
登録
有形

總持寺大僧堂 そうじじだいそうどう H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 昭和12年 木造平屋建
内部に座禅用の畳敷の床を設け、中央２本の独立円
柱上に独特な挿肘木を組む。

国
登録
有形

總持寺百間廊下及び門
そうじじひゃっけんろうかおよ
びもん

H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正４年頃 木造平屋建

長大な廊下に３つの門を設けた形式。

国
登録
有形

總持寺向唐門 そうじじむかいからもん H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正14年 木造
前後に唐破風を付けた精緻なつくりの四脚門。

国
登録
有形

總持寺鐘楼 そうじじしょうろう H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正４年 木造
卓越した造形感覚の吹放し鐘楼。

国
登録
有形

總持寺三宝殿 そうじじさんぽうでん H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 昭和17年 木造平屋建
独特な構成になる社殿建築。

国
登録
有形

總持寺放光観音台座
そうじじひかりかんのんだい
ざ

H17.7.12 横浜市
横浜市鶴見区鶴
見2-1-1

大本山總持寺 大正12年 石造

花崗岩製台座で、細部まで行き届いた造形になる。

国
登録
有形

光明寺書院 こうみょうじしょいん H17.7.12 横浜市
横浜市南区庚台
66

光明寺
明治33年／大正13年
移築

木造平屋建

もと小田原御用邸の常宮御座所を移築したもので、近
代和風の宮廷建築として貴重。

国
登録
有形

山口家住宅主屋 やまぐちけじゅうたくしゅおく H17.7.12 横浜市
横浜市港北区篠
原台町12-21

個人 昭和13年頃
木造平屋一部
二階建

私鉄（東急東横線）沿線住宅地に建つ１間洋館付の木
造和風住宅。

国
登録
有形

角田家住宅主屋 つのだけじゅうたくしゅおく H18.11.29 横浜市
横浜市栄区公田
町2306

個人 大正２年頃 木造平屋建

国
登録
有形

角田家住宅道具蔵 つのだけじゅうたくどうぐぐら H18.11.29 横浜市
横浜市栄区公田
町2306

個人 明治期 土蔵造二階建

国
登録
有形

角田家住宅石垣 つのだけじゅうたくいしがき H18.11.29 横浜市
横浜市栄区公田
町2306

個人 大正期
石造/延長40
メートル

国
登録
有形

田畑家住宅主屋 たばたけじゅうたくしゅおく H22.1.15 横浜市
横浜市神奈川区
白幡上町93

個人
昭和７年/昭和中期・
昭和後期改修

木造平屋建/
桟瓦葺・ス
レート葺

和風住宅の玄関脇に急勾配の切妻屋根と出窓をもつ
洋館部分を併設した、いわゆる「洋館付き住宅」の典
型例である。

国
登録
有形

旧長濱検疫所一号停留所（厚生
労働省横浜検疫所検疫資料館）

きゅうながはまけんえきしょ
いちごうていりゅうじょ(こう
せいろうどうしょうよこはま
けんえきしょけんえきしりょ
うかん)

H30.5.10 横浜市
横浜市金沢区長
浜107-8

国（厚生労働
省）

明治中期／大正後
期改修

木造平屋
建、金属板
葺

検疫対象者の旧宿泊施設。切妻造鉄板葺、コの字形
平面で、外壁は下見板張、上下(あげさげ)窓を基調と
しながら突出部の先端にベイウィンドウを用いて変化
を付ける。横浜最古級の洋風建築として貴重な存在。

主屋はつし２階建で、瓦葺屋根の軒を出桁造とする農
家系近代和風住宅の好例である。隣接する道具蔵は
黒漆喰塗の２階建で、両開塗戸を備え、主屋とともに
重厚な外観を構成する。敷地の東辺をなす石垣は切
石積で延長は40ｍ、上部は生垣とし良好な住宅景観
を呈す。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

總持寺仮真殿 そうじじかりしんでん R5.8.7 横浜市 横浜市鶴見区
宗教法人大本
山總持寺

明治44年
木造平屋
建、瓦葺

能登から鶴見への本山移転に際し御真牌を祀った開
山堂で、現在は位牌堂。入母屋造平入桟瓦葺、正面
側に切妻造相の間を設け、疑宝珠高欄付階段とその
両側の廊下で信徒位牌堂と繋がる独特な構成。内部
は一室で格天井と位牌壇を備え、背面で納骨堂の常
照殿と繋がる。

国
登録
有形

總持寺虎嘯窟渡廊下
そうじじこしょうくつわたり
ろうか

R5.8.7 横浜市 横浜市鶴見区
宗教法人大本
山總持寺

明治44年頃
木造平屋
建、瓦葺

放光堂と虎嘯窟を矩折に繋ぐ渡廊下。切妻造桟瓦
葺、組物舟肘木、真壁造格子窓腰板張とする。虎嘯窟
側に玄関を屋根葺下ろしで設け、放光堂寄り二間を二
重虹梁蟇股として屋根を切上げ、床組み太鼓橋状に
して床下を通路とする。貫首が使用した造りの良い渡
廊下。

国
登録
有形

河合家住宅（旧横浜市営外国人
住宅）主屋

かわいけじゅうたく（きゅう
よこはましえいがいこくじん
じゅうたく）おもや

R5.8.7 横浜市
横浜市中区山手
町

個人
昭和４年／同39年
頃・平成26年改修

木造平屋
建、鉄板葺

旧山手居留地の南部丘陵に所在する洋風住宅で、関
東大震災後に横浜市が建築した外国人住宅。切妻造
平屋建、角屋部分半切妻造。柱頭飾り付円柱の玄関
ポーチが特徴的。内部は居間中心の平面で、居間と
食堂に暖炉を備える。震災復興の公営外国人住宅と
して貴重。

国
登録
有形

中嶋家住宅（旧ピゴット邸）主
屋

なかじまけじゅうたく（きゅ
うぴごっとてい）おもや

R5.8.7 横浜市
横浜市中区山手
町

個人
大正14年／昭和55
年・平成６年改修

木造二階
建、鉄板葺

旧山手居留地に建つ大きな切妻屋根と太い円柱の玄
関ポーチが特徴の洋館。内部はベイウィンドウ付食堂
を中心に諸室を配置、応接間と食堂、居間に暖炉を置
く。二階は屋根裏部屋の個室を設け、元は南面をサン
ルームとした。震災後の外国人住宅として貴重。

国
登録
有形

旧川本家住宅主屋
きゅうかわもとけじゅうたく
おもや

R6.8.15 横浜市
横浜市西区西戸
部町

京浜急行電鉄
株式会社

昭和８年

木造平屋一
部二階建、
瓦葺一部鉄
板葺

横浜港北西の丘陵に位置する旧家。
京浜電気鉄道の隧道開削に伴い新築した平屋建。内
部は廊下や部屋境の棚の配置などで各室の独立性を
高めた近代的な平面。寄木張床の応接室を含め外観
和風で統一し、繊細な意匠の建具や随所に銘木を用
いた良質な近代和風住宅。

国
登録
有形

旧川本家住宅内蔵
きゅうかわもとけじゅうたく
うちくら

R6.8.15 横浜市
横浜市西区西戸
部町

京浜急行電鉄
株式会社

明治32年／昭和８
年移築

土蔵造二階
建、瓦葺

主屋北西に接続する家財蔵。二階建切妻造妻入桟瓦
葺で南北棟の小規模な土蔵で、外壁は漆喰塗仕上と
し、軒に鉢巻を廻す。北面に二箇所の窓を開け、庇持
送には繰形を付す。各階一室の板敷。隧道開削以前
から存在しつつ、外観重厚ながら主屋と良く調和した
土蔵。

国
登録
有形

旧川本家住宅表門及び石垣
きゅうかわもとけじゅうたく
おもてもんおよびいしがき

R6.8.15 横浜市
横浜市西区西戸
部町

京浜急行電鉄
株式会社

昭和８年頃

表門　木
造、瓦葺、
左右袖塀及
び石段付
石垣　石造

主屋玄関東側に配した表門と、敷地東面及び北面を
矩折れに区画する石垣。緩やかな石段上に建つ表門
は、間口一間切妻造平入桟瓦葺袖塀付きで屋根に起
りを付す。石垣は凝灰岩のブラフ積で上部に低い石塀
を載せる。いずれも丁寧なつくりで屋敷の表構えを整
える。

国
登録
有形

宮下家住宅主屋 みやしたけじゅうたくおもや R6.12.3 横浜市 横浜市磯子区森 個人
昭和８年頃／昭和
中期増築、令和５
年改修

木造二階
建、瓦葺

国道16号沿いの敷地に東面して建つ、旧別荘。木造
二階建、外壁黄土色モルタル塗仕上の洋館と平屋の
和館をL字に配す。洋館はエンタシス付角柱を飾る玄
関廻りが特徴的で、和館は筬欄間など繊細なつくりの
和洋折衷住宅。根岸湾の近代別荘開発の歴史を伝え
る。

国
登録
記念物

山下公園 やましたこうえん H19.2.6 横浜市
横浜市中区山下
町

横浜市

関東大震災後の復興事業の一環として、横浜港に臨
んで造成された日本で最初の臨海都市公園。保健・
休養の場として重要な機能を持ち、園内にはインド水
塔、石積護岸、石造バルコニーなど当時の公園施設
が多く遺存するなど景趣に富む。
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横浜市

総数
指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
記念物

日本大通り にほんおおどおり H19.2.6 横浜市
横浜市中区日本
大通

横浜市

慶応２年（１８６６）の大火後に、東の外国人居留地と
西の日本人街を隔てる防火道路として明治４年（１８７
１）に設計され、明治１０年（１８７７）までに完成した横
浜市関内の並木街路で、公園史上の意義が深く、風
致に富んだ優秀な景趣を持つ。

国
登録
記念物

横浜公園 よこはまこうえん H19.2.6 横浜市
横浜市中区横浜
公園

横浜市

明治９年（１８７６）に居留外国人と日本人がともに使え
る「彼我公園」として開園し、日本大通りとともに横浜
の中心市街地における重要な空間軸を成してきた都
市公園。
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川崎市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 建造物 旧伊藤家住宅 きゅういとうけじゅうたく １棟 S39.5.29 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。旧所在川崎市金程。入母屋造茅葺。ヒロマ
型平面で、前面の格子窓は17世紀末にさかのぼるも
のである。

国 建造物 旧北村家住宅 きゅうきたむらけじゅうたく １棟 S41.12.5 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代（貞享４年の墨書）。旧所在秦野市堀山下。
寄棟造茅葺。ヒロマ型平面をもつ民家である。

国 建造物 旧佐々木家住宅 きゅうささきけじゅうたく １棟 S42.12.11 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

附）寛保三亥年家普
請人足諸入用帳、延
享四年座敷普請入用
覚帳

江戸時代（享保17年）。旧所在長野県南佐久郡八千
穂村。寄棟造茅葺。土間側をカブト造としてある。

国 建造物 旧太田家住宅 きゅうおおたけじゅうたく ２棟 S43.4.25 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市 主屋・土間

江戸時代中期。旧所在茨城県笠間市。両棟とも寄棟
造茅葺、土間を別棟とした分棟型民家である。

国 建造物 旧江向家住宅 きゅうえむかいけじゅうたく １棟 S44.6.20 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代中期。旧所在富山県東礪波郡平村。切妻造
妻入茅葺。五箇山地方の典型的な合掌造民家であ
る。

国 建造物 旧工藤家住宅 きゅうくどうけじゅうたく １棟 S44.12.18 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。旧所在岩手県紫波郡紫波町。寄棟造茅
葺。

国 建造物 旧作田家住宅 きゅうさくたけじゅうたく ２棟 S45.6.17 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市 主屋・土間

江戸時代中期。旧所在千葉県山武郡九十九里町。主
屋寄棟造茅葺。土間寄棟造妻入茅葺。別棟造民家の
典型である。

県 建造物 旧清宮家住宅 きゅうきよみやけじゅうたく １棟 S46.3.30 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代初期。一重寄棟造。南面一部庇付。旧所在
川崎市登戸。ヒロマ後半に小室をもち、周囲の間取り
等も古式の民家である。

県 建造物 旧野原家住宅 きゅうのはらけじゅうたく １棟 S46.3.30 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代後期。合掌造平入。旧所在富山県東礪波郡
利賀村。庄川支流利賀川筋の民家である。

県 建造物 旧広瀬家住宅 きゅうひろせけじゅうたく １棟 S46.3.30 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代中期。切妻造。旧所在山梨県塩山市上萩
原。甲州型切妻民家として最も古い遺構の一つであ
る。

県 建造物 旧山下家住宅 きゅうやましたけじゅうたく １棟 S47.11.24 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。合掌造。旧所在岐阜県大野郡御母衣村。
現存の合掌造としては、比較的古く、かつ整備されて
いる重要な遺構である。

県 建造物 旧鈴木家住宅 きゅうすずきけじゅうたく １棟 S47.11.24 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代後期。寄棟造。旧所在福島県松川町。奥州
街道の馬宿で、奥行が長い典型的な宿場建築であ
る。

県 建造物 旧三澤家住宅 きゅうみさわけじゅうたく １棟 S47.11.24 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

江戸時代。切妻造。旧所在長野県伊那市西町。幕末
の整備された町屋建築である。

県 建造物 影向寺薬師堂 ようごうじやくしどう １棟 S52.8.19 川崎市
影向寺
（宮前区野川
419）

影向寺

附）厨子（１基）、銅板
屋根替銘札（２枚）、
薬師堂前石燈籠（１
基）、境内出土古瓦
（15個）、塔心礎（通
称影向石１個）

江戸時代（造営銘札に元禄７年）。桁行５間梁行５間、
寄棟造、内陣、外陣で構成され内部は中世以来の伝
統的な密教本堂の形式によるものである。なお、当堂
に関係する文化財も一括指定した。
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川崎市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 建造物 旧岩澤家住宅 きゅういわさわけじゅうたく １棟 S61.11.28 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市 S62.4.1   変更

江戸時代中期。寄棟造。旧所在愛甲郡清川村煤ヶ
谷。神奈川県近世民家の古い特徴を示す民家であ
る。

県 建造物 旧井岡家住宅 きゅういおかけじゅうたく １棟 S61.11.28 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市 附）旧柱等部材11丁

江戸時代中期。切妻造。旧所在奈良市高畑町。奈良
市付近の近世町屋の典型である。

県 建造物 旧菅原家住宅 きゅうすがわらけじゅうたく １棟 H元.2.10 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市 附）祈祷札１枚

江戸時代。茅葺寄棟造、二面破風付。旧所在山形県
東田川郡朝日村。東北豪雪地帯の特色をあらわした
はっぽう造りによる近世民家。

県 建造物 旧山田家住宅 きゅうやまだけじゅうたく １棟 H9.2.10 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

18世紀前期、平入り、切妻の合掌造の古例。越中に
所在しながら飛騨の特徴を有する。

県 絵画 紙本金地著色　鳥合わせ図屏風
しほんきんじちゃくしょく　とり
あわせずびょうぶ

６曲
１双

S59.11.22 川崎市
長念寺（多摩区
登戸1416）

長念寺

江戸時代。伝承によれば、永徳筆というが不明。めず
らしい主題である鳥の鳴きくらべを描いている。

国 彫刻 木造　薬師如来両脇士像
もくぞう　やくしにょらいりょう
きょうじぞう

３躯 M33.4.7 川崎市
影向寺（宮前区
野川419）

影向寺

平安時代。一木造。量感に富むが、全体に彫り口は浅
く、地方的な一種荒い作風を示す。

県 彫刻 木造　聖観音立像
もくぞう　しょうかんのんりゅう
ぞう

１躯 S41.7.19 川崎市
広福寺（多摩区
枡形6-7-1）

広福寺

鎌倉時代。寄木造。髪の毛を高く結い上げた宋風を思
わせる像である。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅうぞ
う

１躯 S41.7.19 川崎市
広福寺（多摩区
枡形6-7-1）

広福寺
平安時代。寄木造。後世の修理による削り直しが目立
つが、全体として平安後期の風が認められる。

県 彫刻 木造　虚空蔵菩薩立像
もくぞう　こくぞうぼさつりゅう
ぞう

１躯 H4.11.20 川崎市
能満寺（高津区
千年354）

能満寺
南北朝時代。寄木造。高く結い上げた宝髻、女性的な
顔立などに宋元風の特色が認められる。

国 工芸 銅　錫杖頭 どう　しゃくじょうがしら １柄 S35.6.9 川崎市 個人

平安時代。鋳銅製。宝塔、十一面観音、脇侍二天、僧
形などを鋳出した優作である。

国 工芸 葵梶葉文染分辻が花染小袖
あおいかじはもんそめわけつ
じがはなそめこそで

１領 S46.6.22 川崎市
明長寺
（川崎区大師本
町10-22）

明長寺

桃山時代。綿を薄く入れた袷仕立の小袖で、身幅を広
く、袖幅を狭くして振りがなく短い袖の形態に桃山時代
の作風があらわれている。

県 工芸 鰐口（春日神社） わにぐち（かすがじんじゃ） １口 S44.12.2 川崎市
春日神社（中
原区宮内4-
12-2）

室町時代。全体としてふくらみの極めて少ない扁平な
鰐口で、釣環の目との間が広くあいている。

県 工芸 太刀（銘国宗） たち（めいくにむね） １口 S29.3.30 川崎市 川崎市 個人

鎌倉時代。やや細身の太刀姿で、中心は少磨上と
なっている。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書亀山天皇宸翰御消息
（嘉元三年八月五日）

しほんぼくしょかめやまてん
のうしんかんごしょうそく

１幅 S15.5.3 川崎市 川崎市 個人

鎌倉時代。差出書、宛所ともにないが、『恒明親王立
坊事書案』に本書と同内容の記述がみられることか
ら、恒明親王宛ての御消息であるとされている。

国
書跡・
典籍・
古文書

宋拓隋啓法寺碑 そうたくずいけいほうじひ １帖 S37.2.2 不明
（川崎市）

不明

宋時代。
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国
書跡・
典籍・
古文書

清原良枝遺誡（徳治三年四月十
日）一
清原家代々譲状（十二通）一

きよはらのよしえゆいかい（と
くじさんねんしがつとおか）
きよはらけだいだいゆずり
じょう（じゅうにつう）

２巻 S34.6.27 川崎市
国文学研究資料
館（東京都立川
市緑町10-3）

個人

鎌倉時代の作品。

国
考古
資料

鬼瓦　伝奈良市大安寺出土
おにがわら　でんならしだい
あんじしゅつど

１箇 S35.6.9 川崎市
奈良国立博物館
（奈良県奈良市
登大路町50）

個人

奈良時代。大安寺出土と伝えられ、ほぼ完形を保つ
優品である。

国
考古
資料

片口土器 かたくちどき １口 S35.6.9 川崎市
東京国立博物館
（東京都台東区
上野公園13−9）

個人
埼玉県入間郡福岡村
上福岡出土

縄文時代。

国
有形民俗
文化財

旧船越の舞台 きゅうふなこしのぶたい １棟 S51.8.23 川崎市
日本民家園（多
摩区枡形7-1-1）

川崎市

三重県志摩郡大王町船越から移築。建物全体は間口
17.960メートル、奥行11.817メートル。舞台間口
10.840メートル、　奥行8.570メートル。廻り舞台の直径
5.470メートル。花道長さ9.696メートル。幅1.350メート
ル。前に出語りあり1.818メートル。楽屋は下手溜にあ
り、舞台後と二階に道具置場兼楽屋がある。瓦葺。出
語りの造りの美しさも特徴の一つ。

県
無形民俗
文化財

沖縄民俗芸能 おきなわみんぞくげいのう S51.10.19 川崎市
川崎沖縄芸能
研究会

不定期
S29.3.30県無
形文化財指定

江戸時代に能、歌舞伎の技法を参酌して構成したとい
われる独特の古典美をもつ旧尚王家の式楽。

県
無形民俗
文化財

小向の獅子舞 こむかいのししまい H13.2.13 川崎市
小向獅子舞保
存委員会

８月第２日曜日

享保年間に顕妙院日義上人が修得し伝授。大きなさ
さら、両側から二人で打つ大太鼓、竜頭型獅子舞、明
確な緩急、すり足の所作等が特徴の一人立三頭獅子
舞。舞手は青年、仲立ちは小学生が担当。

県
無形民俗
文化財

初山の獅子舞 はつやまのししまい H13.2.13 川崎市
初山獅子舞保
存会

１０月第１日曜日

江戸初期の獅子頭が現存。一人立三頭獅子舞。舞手
は小中学生。低姿勢の舞振り、観客からのおひねりを
使って博打を打つ場面、剣獅子が雌獅子隠し役となる
などが特徴。

県
無形民俗
文化財

菅の獅子舞 すげのししまい H13.2.13 川崎市
菅獅子舞保存
会

９月１２日頃の休日

明和８年以前から。一人立三頭獅子舞で舞手は共に
２０歳以下の青年。獅子の足支度が脚絆・わらじ履き
であることから「旅獅子」とも呼ばれる。物語性も豊
か。

県
選
択

無形民俗
文化財

川崎山王祭りの宮座式
かわさきさんのうまつりのみ
やざしき

H3.2.8 川崎市
稲毛神社氏子
総代会

８月１～３日

神社に、専任の神職が置かれていなかった中世の神
事の執行方法を伝える。関東では珍しい。

国 史跡 橘樹官衙遺跡群 たちばなかんがいせきぐん H27.3.10 川崎市
高津区千年、宮
前区野川

川崎市

H30.10.15、H31.2.26、
R3.3.26
R3.10.10、R4.3.15
追加指定

橘樹官衙遺跡群は、７世紀後半の地方行政組織であ
る評の役所の成立の背景や構造、そこから郡衙へと
発展する過程やその後の廃絶に至るまでの経過をた
どることができる遺跡である。
７世紀から10世紀の地方官衙の実態とその推移を知
る上で重要である。

県 史跡 子母口貝塚 しぼくちかいづか S32.2.19 川崎市
高津区子母口富
士見台

川崎市管理

縄文時代早期後半の子母口式土器の標準遺跡。多
摩川の沖積地をのぞむ台地上に立地する。

県 史跡 東高根遺跡 ひがしたかねいせき S46.12.21 川崎市 宮前区神木本町 （県立公園）

弥生時代後期から古墳時代後期までの保存状態のよ
い住居跡。県立東高根森林公園として整備されてい
る。
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県 史跡 馬絹古墳 まぎぬこふん S46.12.21 川崎市 宮前区馬絹 川崎市管理

古墳時代後期。第１室・第２室・玄室からなる石室は、
奥行約９メートル、幅約３メートルの堂々としたもので
ある。

県 史跡 西福寺古墳 さいふくじこふん S55.9.16 川崎市 高津区梶ヶ谷 川崎市管理

六世紀中～後半。径29メートル、高さ５メートルの円
墳。円筒埴輪片が発見されている。

県
天然

記念物
東高根のシラカシ林 ひがしたかねのしらかしりん S46.12.21 川崎市

宮前区神木本町
2-10-1

神奈川県
シラカシ群集を中心とした常緑広葉樹林であり、関東
平野の内陸台地の本来の植生状態をよく示している。

国
登録
有形

二ヶ領用水久地円筒分水
にかりょうようすいくじえんと
うぶんすい

H10.4.21 川崎市
川崎市高津区久
地341

川崎市 昭和16年 ＲＣ

サイフォンの原理の応用により湧き上がった水を、円
筒の周囲に配された４つの水路に分水する。この形式
の分水施設は数多く作られたが、その初期の事例で
ある。

国
登録
有形

川崎河港水門 かわさきかこうすいもん H10.9.2 川崎市
川崎市川崎区港
町66地先

川崎市 昭和３年 ＲＣ

鉄筋コンクリートと金森式鉄筋煉瓦が併用される。門
構頂部に果物をあしらった飾りを載せるなど土木構造
物としては極めて装飾的で異彩を放っている。

国
登録
有形

昭和電工川崎工場本事務所
しょうわでんこうかわさきこう
じょうほんじむしょ

H11.8.23 川崎市
川崎市川崎区扇
町28番地1

株式会社レゾ
ナック

昭和６年 ＲＣ２

ＲＣ造り２階建、陸屋根の事務所建築で、正面中央に
車寄を低平に突き出し、縦長の窓を並べた簡潔な外
観意匠。昭和初期京浜工業地帯における工場事務所
建築の代表的事例のひとつ。

国
登録
有形

旧原家住宅稲荷社
きゅうはらけじゅうたくい
なりしゃ

R1.12.5 川崎市
川崎市中原区小
杉陣屋町

個人
明治後期／平成27
年移築

木造平屋
建、銅板葺

中原街道に面する旧家の稲荷社。屋敷地南寄りの
覆屋内に北面して建ち、一間社流造銅板葺で、正
面に軒唐破風を付す。小規模ながら上質なつくり
の社殿。主屋は川崎市立日本民家園に移築してい
る。

国
登録
有形

旧原家住宅表門
きゅうはらけじゅうたくお
もてもん

R1.12.5 川崎市
川崎市中原区小
杉陣屋町

個人
明治後期／平成４
年移築

木造、瓦葺

敷地南面中央に立つ一間薬医門。切妻桟瓦葺で、
五平の本柱に縦長の冠木を渡す。簡素ながら良質
なケヤキ材を用いており、旧家の屋敷構の一端を
伝える。主屋は川崎市立日本民家園に移築してい
る。

国
登録
有形

北條鉄工事務所
ほうじょうてっこうじむ
しょ

R6.12.3 川崎市
川崎市川崎区鋼
管通

北條鉄工株式
会社

昭和37年

鉄骨造及び
鉄骨鉄筋コ
ンクリート
造三階建、
鉄板葺

京浜工業地帯の一角に建つ鉄工所。一階は鉄骨鉄
筋コンクリート造、二・三階は鉄骨造とし、三階
の門型ラーメンに戦後隆盛した丸鋼のラチス梁を
用いる。躯体は鋼材を自在に組合せ、外壁はモル
タル洗出仕上とする。高度経済成長期の工場事務
所の好例。

国
登録
有形

北條鉄工原寸工場
ほうじょうてっこうげんす
んこうじょう

R6.12.3 川崎市
川崎市川崎区鋼
管通

北條鉄工株式
会社

昭和37年

鉄骨造三階
建、セメン
トスレート
葺

事務所奥に接続し、鉄骨の溶接及び原寸図を作成
した作業棟。桁行35メートルの鉄骨造三階建で、
一階は吹放ちの溶接工場、二・三階は四周に水平
窓を廻らし、採光に優れた無柱空間で、チョーク
などで描く原寸図用の床が残り、昭和期の鉄骨製
図を今に伝える。

春日神社、
常楽寺

中原区宮内字白
田耕地614 他

県
天然

記念物
春日神社、常楽寺及びその周辺
の樹叢

H4.2.14 川崎市
かすがじんじゃ、じょうらくじ
およびそのしゅうへんのじゅ
そう

市街地内に残された貴重な郷土林。
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国
登録
有形

北條鉄工旧シャーリング・製缶
及びロール工場

ほうじょうてっこうきゅう
しゃーりんぐ・せいかんお
よびろーるこうじょう

R6.12.3 川崎市
川崎市川崎区鋼
管通

北條鉄工株式
会社

昭和37年

鉄骨造平屋
建、セメン
トスレート
葺

敷地東面に建つ鉄骨造の作業棟。切妻造セメント
スレート葺東西棟の北に南北棟を接続。外壁波板
鉄板張。かつて南半西が鉄板を切断するシャーリ
ング工場、東が溶接を行う製缶工場、北半が曲げ
加工をするロール工場とした。巨大な両開扉を吊
る大規模工場。

国
登録
有形

北條鉄工クレーンヤード
ほうじょうてっこうくれー
んやーど

R6.12.3 川崎市
川崎市川崎区鋼
管通

北條鉄工株式
会社

昭和43年

鉄骨造平屋
建、セメン
トスレート
葺

道路に面し、事務所及び工場群に囲まれた、重量
鉄骨の製作組立などを行う工場。山形鋼をリベッ
ト接合した箱型ラチス梁及び柱を組合せ大空間を
つくり、東・南面を波板鉄板張、内部に天井走行
クレーンを三列収容する。工場景観の要をなす地
域のランドマーク。

国
登録
有形

北條鉄工材料置場
ほうじょうてっこうざい
りょうおきば

R6.12.3 川崎市
川崎市川崎区鋼
管通

北條鉄工株式
会社

昭和46年

鉄骨造平屋
建、セメン
トスレート
葺

事務所の北に位置する材料保管所。鉄骨造平屋建
切妻造大波セメントスレート葺。ビルトH形鋼と
高力ボルト接合がつくり出す大空間を波板鉄板で
囲い、吹放しの西妻面から天井走行クレーンの桁
を張り出す独特の外観。事業の発展と工場建築の
技術的変遷を物語る。

国
登録
記念物

二ヶ領用水 にかりょうようすい R2.3.10 川崎市
多摩区・高津
区・中原区・幸
区

川崎市 川崎市

慶長16年（1611年）、多摩川右岸の低地（稲毛領・川
崎領）の新田開発を目的として開削された用水であ
る。近代以降、桃・梨畑にも利用され、昭和になると工
業用水としても利用された。近世・近現代の川崎の歴
史を理解するうえで意義深い。

川崎市麻生区王
禅寺他

個人H19.7.26 川崎市国
登録
記念物

禅寺丸柿 ぜんじまるがき

禅寺丸柿は、鎌倉時代前期に現在の川崎市麻生区
王禅寺地内、星宿山王禅寺（せいしゅくざんおう
ぜんじ）の山中で発見され、果実の甘さが記録さ
れたことにより日本で最古の甘柿とされている。
日本最古の甘柿として江戸時代から戦後まで多く
生産された。明治時代に誕生した柿生村の由来と
なった、この地域では重要なものである。
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相模原市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 建造物 石井家住宅 いしいけじゅうたく １棟 S46.12.28 相模原市 緑区澤井 個人 附）古図１枚

江戸時代（宝永２年）の、式台を持つ格式の高い民
家。大工銘まであるめずらしいものである。

県 建造物 旧青柳寺庫裡 きゅうせいりゅうじくり １棟 S56.7.17 相模原市 緑区大島3853-8 相模原市
S56.7.28   変
更

江戸時代。大型の広間型民家の間取りと、庫裡の特
色を併せ持つ。

県 建造物 小原宿本陣 おばらじゅくほんじん １棟 H8.2.13 相模原市 緑区小原698-1 相模原市

江戸時代後期。本陣特有の座敷を構え、全体は江戸
後期の養蚕民家の形式を示している。

県 建造物 石楯尾神社本殿 いわだておじんじゃほんでん １棟 H8.2.13 相模原市
石楯尾神社（緑
区佐野川3448）

石楯尾神社
16世紀末。津久井郡旧佐野川村の鎮守。蛙股、組物
などに顕著な地方色が見られる。

県 絵画
紙本淡彩　十六羅漢図　久隅守
景筆

しほんたんさい　じゅうろくら
かんず　くすみもりかげひつ

16幅 S33.1.14 相模原市
県立歴史博物館
（横浜市中区南
仲通5-60)

光明寺（緑区
青山2591）

江戸時代。十六幅の中の一幅に「守景筆」の落款があ
り狩野探幽門下の久隅守景の作と知られている。

県 絵画 絹本著色　夢窓疎石像
けんぽんちゃくしょく　むそう
そせきぞう

１幅 H19.2.9 相模原市
県立歴史博物館
（横浜市中区南
仲通5-60）

光明寺（緑区
青山2591）

優れた画質を有する南北朝時代の絵画で、月江正印
の筆跡を画上に持ち、留学僧による請賛の経緯が分
かることなどの諸点において、夢窓の頂相のなかで極
めて重要な作品。

県 絵画 絹本著色　熊野権現影向図
けんぽんちゃくしょく　くまの
ごんげんようごうず

１幅 S34.3.6 相模原市
県立歴史博物館
（横浜市中区南
仲通5-60）

正念寺（緑区
名倉3967）

室町時代中期。熊野権現の本地仏である阿弥陀如来
が来迎印を結び山上にわきあがる雲より来迎する図
である。

国 工芸 太刀　銘　定吉 たち　めい　さだよし １口 S24.2.18 不明
（相模原市）

不明
鎌倉時代。猪首切先、生ぶ莖。山城綾小路一派の作
である。

国 工芸
短刀　銘　賀州住真景　貞治六
年月日

たんとう　めい　かしゅうじゅ
うさねかげ　ていじろくねんつ
きひ

１口 S30.6.22 不明
（相模原市）

不明

室町時代。平造、生中心（うぶなかご）。平造三ツ棟の
短刀で僅かに反りがある。

県 工芸 鰐口（普門寺） わにぐち（ふもんじ） １口 S44.12.2 相模原市
普門寺（緑区中
沢200）

普門寺
室町時代（銘文に暦応二年）。全体としてやや繊細な
感じのする整った鰐口で、本県で最も古い作例であ
る。

県
考古
資料

津久井郡三ケ木遺跡出土品
つくいぐんみかげいせきしゅ
つどひん

４箇
ほか

S36.3.14 相模原市
県立津久井高校
（緑区三ケ木
272-1）

神奈川県

弥生式壺形土器２
個、弥生式甕形土器
２個、弥生式土器破
片一括

弥生時代。関東地方の弥生式土器のなかで古い位置
を占めるもので、一部に「三ケ木式」の名称がある。

県
考古
資料

相模原市田名向原遺跡の住居状
遺構出土の旧石器時代石器群

さがみはらしたなむかいはら
いせきのじゅうきょじょういこ
うしゅつどのきゅうせっきじだ
いせっきぐん

403
点

H22.2.5 相模原市

相模原市立博物
館（中央区高根
3-1-15）
相模原市立史跡
田名向原遺跡旧
石器時代学習館
（中央区田名塩
田3-23-11）

相模原市 附）その他の剥片等

本石器群は、最終氷期最寒冷期の相模川河畔に構築
された住居状遺構に、原産地が多地域にわたる黒曜
石の素材剥片を主体とした原料が持ち込まれ、尖頭
器を中心とした石器製作が繰り返し行われたことによ
り形成されたものであり、当該期を代表する石器群で
あることとともに、旧石器時代後半という我が国最古と
いわれる建物跡である住居状遺構から出土したという
点で、そこで行われた旧石器時代の人々の活動や他
地域との交流、生活の仕組み等を解き明かす上で欠く
ことのできない学術的に貴重な資料である。
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相模原市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
無形民俗
文化財

下九沢の獅子舞 しもくざわのししまい S51.10.19 相模原市
下九沢御嶽神
社獅子舞保存
会

８月２６日
S36.7.4県無形
文化財指定

角兵衛流の一人立ち三頭獅子舞。優美な江戸情緒を
もつ衣装に、太鼓をもって舞う。

県
無形民俗
文化財

大島の獅子舞 おおしまのししまい S51.10.19 相模原市
大島諏訪明神
獅子舞保存会

８月下旬の土曜日又
は日曜日

S36.7.4県無形
文化財指定

下九沢と同型の角兵衛流一人立ち三頭獅子舞。剣獅
子の内側に「文政十二年」の修理年号がある。

県
無形民俗
文化財

鳥屋の獅子舞 とやのししまい S51.10.19 相模原市
鳥屋獅子舞保
存会

８月の第２土曜日
S29.12.3県無
形文化財指定

一人立ち三頭獅子舞。十七世紀に八王子市高槻から
伝えられたものといわれる。獅子頭は竜頭型で重箱獅
子の異名もある。

国 史跡 勝坂遺跡 かつさかいせき S49.7.2 相模原市 南区磯部字勝坂

S55.10.22､
S59.1.11、
H18.1.26、R
元.10.16追加
指定

縄文時代中期の拠点的な集落跡であり、立体的で豪
華な文様で飾られた勝坂式土器の標準遺跡である。
本遺跡で最初に調査が行われた現指定地の谷を挟ん
だ東側等が追加指定された。

国 史跡 田名向原遺跡 たなむかいはらいせき H11.1.28 相模原市 中央区田名塩田 相模原市所有

約一万五千年前の旧石器時代末の遺跡で、我が国最
古の竪穴住居址状の遺構を伴うことで注目される。

国 史跡 寸沢嵐石器時代遺跡 すあらしせっきじだいいせき S5.11.19 相模原市 緑区寸沢嵐 相模原市
縄文時代後期初めの敷石住居跡、長径は4.3メートル
のほぼ楕円形の範囲に河原石を敷きならべたもので
ある。

国 史跡 川尻石器時代遺跡 かわしりせっきじだいいせき S6.7.31 相模原市
緑区谷ヶ原、久
保沢、向原

相模原市

H13.1.29追加
指定及び一部
解除
H16.9.30、
18.7.28、
R2.3.10追加指
定

神奈川県北西部、相模川北側河岸段丘上に位置する
縄文時代中期から後期にかけての大規模な集落跡。
竪穴住居のほか、敷石住居、配石遺構、配石墓など
礫を多用した遺構が多く確認されている学史的にも著
名な遺跡。

県
天然

記念物
諏訪神社の大杉 すわじんじゃのおおすぎ S28.12.22 相模原市 緑区青根1304 諏訪神社

諏訪神社の御神木。雄大なスギの単木で樹高45.5
メートル、目通し９メートル、根回り12.5メートルに達す
る。

県
天然

記念物
石楯尾神社（名倉）の二本杉と社
叢

いわたておのじんじゃ（なぐ
ら）のにほんすぎとしゃそう

S47.2.25 相模原市
緑区名倉4523
他

石楯尾神社

ウラジロガシの群落は、自然林のおもかげを残してい
る。また境内地の中央に二本杉がある。

県
天然

記念物
キマダラルリツバメとその生息地

きまだらるりつばめとそのせ
いそくち

S52.11.18 相模原市
緑区（旧藤野町
全域）

相模原市

幼生時にシリアゲアリと完全な共存をする特別な生態
をもつ蝶で、個体数も極めて少ない。

端午の節句に行われ、子どもの成長祈願と凧合戦と
呼ばれる競技の２要素をもつ大凧揚げ習俗。埼玉県
東北部の江戸川流域、千葉県上総地方、神奈川県相
模川流域の３地域で現在も盛んに行われている。

H3.2.2
相模原市
・座間市

相模の大凧文
化保存会・座
間市大凧保存
会

５月４日～５日

所在地は神奈
川県、埼玉
県、千葉県の
三県にわたる

国
選
択

無形民俗
文化財

関東の大凧揚げ習俗
かんとうのおおだこあげしゅ
うぞく
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相模原市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
天然

記念物
ギフチョウとその生息地 ぎふちょうとそのせいそくち S57.12.28 相模原市

緑区（旧藤野町
全域）

相模原市
春の女神と称される愛らしいチョウ。太平洋側での分
布の東限域に当たるが、県内では絶滅に瀕している。

国
登録
有形

横浜市水道局青山水源事務所旧
青山取水口

よこはましすいどうきょくあお
やますいげんじむしょきゅう
あおやましゅすいぐち

H10.10.9 相模原市
相模原市緑区青
山3482

横浜市 明治30年 土木

取水地を道志川上流右岸に移した際の遺構。流木除
けの鉄柵の内側に玉石を詰め、英国グラスゴーのレイ
ドロー・アンド・サンズの鉄管２本立て直接取水する構
造をとる。

国
登録
有形

横浜市水道局青山水源事務所旧
青山沈殿池

よこはましすいどうきょくあお
やますいげんじむしょきゅう
あおやまちんでんち

H10.10.9 相模原市
相模原市緑区青
山3482

横浜市 明治30年 土木

コンクリート造、約30ｍ角の規模で、２池に分け、法面
を玉石貼りとする（第２次拡張時に約半分に縮小）。

国
登録
有形

中村家住宅主屋 なかむらけじゅうたくしゅおく H18.3.2 相模原市
相模原市南区磯
部1734

相模原市 江戸末期 木造二階建

鎌倉大工の石井甚五郎の手による初期の擬洋風建
築。

国
登録
有形

神原家住宅長屋門
かんばらけじゅうたくながや
もん

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区牧
野4204

個人 江戸後期 木造平屋建

規模が大きく、軒や小屋組に当初の形式を良好にとど
め、豪壮な屋敷構えを伝える。

国
登録
有形

遠藤家住宅主屋 えんどうけじゅうたくしゅおく H18.10.18 相模原市
相模原市緑区澤
井583

個人 江戸後期
木造二階一部
三階建

国
登録
有形

遠藤家住宅衣装蔵
えんどうけじゅうたくいしょうぐ
ら

H18.10.18 相模原市
相模原市緑区澤
井583

個人 明治末期 土蔵造二階建

国
登録
有形

遠藤家住宅穀蔵 えんどうけじゅうたくこくぐら H18.10.18 相模原市
相模原市緑区澤
井583

個人 文化７年 土蔵造二階建

国
登録
有形

和智家住宅主屋 わちけじゅうたくしゅおく H18.10.18 相模原市
相模原市緑区名
倉3788

個人 江戸末期
木造平屋一部
二階建

式台を備え、書院造風座敷のある大規模な民家建
築。

国
登録
有形

旧笹野家住宅主屋
きゅうささのけじゅうたくしゅ
おく

H27.11.17 相模原市
相模原市緑区上
九沢

相模原市
江戸末期／明治２年
移築

木造平屋建／
瓦葺

国
登録
有形

旧笹野家住宅長屋門
きゅうささのけじゅうたくなが
やもん

H27.11.17 相模原市
相模原市緑区上
九沢

相模原市 江戸末期
木造平屋建／
鉄板葺

林業と養蚕業を営んだ農家の住宅。主屋は２階正面
軒を高くつくり、せがい造とした木造２階建で、衣装蔵
と穀蔵は扉廻り等に入念な漆喰仕上げの高度な技術
を見せる。

旧笹野家住宅は、養蚕などを手掛けた旧名主の住宅
である。近村から移築した主屋は養蚕農家の特徴を
備え、規模形式とも充実した近世民家建築である。左
右に土間を配する長屋門とともに旧家の歴史的景観
を形成する住宅である。

県内の数か所のカタクリ自生地の中でも、もっとも自
然に近い状態で現存している。

県
天然

記念物
カタクリの自生地 かたくりのじせいち S53.6.23 相模原市 緑区牧野 個人
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横須賀市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 彫刻
木造　阿弥陀如来及両脇侍像(運
慶作)

もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじぞう（うんけい
さく）

３躯 T15.4.19 横須賀市
浄楽寺（芦名2-
30-5）

浄楽寺

各の像内に梵字宝篋
印陀羅尼等の記があ
る。
附）木造月輪形銘札
３枚

S50.6.12追加
指定

鎌倉時代。寄木造。内刳部に毘沙門天像の胎内銘札
と同筆で陀羅尼呪文が書かれており、運慶一派の手
によってつくられたものと思われる。

国 彫刻 木造　菩薩立像 もくぞう　ぼさつりゅうぞう １躯 S47.5.30 横須賀市
満願寺（岩戸1-
4-9）

満願寺

鎌倉時代。寄木造。運慶様の堂々たる量感をもった
像。宋風様式に先行する作品である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅうぞ
う

１躯 S47.5.30 横須賀市
満願寺（岩戸1-
4-9）

満願寺

鎌倉時代。寄木造。像の表現は菩薩像とほとんど共
通し、同一作家の手によるものと考えられる。

国 彫刻
木造　不動明王・毘沙門天立像
(運慶作)

もくぞう　ふどうみょうおう・び
しゃもんてんりゅうぞう（うん
けいさく）

２躯 S50.6.12 横須賀市
浄楽寺（芦名2-
30-5）

浄楽寺

附）木造月輪形銘札
２枚（各に種子、梵字
宝篋印陀羅尼及び文
治五年三月廿日平義
盛芳縁小野氏、大仏
師興福寺内相応院勾
当運慶、執筆尋西等
の記がある）

S38.9.20県指
定

鎌倉時代。寄木造。玉眼、ずんぐりとしたプロポーショ
ンの造形。胎内の銘札により和田義盛夫婦を願主とし
て運慶により造られたことが判明。

国 彫刻
木造　三浦義明坐像(御霊明神社
安置)

もくぞう　みうらよしあきざぞう
（ごれいみょうじんじゃあん
ち）

１躯 H5.1.20 横須賀市
満昌寺
（大矢部1-5-10）

満昌寺

鎌倉時代末期の作。神格化されたやや異質な武人俗
体肖像彫刻の古例として注目される。

国 彫刻 木造　観音菩薩坐像
もくぞう　かんのんぼさつざ
ぞう

１躯 H10.6.30 横須賀市
清雲寺
（大矢部5-9-20）

清雲寺
H3.2.8   県指
定

南宋時代。京都泉涌寺の木造観音菩薩坐像ととも
に、わが国に遺存する南宋彫刻の代表的作例。

国 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにしんしょう
りゅうぞう

12躯 H24.9.6 横須賀市
神奈川県立金沢
文庫（横浜市金
沢区金沢町142）

曹源寺
S41.7.19
県指定

鎌倉時代。作風から運慶周辺の仏師によるものと考
えられる。12躯が完存し保存状態がよいことや、図像
的に東国の十二神将像の起点となる特徴を具えてい
ることでも注目される。

県 彫刻 木造　毘沙門天立像
もくぞう　びしゃもんてんりゅ
うぞう

１躯 S35.5.17 横須賀市
清雲寺（大矢部
5-9-20）

清雲寺

鎌倉時代。寄木造。小像ながら四肢に力がこもってい
る。兜を別に作り、頭部に地髪を彫む。彩色にも当初
のものを残している。

県 彫刻 木造　薬師如来坐像 もくぞう　やくしにょらいざぞう １躯 S41.7.19 横須賀市
最宝寺（野比1-
51-1）

最宝寺
鎌倉時代。寄木造。膝前の衣文の複雑な表現が強く、
宋風の影響を強く感ぜられる。

国 工芸
短刀〈銘来国光／元徳二年以下
切〉

たんとう〈めいらいくにみつ／
げんとくにんえんいかきれ〉

１口 S30.2.2 不明
（横須賀市）

不明 附）獅子造腰刀拵

来国光の健全で出来のよい作。拵は江戸時代。

県
考古
資料

横須賀市吉井貝塚出土の縄文時
代早期の骨角牙器・貝製品

よこすかしよしいかいづか
しゅつどのじょうもんじだいそ
うきのこっかくがき・かいせい
ひん

396
点

H14.2.12 横須賀市
横須賀市自然・
人文博物館（深
田台95）

横須賀市

縄文時代早期後半。多種・多量の骨角牙器から構成
され、この時代の多様な生産活動や精神生活を明ら
かにするうえで貴重な資料である。

国
歴史
資料

スチームハンマー すちーむはんまー ２基 H10.6.30 横須賀市
ヴェルニー記念
館（東逸見町1-
1）

横須賀市
H15.5.29追加
指定

1865年オランダ製。横須賀製鉄所の建設にともないオ
ランダから購入した。蒸気力で金属を鍛造する機械。
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横須賀市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
歴史
資料

東京湾第三海堡構造物（兵舎・
観測所・探照灯・砲側庫）

とうきょうわんだいさんか
いほうこうぞうぶつ（へい
しゃ・かんそくじょ・たん
しょうとう・ほうそくこ）

４基 H30.3.16 横須賀市

兵舎：横須賀市
平成町
観測所・探照
灯・砲側庫：横
須賀市夏島町

横須賀市

我が国が近代国家として発展する中、首都防衛という
当時の国家プロジェクトによって、東京湾周辺に築か
れた「東京湾要塞」の一部。
東京湾第一海堡～第三海堡は、我が国初の本格的な
人工島で、特に第三海堡は最も深い場所での建設で
あり、埋め立てや防波護岸工事などに当時の様々な
最先端の土木技術が導入された。残された構造物
は、全体のごく一部ではあるが、そのような当時にお
いて高まってきた我が国の近代土木技術の貴重な物
証として高い価値を有す。

国
有形民俗
文化財

三浦半島の漁撈用具
みうらはんとうのぎょろうよう
ぐ

2,603
点

S49.2.18 横須賀市
横須賀市自然・
人文博物館（深
田台95）

横須賀市

網漁具、漁船等は日本でも有数な所蔵。その他釣鈎
製作用具、餌取用具、生簀、蛸壺、蛸の曳釣用具、磯
漁の覗突（みつき）用具、漁撈信仰用具など多岐にわ
たるコレクション。

県
有形民俗
文化財

鴨居の漁撈用具コレクション
かもいのぎょろうようぐこれく
しょん

    １
件

（258
S46.9.17 横須賀市

横須賀市自然・
人文博物館（深
田台95）

横須賀市
生産・生業に用いられる漁具を中心に集められたコレ
クションである。

県
無形民俗
文化財

虎踊 とらおどり S51.10.19 横須賀市
浦賀虎踊り保
存会

６月中旬

S47.4.11県無
形文化財指定
H16.2.6国選
択

全国的に数少ない芸能であり、伊豆下田から伝えられ
たという。特に本県のものは、和藤内、大唐人、十人
余の唐児の踊りがあるのが特色であり、他にはない。

国 史跡 三浦安針墓 みうらあんじんのはか T12.3.7 横須賀市 西逸見町 横須賀市

江戸時代初期に幕府高官として重要な地位を占めた
イギリス人航海士ウィリアム・アダムスは、三浦に領地
を与えられ三浦安針と呼ばれたが、本人と妻の供養
塔が建てられている。

国 史跡 夏島貝塚 なつしまかいづか S47.1.27 横須賀市 夏島 横須賀市

縄文時代早期の貝塚で各時期の貝層が累積してお
り、最下部の貝層から「夏島式土器」が出土した。

国 史跡
東京湾要塞跡
　猿島砲台跡
　千代ヶ崎砲台跡

とうきょうわんようさいあと
　さるしまほうだいあと
　ちよがさきほうだいあと

H27.3.10 横須賀市
横須賀市猿島、
西浦賀

横須賀市

東京湾要塞跡は、明治時代に首都防衛のため陸軍に
よって東京湾岸一帯に築かれた要塞の遺跡である。
猿島砲台は明治17年(1884)に，千代ヶ崎砲台は同28
年(1895)にそれぞれ竣工した沿海砲台である。
我が国近代の軍事、土木・建築技術の歴史を知る上
で重要である。

県 史跡 茅山貝塚 かやまかいづか S29.12.3 横須賀市 佐原
縄文時代早期末の貝塚で、明治時代からすでに知ら
れていた。茅山式土器の標準遺跡である。

県 史跡 吉井貝塚を中心とした遺跡
よしいかいづかをちゅうしんと
したいせき

S48.11.2 横須賀市 吉井
S55.9.16
追加指定
横須賀市管理

縄文時代早期の茅山式土器を含む貝層を主体とする
貝塚。平安時代末に怒田城のあったところとされる。

県
天然

記念物
及び名勝

天神島、笠島及び周辺水域
てんじんじま、かさじまおよび
しゅうへんすいいき

S40.8.10 横須賀市
佐島及び芦名地
先の水域

横須賀市 S50.10.17追加指定

動植物、地質の海陸共に貴重な自然が豊富な資料と
して狭い地域に調和している貴重な地域である。当該
物件は天然記念物としても、県の指定を受けている。

全国的に数少ない芸能であり、伊豆下田から伝えられ
たという。特に本県のものは、和藤内、大唐人、十人
余の唐児の踊りがあるのが特色であり、他にはない。

H16.2.6 横須賀市

浦賀虎踊り保
存会・中村町
内会虎踊り保
存会

６月中旬
S51.10.19県指
定（浦賀虎踊
り保存会）

国
選
択

無形民俗
文化財

横須賀の虎踊 よこすかのとらおどり
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横須賀市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
天然

記念物
はまおもと はまおもと S28.12.22 横須賀市

佐島水尻1457-1
～5及び1458

横須賀市

ヒガンバナ科の常緑多年草。佐島は分布北限域の一
つ。自生限界は年平均気温14度の等温線とほぼ一致
する。

県
天然

記念物
大松寺林 だいしょうじりん S51.8.20 横須賀市

小矢部3-1082-
1、1076

大松寺
三浦半島の郷土林として残り少ない貴重な歴史を経
た常緑広葉樹の寺林。

県
天然

記念物
叶神社の社叢林 かのうじんじゃのしゃそうりん S51.12.17 横須賀市

東浦賀町2-59-1
他

叶神社
常緑広葉樹林が、社叢林として保護され、安定した自
然林として残されている。

県
天然

記念物
白髭神社の社叢林

しらひげじんじゃのしゃそうり
ん

S51.12.17 横須賀市 野比字中村261 白髭神社

海岸に面した神社林は風衝作用により低くおさえら
れ、厳しい立地条件に対応して成立するスダジイ林の
典型。

県
天然

記念物
三島社の社叢林 みしましゃのしゃそうりん H4.2.14 横須賀市 武1-2749-1他 三島社

アカガシ、スダジイ、モチノキが混生した常緑広葉樹
林。

国
登録
有形

横須賀市水道局走水水源地煉瓦
造貯水池

よこすかしすいどうきょくはし
りみずすいげんちれんがづく
りちょすいち

H12.2.15 横須賀市
横須賀市走水1-
1-26

横須賀市 明治35年 煉瓦

上屋付き煉瓦造貯水池。内部空間を扁平ヴォールト
が、入口・丸窓を左右対称に配した壁面で覆われ、屋
上は盛土される。

国
登録
有形

横須賀市水道局走水水源地鉄筋
コンクリート造浄水池

よこすかしすいどうきょくはし
りみずすいげんちてっきんこ
んくりーとづくりじょうすいち

H12.2.15 横須賀市
横須賀市走水1-
1-26

横須賀市 明治41年 ＲＣ

上屋付き浄水池。内部は鉄筋コンクリートの５連馬蹄
形ヴォールトで構成され、外壁には石で縁取りされた
丸窓を一列に配す。

国
登録
有形

日本基督教団横須賀上町教会・
付属めぐみ幼稚園

にほんきりすときょうだんよこす
かうわまちきょうかい・ふぞくめ
ぐみようちえん

H15.3.18 横須賀市
横須賀市上町2-
43

宗教法人日本
基督教団横須
賀上町教会

昭和５年頃／昭和25
年増築

木造１一部２
階

外装下見張で、尖頭アーチ型の上げ下げ窓を礼拝堂
の各側面に配する。切妻屋根の道路側に設けられた
塔屋に十字架を掲げる。

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
緩速ろ過池調整室Ⅰ

よこすかしじょうげすいどうきょく
へみじょうすいじょうかんそくろ
かちちょうせいしついち

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平屋
建

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
緩速ろ過池調整室Ⅱ

よこすかしじょうげすいどう
きょくへみじょうすいじょうか
んそくろかちちょうせいしつに

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平屋
建

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
緩速ろ過池調整室Ⅲ

よこすかしじょうげすいどうきょく
へみじょうすいじょうかんそくろ
かちちょうせいしつさん

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平屋
建

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
緩速ろ過池調整室Ⅳ

よこすかしじょうげすいどうきょく
へみじょうすいじょうかんそくろ
かちちょうせいしつよん

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平屋
建

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
配水池東入口

よこすかしじょうげすいどう
きょくへみじょうすいじょうは
いすいちひがしいりぐち

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
配水池西入口

よこすかしじょうげすいどう
きょくへみじょうすいじょうは
いすいちにしいりぐち

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造

国
登録
有形

横須賀市上下水道局逸見浄水場
ベンチュリーメーター室

よこすかしじょうげすいどう
きょくへみじょうすいじょうべ
んちゅりーめーたーしつ

H17.7.12 横須賀市
横須賀市西逸見
町2-10

横須賀市上下
水道局

大正８年
鉄筋コンク
リート造平屋
建

緩速ろ過池の各調整室は同形式のRC平屋建で、アン
グル材を用いて組み上げられた鉄骨を３基並べRC造
スラブを支える珍しい構造形式。
配水池の各入口は同形式のRC造、直線を基調とした
セセッション風の幾何学的デザインでランドマーク的な
構造物。
ベンチュリーメーター室は近代水道の仕組を今に伝え
る貴重な施設。
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横須賀市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

髙橋家住宅主屋 たかはしけじゅうたくおもや R4.2.17 横須賀市 横須賀市本町 個人 昭和11年
木造平屋一部
2階建、瓦葺

どぶ板通り南の丘陵に西面する米穀商の住宅。道に
面して入母屋造の玄関を付す和館の北に、切妻造妻
入フランス瓦葺の洋館を接続する。内部はＬ字形平面
で玄関から東へ片廊下を延ばし、北に座敷など和室
三室を並べる。和洋の意匠を並置し横須賀の歴史を
物語る。

国
登録
有形

西﨑家住宅(船越町洋館付き住
宅)主屋

にしざきけじゅうたく（ふなこし
ちょうようかんつきじゅうたく）
おもや

R4.2.17 横須賀市 横須賀市船越町 個人
昭和13 年／昭和47
年、令和元年改修

木造平屋建、
瓦葺

長浦湾を見下ろす丘陵に南面する元御用商人の住
宅。西半を洋館、東半を和館とし、正面中央に入母屋
造の玄関を突出する。洋館はスティックスタイル風と
し、屋根は半切妻とする。和館は続き座敷を配し、南
西に縁を巡らす。高台にあって地域の景観を形成する
住宅。

国
登録
有形

穴澤家住宅座敷蔵
あなざわけじゅうたくざしきぐ
ら

R6.12.3 横須賀市 横須賀市西浦賀 個人
大正５年／昭和63年
頃・平成27年改修

木骨石造二階
建、瓦葺

浦賀港西岸に位置し、通りに東面する、旧商家の座敷
蔵。桁行8.6メートル、梁間5.8メートル、凝灰岩を馬乗
り目地で積んだ木骨石造二階建切妻造平入で正面全
幅に深い下屋を張出す。二階座敷は吟味した良材で
造作。近代浦賀の繁栄を物語る貴重な座敷蔵。
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平塚市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 建造物 光明寺本堂内厨子 こうみょうじほんどうないずし １基 S45.6.17 平塚市
光明寺
（南金目896）

光明寺 附）木造聖観音立像
S38.9.20県指
定

室町時代。一間厨子。入母屋造。本瓦形板葺。なお前
立の木造聖観音像の胎内銘に明應７年とある。

県 建造物 妙覚寺四脚門 みょうかくじしきゃくもん １棟 S48.12.21 平塚市
妙覚寺
（上吉沢388）

妙覚寺

室町時代、本県にはめずらしい室町様式の小規模な
四脚門である。

県 建造物 光明寺観音堂 こうみょうじかんのんどう １棟 S54.2.16 平塚市
光明寺
（南金目896）

光明寺

江戸時代（明應７年創建の前身堂の部材がある）。桁
行５間梁行６間宝形造向拝附。内部は内陣、外陣を仕
切る密教本堂の形式である。

国 彫刻 木造　不動明王立像
もくぞう　ふどうみょうおうりゅ
うぞう

１躯 S8.1.23 平塚市
八剣神社（下吉
沢712）

八剣神社

平安時代。一木造。藤原様式の優美な像。製作は非
常に優れ、中央から移入されたとの説もある。

県 彫刻 木造　金剛力士立像
もくぞう　こんごうりきしりゅう
ぞう

２躯 H3.2.8 平塚市
光明寺（南金目
896）

光明寺

南北朝時代。一木造。量感があり力強い。県下はもち
ろん、関東においても屈指の作である。

県 彫刻 木造　大日如来坐像
もくぞう　だいにちにょらいざ
ぞう

１躯 H3.2.8 平塚市
高林寺（四之宮
342）

高林寺

鎌倉時代。寄木造。高く結い上げた宝髻、腰部の波状
表現などに宋風の影響が認められる。

県 彫刻 木造阿弥陀如来立像
もくぞうあみだにょらいりゅう
ぞう

１躯 R7.3.18 平塚市
善福寺（平塚市
広川691）

善福寺

鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌入。表面の丹下地金泥塗
りや着衣部の切金文様が良好な状態で残る。足裏に
枘を作らず台座に固定し、手先が当初から銅製である
などの特徴をもつ。

県 工芸 銅鐘（光明寺） どうしょう（こうみょうじ） １口 S38.9.20 平塚市
光明寺
（南金目896）

光明寺
正平七年清原国口作
の銘がある

室町時代（銘に正平七年）。やや細まって見える鐘で、
目立たぬが南北朝鐘の特徴をよく現している。

県
有形民俗
文化財

正福寺の庚申塔 しょうふくじのこうしんとう １基 H18.2.14 平塚市
正福寺
（大島813）

正福寺

刻像は四臂青面金剛と二猿。明暦二年霜月の紀年銘
と「相州大島郷為寒念仏供□造立為浮図一基者也」
の銘がある。石塔研究や民間信仰史を明らかにする
上で貴重な石塔。

県
有形民俗
文化財

長楽寺の庚申塔 ちょうらくじのこうしんとう １基 H18.2.14 平塚市
長楽寺（札場町
15-42）

長楽寺

紀年銘はなく、刻像は四臂青面金剛と二猿。刻銘は台
部にあり、「片倉[ ]母 為妙□逆修也」など、人名や
「逆修也」の刻銘が並んでいる。石塔研究や民間信仰
史を明らかにする上で貴重な石塔。

国 史跡 五領ヶ台貝塚 ごりょうがだいかいづか S47.7.29 平塚市 広川字五領ヶ台 平塚市所有

縄文時代中期初頭の五領ヶ台式土器の標準遺跡。

国
登録
有形

旧横浜ゴム平塚製造所記念館
きゅうよこはまごむひらつか
せいぞうしょきねんかん

H16.7.23 平塚市
平塚市浅間町1-
1

平塚市 明治39年頃 木造平屋

日英合弁の日本爆発物製造株式会社の支配人室とし
て建設。木造平屋建で、ヴェランダやベイウィンドーな
どが特徴。屋根は鉄板葺で、南東に塔屋を頂き、外壁
はドイツ下見板張とする。創建当初の姿を良く残し、小
規模ながら明治期の木造洋風建築の佳品といえる。

国指定の相模人形芝居三座と同じく三人遣い。鉄砲
差し操法による古い伝統を持つ人形芝居である。

S57.2.9
平塚市・
南足柄市

前鳥座・足柄
座

不定期県
無形民俗
文化財

相模人形芝居 さがみにんぎょうしばい
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国
登録
有形

原家住宅主屋 はらけじゅうたくしゅおく H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

明治中期／昭和前
期・平成元年改修

木造平屋
建、金属板
葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧長屋門等から
構成される。主屋は、敷地中央に南面して建つ。
入母屋造鉄板葺の平屋建で、県中部の伝統的な民
家形式を踏襲した近代の和風住宅。

国
登録
有形

原家住宅茶室 はらけじゅうたくちゃしつ H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

明治中期
木造平屋
建、茅葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧長屋門等から
構成される。茶室は、主屋の西側に建つ。寄棟造
茅葺で、皮付材を多用した野趣に富む意匠でまと
める。近代における上層農家の暮らしの一端を伝
えている。

国
登録
有形

原家住宅土蔵 はらけじゅうたくどぞう H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

明治中期／平成元
年改修

土蔵造２階
建、金属板
葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧長屋門等から
構成される。土蔵は、主屋の東側に西面して建
つ。土蔵造二階建、切妻造鋼板葺で、正面中央に
扉口を設けて下屋を付す。外壁はモルタル塗の腰
洗出し仕上。県中部の農家の伝統的な屋敷構えを
伝える。

国
登録
有形

原家住宅旧長屋門
はらけじゅうたくきゅうな
がやもん

H31.3.29 平塚市 平塚市
原ビルディン
グ株式会社

江戸後期／昭和21
年・平成２年移築

木造平屋
建、銅板葺

原家住宅は主屋、茶室、土蔵及び旧長屋門等から
構成される。旧長屋門は、敷地後方の高台に南面
して建つ。埼玉県東松山市の寺院から移築したも
の。寄棟造銅板葺の平屋建で、間口十三間の中央
三間を門口とする。簡素ながら規模雄大なつくり
で、近世における長屋門の一形式を伝える。
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国
宝

建造物 円覚寺舎利殿 えんがくじしゃりでん １棟 S26.6.9 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺

室町時代前期。禅宗様建築の代表作。旧太平寺の仏
殿を室町時代末に移築したものと考えられている。

国 建造物 鶴岡八幡宮大鳥居（一の鳥居）
つるがおかはちまんぐうおお
とりい（いちのとりい）

１基 M37.8.29 鎌倉市 由比ガ浜2-1082
鶴岡八幡宮
（雪ノ下2-1-
31）

江戸時代（寛文８年）。源頼朝の創建以来幾度かの造
替を経て、現在のものは徳川秀忠夫人の遺願により
建てられたものである。

国 建造物 建長寺仏殿 けんちょうじぶつでん １棟 T11.4.13 鎌倉市
建長寺（山ノ内
８）

建長寺

江戸時代、寛永創立の芝増上寺の崇源院霊牌所本
殿を正保４年に移築したと思われ、禅宗様の内でも自
由かっ達な処理が認められる。

国 建造物 建長寺昭堂 けんちょうじしょうどう １棟 T11.4.13 鎌倉市
建長寺（山ノ内
８）

建長寺

江戸時代。方５間の寄棟造に大きな茅葺屋根をあげ
た禅宗様式の簡素な建築。重要文化財の指定を受け
た禅宗寺院昭堂の中では最大級。

国 建造物 建長寺唐門 けんちょうじからもん １棟 T11.4.13 鎌倉市
建長寺（山ノ内
８）

建長寺

江戸時代初期。正保４年幕府より賜った廟門である。
全体の気分もよく、桃山時代の作風がある。

国 建造物 覚園寺開山塔 かくおんじかいさんとう １基 S9.1.30 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺

鎌倉時代。関東形宝篋印塔の代表作。修理の際開山
骨蔵器、墨釉壺、銅製五輪塔、銘石が発見された。

国 建造物 覚園寺大燈塔 かくおんじだいとうとう １基 S9.1.30 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺

鎌倉時代。開山塔とほとんど同形同大の塔。塔内で
古瀬戸壺、銅製台付の水晶五輪塔などが発見され
た。

国 建造物 建長寺大覚禅師塔
けんちょうじだいがくぜんじと
う

１基 S9.1.30 鎌倉市
建長寺（山ノ内
８）

建長寺

鎌倉時代末。鎌倉地方における石造無縫塔の代表例
であり、保存状態がよく、後世補修のあとがない。

国 建造物 極楽寺忍性塔 ごくらくじにんしょうとう １基 S9.1.30 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺
鎌倉時代末。銘文はないが忍性塔と伝わる花崗岩製
の大五輪塔である。

国 建造物 浄光明寺五輪塔 じょうこうみょうじごりんとう １基 S13.8.26 鎌倉市
浄光明寺（扇ガ
谷2-12-1）

浄光明寺
鎌倉時代末。地輪の下方から「多宝寺覚賢長老遺骨
也嘉元４年３月16日入滅」と刻んだ骨壺が発見され
た。

国 建造物 極楽寺五輪塔 ごくらくじごりんとう １基 S28.8.29 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺
鎌倉時代。台座正面に刻銘があり、鎌倉地方の年代
の明らかで形の整った五輪塔として貴重な塔である。

国 建造物 安養院宝篋印塔
あんよういんほうきょういんと
う

１基 S29.3.20 鎌倉市
安養院
（大町3-1-22）

安養院

鎌倉時代。相輪は後補。台座上部の蓮弁および側面
の格狭間は、よく時代の特徴をあらわしている。

国 建造物 旧一条恵観山荘
きゅういちじょうえかんさんそ
う

１棟 S39.5.26 鎌倉市 浄明寺5-1-23

一般財団法人
一条恵観山荘
（浄明寺5-1-
10）

S35.5.17県指
定

江戸時代初期。旧所在京都府京都市北区西賀茂川
上町。江戸時代初期の貴族の茶屋の傑出した遺構で
ある。

国 建造物 鶴岡八幡宮末社丸山稲荷社本殿
つるがおかはちまんぐうまっ
しゃまるやまいなりしゃほん
でん

１棟 S42.6.15 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮

室町時代。関東における純粋で本格的な和様中世神
社本殿として重要な建物である。

国 建造物 旧石井家住宅 きゅういしいけじゅうたく １棟 S44.6.20 鎌倉市
龍宝寺（植木
128）

龍宝寺

江戸時代中期。旧所在鎌倉市関谷。神奈川県民家の
主流をなす。ヒロマ型で四方下屋造の代表民家であ
る。

国 建造物 鶴岡八幡宮上宮
つるがおかはちまんぐううえ
みや

３棟 H8.7.9 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）普請文書３巻

文政再建時のもの。回廊が巡る一郭の内部中軸線上
に本殿、幣殿、及び拝殿が工字型に接続。
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国 建造物 鶴岡八幡宮摂社若宮
つるがおかはちまんぐうせっ
しゃわかみや

１棟 H8.7.9 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）棟札１枚
S30.8.30県指
定

徳川秀忠による寛永造替時のもの。本殿、幣殿及び
拝殿が工字型に接続する複合社殿。

国 建造物 光明寺本堂 こうみょうじほんどう １棟 H11.12.1 鎌倉市
光明寺（材木座
6-17-19）

光明寺
元禄11年建立。現存する鎌倉近世仏殿のうち最大。
桁行９間、梁間11間、入母屋造銅板葺。

国 建造物 荏柄天神社本殿 えがらてんじんしゃほんでん １棟 H17.7.22 鎌倉市
荏柄天神社
（二階堂74）

荏柄天神社

鶴岡八幡宮の若宮本殿を移築したもので、鶴岡八幡
宮の室町時代に遡る主要社殿を伝える唯一の例とし
て重要である。内外ともに細部の意匠も優れ、中世鎌
倉における社殿の様式を知る上で貴重な遺構である。

国 建造物 建長寺山門 けんちょうじさんもん １棟 H17.7.22 鎌倉市
建長寺（山ノ内
８）

建長寺
S29.12.3県指
定

禅宗様を基調とした三間二階二重門。三間二重門とし
て東日本最大の規模を誇り、建長寺の近世伽藍再興
の集大成といえる重要な建築である。

国 建造物 建長寺法堂 けんちょうじはっとう １棟 H17.7.22 鎌倉市
建長寺（山ノ内
８）

建長寺
S29.12.3県指
定

方三間もこし付の仏堂で、禅宗様を基調としている。
組物や軒廻りも大建築に応じた量感をもたせており、
大型禅宗様仏堂として高い価値がある。

国 建造物 英勝寺 えいしょうじ ５棟 H25.8.7 鎌倉市
英勝寺
（扇ガ谷1-16-3）

英勝寺

・仏殿　附）棟札４枚、
扁額１面、梁牌２枚
山門　附）棟札２枚、
扁額２面
・祠堂　附）英勝院墓
１基石造笠塔婆
・鐘楼
・祠堂門

仏殿・鐘楼・祠
堂・祠堂門
S31.8.17県指
定　　山門
H15.2.10県指
定

英勝寺は徳川家康の側室の英勝院が創建した寺院。
各建物は江戸時代前期に建てられた主要な堂宇で、
墓所と一体となって良好に保存されている点が貴重で
ある。禅宗様と和様を自由に組合わせた意匠を持ち、
屋根の弛みも軒の反りもつけない直線的な形状で統
一されている点が独創的な造りである。

国 建造物 旧神奈川県立近代美術館
きゅうかながわけんりつきん
だいびじゅつかん

１棟 R2.12.23 鎌倉市
鶴岡八幡宮境内
（雪ノ下2-1-53）

鶴岡八幡宮 H28.11.22県指定

昭和26年竣工。ル・コルビュジエに師事した坂倉準三
の代表的作品で、戦後日本のモダニズム建築のモデ
ルであり、ル・コルビュジエの国立西洋美術館などとの
影響関係を有し、日本における最初の公立近代美術
館であるなど、学術的、歴史的に高い価値をもつ。ま
た、近代的な材料と技術を積極的に採用し、日本の技
術史上貴重である。

県 建造物 覚園寺本堂（薬師堂）
かくおんじほんどう（やくしど
う）

１棟 S29.12.3 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺

江戸時代。桁行５間梁間５間寄棟造。梁牌に源朝臣
尊氏の銘文が残されている。

県 建造物 長勝寺法華堂 ちょうしょうじほっけどう １棟 S44.5.20 鎌倉市
長勝寺
（材木座2-12-
17）

長勝寺
室町時代末。桁行５間梁間６間一重寄棟造。本県唯
一の中世五間堂である。

県 建造物 建長寺西来庵唐門
けんちょうじせいらいあんか
らもん

１棟 S46.3.30 鎌倉市
建長寺（山ノ内
8）

建長寺

江戸時代。一間平唐門。正保４年に芝の崇源院霊牌
所から移築したもので、巧みな意匠で造られている。

県 建造物 杉本寺観音堂 すぎもとでらかんのんどう １棟 S52.11.18 鎌倉市
杉本寺
（二階堂903）

杉本寺 附）棟札２枚

江戸時代（棟札に延宝６年）。桁行５間梁間５間寄棟
茅葺。内・外陣に分かれる中世密教本堂形式のもの
である。

県 建造物 常楽寺仏殿 じょうらくじぶつでん １棟 S53.2.21 鎌倉市
常楽寺
（大船5-8-29）

常楽寺 附）牌２点、板榜１点
江戸時代（元禄４年）建立。桁行梁行とも３間、床を石
敷の土間床とする。小形禅宗様仏殿である。

県 建造物 旧内海家住宅 きゅううつみけじゅうたく １棟 S53.11.17 鎌倉市
覚園寺
（二階堂421）

覚園寺
S53.12.1   変
更

江戸時代（宝永３年の墨書）。茅葺寄棟屋根。旧所在
鎌倉市手広。神奈川県内で最も早い時期の四間取り
の大型民家である。

県 建造物 円覚寺山門 えんがくじさんもん １棟 H7.2.14 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
附)円覚寺山門棟札１
枚（鎌倉国宝館寄託）

江戸時代。３間２階二重門の禅宗様で、上層は周囲に
擬宝珠高欄のついた縁がある。
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県 建造物 光明寺山門 こうみょうじさんもん １棟 H13.2.13 鎌倉市
光明寺
（材木座6-17-
19）

光明寺
江戸時代（弘化４年）建立。県下唯一の五間二階二重
門。

国
宝

絵画
紙本淡彩　十便図　池野大雅筆
紙本淡彩　十宜図　与謝蕪村筆

しほんたんさい　じゅうべん
ず　いけのたいがひつ　しほ
んたんさい　じゅうぎず　よさ
ぶそんひつ

2帖 S26.6.9 鎌倉市
川端康成記念館
（長谷1-12-5）

財団法人川端
康成記念会

宜風図に明和八年八
月の年記がある

S10.4.30指定

江戸時代（明和８年）。清初の李漁笠翁の伊園十便十
二宜の詩に基づいて大雅、蕪村がそれぞれ十図を描
いて二帖としたものである。

国
宝

絵画 絹本淡彩　蘭溪道隆像
けんぽんたんさい　らんけい
どうりゅうぞう

１幅 S27.3.29 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

文永八年の自賛があ
る

M38.4.4指定

鎌倉時代（文永８年）。曲彖に坐す道隆（大覚禅師）58
歳の時の頂相の像である。

国
宝

絵画 紙本著色　当麻曼荼羅縁起
しほんちゃくしょく　たいまま
んだらえんぎ

２巻 S30.6.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

光明寺
（材木座6-17-
19）

附）寛政五年松平定
信添書１巻

M41.4.23指定

鎌倉時代。奈良当麻寺に伝わる浄土変相図当麻曼荼
羅の織成伝説を描く絵巻。大和絵の正統を伝えている
点で当代絵巻屈指の名作である。

国
宝

絵画
紙本墨画　凍雲篩雪図　浦上玉
堂筆

しほんぼくが　とううんしせつ
ず　うらがみぎょくどうひつ

１幅 S40.5.29 鎌倉市
川端康成記念館
（長谷1-12-5）

財団法人川端
康成記念会

S27.7.19指定

江戸時代。画面全体に雪の降る静かで寒ざむとした
山中の世界を細やかな筆法で描いたものである。

国 絵画 絹本著色　仏涅槃図
けんぽんちゃくしょく　ぶつね
はんず

１幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代。釈迦の臨終を描いた作品。涅槃図に見ら
れる道具立てをすべて備えており、肥痩のある描線が
うすい彩色をとおして画面全体を支配していることが
特色。

国 絵画 絹本著色　虚空蔵菩薩像
けんぽんちゃくしょく　こくぞう
ぼさつぞう

１幀 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代末期。月輪中宝蓮座上に跏趺する虚空蔵菩
薩。大和絵の手法を基調に多分に宋元様式を加味す
る。

国 絵画 絹本著色　五百羅漢像
けんぽんちゃくしょく　ごひゃく
らかんぞう

33幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

S43.2.2
名称変更

北宋時代。張思恭筆と伝えるが、詳細は不明である。
背景にある樹石の表現は保守的な北宋山水画風であ
る。

国 絵画 絹本著色　十六羅漢像
けんぽんちゃくしょく　じゅうろ
くらかんぞう

８幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

S43.2.2
名称変更

室町時代。各幅にそれぞれ羅漢二人を大きく描く。中
国画風的画風を顕著にそなえている。

国 絵画 絹本著色　釈迦三尊像
けんぽんちゃくしょく　しゃか
さんぞんぞう

１幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

S43.2.2
名称変更

宋時代。総体に細微に彩色を施した、１３世紀頃の宋
朝風の華麗な絵である。

国 絵画 紙本淡彩　頬焼阿弥陀縁起
しほんたんさい　ほほやきあ
みだえんぎ

２巻 M33.4.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

光触寺
（十二所793）

鎌倉時代。本尊の阿弥陀如来像に関する伝説の絵巻
物。

国 絵画 絹本著色　大覚禅師像
けんぽんちゃくしょく　だいが
くぜんじぞう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

霊石如芝の賛がある

元時代。大まかな筆致でよく禅師の風貌を描出してい
る。もと京都南禅寺金地院にあったといわれている。

国 絵画 絹本著色　夢窓国師像
けんぽんちゃくしょく　むそう
こくしぞう

１幅 M39.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

黄梅院
（山ノ内428）

自賛がある

室町時代。夢窓疎石は南北朝時代きっての名僧で、
全国的に活躍したが鎌倉においても多数の寺で一世
を風靡した。

国 絵画 絹本墨画　観音像
けんぽんぼくが　かんのんぞ
う

32幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

　

鎌倉時代。絵は全体に古風な印象がある。岩や水
流、草木を水墨画法で描き、くつろいだ姿勢の観音を
配する。

国 絵画 紙本墨画　喜江禅師像
しほんぼくが　きこうぜんじぞ
う

１幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８） る

室町時代。喜江禅師の伝記は不明だが、画面上部に

る。

国 絵画 絹本著色　当麻曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく　たいま
まんだらず

１幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

鎌倉時代後期。形状は通途の当麻曼荼羅と同じだ
が、その寸法は原本の９分の１で九分一曼茶羅とも言
われる。
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国 絵画 紙本著色　浄土五祖絵伝
しほんちゃくしょく　じょうどご
そえでん

１巻 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

嘉元第三暦伝々の奥
書がある

鎌倉時代。中国浄土宗の祖師５人の伝歴を描いた絵
巻。中国水墨画の筆致を学んだと思われる表現があ
る。

国 絵画 絹本著色　十八羅漢及僧像
けんぽんちゃくしょく　じゅう
はちらかんおよびそうぞう

19幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

鎌倉時代。総体に剥落は少なく、比較的厚での彩色も
よく残っている。

国 絵画 絹本著色　被帽地蔵菩薩像
けんぽんちゃくしょく　ひぼじ
ぞうぼさつぞう

１幅 M41.4.23 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

S37.2.2
名称変更

元時代。頭に頭巾を被った半迦の地蔵の下に、宮人、
比丘を対い合せ、その中間に獅子を配した構図の例。

国 絵画 絹本著色　仏光国師像
けんぽんちゃくしょく　ぶっこ
うこくしぞう

１幅 T2.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

弘安七年九月の自賛
がある

鎌倉時代。円覚寺開山無学祖元の頂相で図上の自賛
の弘安７年は歿する２年前に当たる。

国 絵画 紙本淡彩　跋陀婆羅像（宗淵筆）
しほんたんさい　ばっだばら
ぞう（そうえんひつ）

１幅 T2.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。十六羅漢中第六番目の抜陀婆羅の画。

国 絵画 紙本淡彩　鍾馗図（山田道安筆）
しほんたんさい　しょうきず
（やまだどうあんひつ）

１幅 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。紙本淡彩、幞頭冠の鍾馗像。右方に方形
重廓朱文「山田□道□」の印がある。

国 絵画 紙本著色　玉隠和尚像
しほんちゃくしょく　ぎょくいん
おしょうぞう

１幅 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

明月院
（山ノ内189）

自賛がある

室町時代。頂相画として、豊富な色彩をした宋風の肖
像。上部に玉隠の自賛文がある。

国 絵画 絹本著色　之庵和尚像
けんぽんちゃくしょく　しあん
おしょうぞう

１幅 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

帰源院
（山ノ内416）

元弘三年の自賛があ
る

南北朝時代。曲彖に法被をかけて右手に中圭をもっ
た肖像画。七言古詩のあとに自賛を入れてある。

国 絵画 絹本著色　大覚禅師像（経行像）
けんぽんちゃくしょく　だいが
くぜんじぞう（きんひんぞう）

１幅 S48.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

鎌倉時代。自賛像に比べ静寂で繊細な画境を示す。
画面はかなり燻んでいる。

国 絵画 紙本著色　浄土五祖絵（善導巻）
しほんちゃくしょく　じょうどご
そえ（ぜんどうかん）

１巻 S50.6.12 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

光明寺（材木
座6-17-19）

S33.1.14県指
定
S50.6.12名称
変更

鎌倉時代。本絵巻はこの善導の言行を語り図示して
いるものである。

国 絵画 絹本著色　八字文殊曼荼羅図
けんぽんちゃくしょく　はちじ
もんじゅまんだらず

１幅 H7.6.15 鎌倉市 個人

鎌倉時代始めの八字文殊曼荼羅図として現在最古の
遺品。

国 絵画 紙本著色　紫式部日記繪詩残闕
しほんちゃくしょくむらさきしき
ぶにっきえことばざんけつ

１幅 S27.7.19 不明
（鎌倉市）

不明

紫式部が中宮彰子に仕えた期間のうち、寛弘五年七
月から約一年半にわたる生活等を記した「紫式部日
記」の絵詩の一部。

県 絵画 絹本著色　花鳥図
けんぽんちゃくしょく　かちょう
ず

２幅 S28.12.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

明時代。花、鳥、虫の細部にいたるまで実に刻銘に描
写され、写生画として立派になりたつものである。

県 絵画 絹本著色　五百羅漢図
けんぽんちゃくしょく　ごひゃく
らかんず

16幅 S28.12.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。一幅に十羅漢ずつ描いたもので、構図的
にもかなり堅実な手法で細部に至るまで丁寧に描か
れている。

県 絵画 絹本著色　十六羅漢図
けんぽんちゃくしょく　じゅうろ
くらかんず

16幅 S28.12.22 鎌倉市
県立歴史博物館
（横浜市中区南
仲通5-60）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代末期。宋元の新様の混入が認められるもの
で、十六幅を完備して全図様を知り得る貴重なもので
ある。

県 絵画 絹本著色　仏鑑禅師像図
けんぽんちゃくしょく　ぶつか
んぜんじぞうず

１幅 S29.7.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

東陵永璵の賛がある

鎌倉時代。「仏鑑禅師」は無準師範といい禅師号は皇
帝からの徽号である。衲衣に袈裟をかけた姿で描か
れている。

県 絵画 絹本著色　羅漢図
けんぽんちゃくしょく　らかん
ず

１幅 S29.7.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

室町時代。羅漢像として様式的に特色はないが、背後
の衝立に水墨をもって山水画を描いている。

県 絵画 絹本著色　仏涅槃図
けんぽんちゃくしょく　ぶつね
はんず

１幅 S33.1.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

宝戒寺
（小町3-5-22）

鎌倉時代。この図の描法は新様を交え、釈尊を囲繞
する諸聖衆諸天禽獣等の悲歓慟咢の表現も目に余る
誇張もなく佳作である。

38



鎌倉市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 絵画 絹本著色　在中広衍像
けんぽんちゃくしょく　ざい
ちゅうこうえんぞう

１幅 S40.5.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

南北朝時代（嘉慶２年）。当画像は頂相としては珍しく
墨画で描かれている。日本墨画の先駆的な作例であ
る。

県 絵画 絹本著色　十六羅漢図
けんぽんちゃくしょく　じゅうろ
くらかんず

16幅 S57.2.9 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

南北朝～室町時代。背景は描かず尊者を大きく描く。
元時代の一群の作品を学んだものと思われる。

県 絵画 紙本著色　長谷寺縁起絵巻
しほんちゃくしょく　はせでら
えんぎえまき

２巻 S59.11.22 鎌倉市
長谷寺（長谷3-
11-2）

長谷寺

室町時代。奈良長谷寺の草創と十一面観音造立の由
来を描いたものである。上・中二巻のみで、下巻を欠
いている。

国
宝

彫刻 銅造　阿弥陀如来坐像
どうぞう　あみだにょらいざぞ
う

１躯 S33.2.8 鎌倉市
高徳院（長谷4-
2-28）

高徳院
M30.12.28指
定

鎌倉時代。像高12.38メートル。鎌倉彫刻の円熟期の
傑作。室町時代以降露座。いわゆる「鎌倉大仏」。県
内国指定第一号。

国 彫刻 木造　北条時頼坐像
もくぞう　ほうじょうときよりざ
ぞう

１躯 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
 (山ノ内8)

鎌倉時代。寄木造。五代執権で建長寺開基である時
頼の俗体武人像。強装束の躰部は簡潔にまとめられ
る。

国 彫刻 木造　上杉重房坐像
もくぞう　うえすぎしげふさざ
ぞう

１躯 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

明月院
(山ノ内189)

鎌倉時代。寄木造。烏帽子狩衣姿の俗体武士姿の肖
像彫刻である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像 もくぞう　じぞうぼさつざぞう １躯 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

浄智寺
(山ノ内1402)

鎌倉時代。寄木造。運慶作品の影響が色濃く認めら
れるが、全体に形式化された感じが強い。

国 彫刻
木造　十一面観音立像(伝僧円仁
作)

もくぞう　じゅういちめんかんのん
りゅうぞう（でんそうえんにんさく）

１躯 M32.8.1 鎌倉市
杉本寺（二階堂
903）

杉本寺

鎌倉時代。寄木造。表現にかなり古様が認められ、神
経の細かくゆきとどいた作品である。

国 彫刻
木造　十一面観音立像(伝僧源信
作)

もくぞう　じゅういちめんかんのん
りゅうぞう（でんそうげんしんさく）

１躯 M32.8.1 鎌倉市
杉本寺（二階堂
903）

杉本寺

鎌倉時代。寄木造。前代藤原様式の名残が認められ
る堅実な作品である。

国 彫刻 木造　菩薩面 もくぞう　ぼさつめん １面 M33.4.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31）

鎌倉時代。檜材製。表は布貼りサビ下地に漆箔で造ら
れ、自然味の強い目鼻だちのまとめ方は鎌倉時代の
菩薩像をみる思いがする。

国 彫刻 木造　聖観音立像
もくぞう　しょうかんのんりゅう
ぞう

１躯 M33.4.7 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺
鎌倉時代。寄木造。土紋附で高く結い上げた頭髪など
に宋風が認められる。太平寺より移されたと伝えられ
る。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅうぞ
う

１躯 M41.4.23 鎌倉市
覚園寺（二階堂
421）

覚園寺

鎌倉時代。寄木造。像の全体が薫香のためか黒色に
かわり、黒地蔵と呼ばれ広く信仰を集めている。

国 彫刻 木造　釈迦如来立像
もくぞう　しゃかにょらいりゅう
ぞう

１躯 M41.4.23 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺
鎌倉時代。寄木造。清涼寺式釈迦像の忠実な模造の
ひとつである。

国 彫刻 木造　釈迦如来坐像
もくぞう　しゃかにょらいざぞ
う

１躯 M41.4.23 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺
鎌倉時代。寄木造。全国でも珍しい転法輪の印を結
ぶ。

国 彫刻 木造　不動明王坐像
もくぞう　ふどうみょうおうざ
ぞう

１躯 T8.4.12 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺
平安時代。一木造。通例の不動明王像。大正年間に
移入された。

国 彫刻 木造　阿弥陀如来及両脇侍立像
もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじりゅうぞう

３躯 T12.8.4 鎌倉市
光触寺（十二所
793）

光触寺

鎌倉時代。寄木造。寺伝では同寺に伝わっている頬
焼阿弥陀縁起絵巻に出てくるのは本像であるとする。

国 彫刻 木造　十大弟子立像
もくぞう　じゅうだいでしりゅう
ぞう

10躯 T14.4.24 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺
鎌倉時代。寄木造。鎌倉様式の特色を示す作。十大
弟子像の最後を飾る貴重な一群である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅうぞ
う

１躯 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

寿福寺(扇ガ
谷1-17-7)

鎌倉時代。一木造。蓮華座まで一木から作り、内刳り
もないこの時代には珍しい構造の像である。
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国 彫刻 木造　阿弥陀如来及両脇侍坐像
もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじざぞう

３躯 T14.4.24 鎌倉市
浄光明寺（扇ガ
谷2-12-1）

浄光明寺

鎌倉時代。寄木造。典型的な土紋が多く残る。宋風の
強い鎌倉様式の典型作の一つである。

国 彫刻 木造　歓喜天立像
もくぞう　かんぎてんりゅうぞ
う

１躯 T14.4.24 鎌倉市
宝戒寺（小町3-
5-22）

宝戒寺
鎌倉時代。寄木造。象頭人身の抱擁する二天像。衣
部には土紋が用いられる。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像 もくぞう　じぞうぼさつざぞう １躯 T15.4.19 鎌倉市
宝戒寺（小町3-
5-22）

宝戒寺
胎内に貞治四年五月
造の銘がある

南北朝時代（貞治４年の朱書銘あり）。鎌倉地方には
珍しい円派の作品である。

国 彫刻 木造　夢窓国師坐像 もくぞう　むそうこくしざぞう １躯 T15.4.19 鎌倉市
瑞泉寺（二階堂
710）

瑞泉寺

南北朝時代。寄木造。ほぼ等身大の像。卵形の頭部
や撫で肩等、夢窓疎石の身体的特徴を的確に写す頂
相彫刻の秀作。

国 彫刻 木造　弁才天坐像 もくぞう　べんざいてんざぞう １躯 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31)

右足に文永三年九月
廿九日造立の銘があ
る

鎌倉時代。寄木造。裸形であり、これに衣裳を着け安
置する着装像。中原光次が舞楽院に安置した像。

国 彫刻
木造　舞楽面(陵王､散手､貴徳鯉
口､貴徳番子､二ﾉ舞)

もくぞう　ぶがくめん（りょうお
う、さんじゅ、きとくこいぐち、
きとくばんず、にのまい）

５面 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31)

鎌倉時代。木造。二ノ舞以外は13世紀中葉を降らぬ
作と思われ、当時の舞楽盛行ぶりがしのばれる。

国 彫刻
木造　仏光国師坐像（開山塔安
置）

もくぞう　ぶっこうこくしざぞう
（かいざんとうあんち）

１躯 S2.4.25 鎌倉市
円覚寺（山ノ内
409）

円覚寺

鎌倉時代。寄木造。躰部は定型的であるが、鉢の張っ
た頭や穏やかな中にも近寄りがたい禅像の威風を表
す。

国 彫刻 銅造　阿弥陀如来及両脇侍立像
どうぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじりゅうぞう

３躯 S2.4.25 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
 (山ノ内409)

中尊の台座に文永八
年十月十九日鋳奉、
鋳物師加茂延時の刻
銘がある

S39.5.26名称
変更

鎌倉時代（文永８年の刻銘）。銅造。いわゆる善光寺
式三尊像である。

国 彫刻 木造　惟賢和尚坐像
もくぞう　ゆいけんおしょうざ
ぞう

１躯 S2.4.25 鎌倉市
東京国立博物館
（東京都台東区
上野公園13-9）

宝戒寺
(小町3-5-22)

附）紙本墨書惟賢筆
応安五年造像記１通

南北朝時代。寄木造。宝戒寺二世となった惟賢の84
歳の寿像。頭部内面に「ちょうけい」の朱書銘がある。

国 彫刻 木造　退耕禅師坐像
もくぞう　たいこうぜんじざぞ
う

１躯 S17.12.22 鎌倉市
浄妙寺
（浄明寺3-8-31）

浄妙寺
鎌倉時代。寄木造。通常の頂相の形をとり、衣文はか
なり簡略化しているが、面相は個性的である。

国 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像（本堂安置）
もくぞう　じぞうぼさつざぞう
（ほんどうあんち）

１躯 S17.12.22 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

伝宗庵
(山ノ内483)

鎌倉時代。寄木造、土紋彩色。円覚寺の塔頭、伝宋
庵の本尊である。

国 彫刻 木造　東明禅師坐像
もくぞう　とうみんぜんじざぞ
う

１躯 S17.12.22 鎌倉市
白雲庵（山ノ内
462）

白雲庵

鎌倉時代。寄木造。通形の頂相彫刻。衣文はかなり
簡略化されているが、面貌は老僧の個性をよくとらえ
ている。

国 彫刻
木造　薬師如来及日光・月光菩
薩坐像

もくぞう　やくしにょらいおよ
びにっこう・がっこうぼさつざ
ぞう

３躯 S24.2.18 鎌倉市
覚園寺（二階堂
421）

覚園寺

日光菩薩像頭部内に
仏師法橋朝祐応永廿
九年三月廿一日の銘
がある

鎌倉時代。寄木造。中尊は古様を伝える鎌倉期の作。
両脇侍は室町期の朝祐作。宋風の特色が目立つ作
品である。

国 彫刻 木造　弘法大師坐像（本堂安置）
もくぞう　こうぼうだいしざぞう
（ほんどうあんち）

１躯 S33.2.8 鎌倉市
青蓮寺（手広
769）

青蓮寺
S31.8.17
県指定

鎌倉時代。寄木造。着装像で、両膝頭が接ぎ手による
特殊な工夫により屈伸でき、鎖大師と称されている。
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国 彫刻

木造初江王坐像（幸有作）･木造
閻魔王坐像･木造倶生神坐像･木
造奪衣婆坐像（弘円作）･木造鬼
卒立像･木造檀拏幢

もくぞうしょこうおうざぞう（こ
うゆうさく）・もくぞうえんまおう
ざぞう・もくぞうぐしょうじんざ
ぞう・もくぞうだつえばざぞう
（こうえんさく）・もくぞうきそつ
りゅうぞう・もくぞうだんだとう

６躯
及び
１基

R2.9.30 鎌倉市

鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）（木
造初江王坐像･
木造閻魔王坐
像･木造倶生神
坐像･木造鬼卒
立像･木造檀拏
幢）

円応寺
(山ノ内1543)（木
造　奪衣婆坐
像）

円応寺

初江王坐像は像内に
建長三年幸有作の銘
がある。
奪衣婆坐像は像内に
永正十一年八月、仏
所法眼弘円下野等の
銘がある。

M33.4.7　初江
王坐像･閻魔
王坐像･倶生
神坐像をそれ
ぞれ国指定。
S40.5.14　奪
衣婆坐像を県
指定。
S47.5.30　初
江王坐像･閻
魔王坐像･倶
生神坐像の国
指定を統合、
鬼卒立像･檀
拏幢を国附指
定。
R2.9.30　奪衣
婆坐像を国追
加指定、国附
指定鬼卒立
像･檀拏幢を
本指定。

初江王坐像：鎌倉時代（墨書で建長三年の銘あり）。
寄木造。東国に残る鎌倉彫刻中でも屈指の優品であ
る。
閻魔王坐像：鎌倉時代。寄木造。頭部は鎌倉時代で
あるがその他は後補、頭部がやや大振りで、誇張され
た忿怒は力強い。
倶生神坐像：鎌倉時代。寄木造。倶生神とは閻魔王に
人間の現世での所業を奏上する神で、動きは十王像
に対してひかえ目ではあるが、作風は近い。
奪衣婆坐像：室町時代。寄木造。衣文の彫法に正確さ
があるが、鎌倉地方仏師の佳作である。
鬼卒立像：鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌入。
檀拏幢：江戸時代。両頭とも寄木造、玉眼嵌入。

国 彫刻 木造　天神坐像 もくぞう　てんじんざぞう １躯 S52.6.11 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

荏柄天神社
(二階堂74)

像内に弘長元年五月
八日荏柄神主平政泰
の造立銘がある。
附）木造　天神立像１
躯

鎌倉時代。寄木造。等身の神体像。像内には脊椎骨
や体毛の数などが書いてある珍しい遺例である。

国 彫刻 木造　高峰顕日坐像
もくぞう　こうほうけんにちざ
ぞう

１躯 H3.6.21 鎌倉市
正統院（山ノ内
92）

正統院
像内に正和四年九
月、院恵等の銘があ
る

S53.11.17県指
定

鎌倉時代。桧の寄木造、玉眼。像主の生前に製作さ
れる寿像の数少ない遺例として貴重。

国 彫刻
銅造　薬師如来坐像（鶴岡八幡
宮伝来）

どうぞう　やくしにょらいざぞう
（つるがおかはちまんぐうでんら
い）

１躯 H5.6.10 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

寿福寺(扇ガ
谷1-17-7)

鎌倉時代。本体を均等な厚さに鋳上げる鋳技はすば
らしく、当時の一流仏師による製作。

国 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにしんしょう
りゅうぞう

12躯 H17.6.9 鎌倉市
覚園寺（二階堂
421）

覚園寺
S44.12.2県指
定

室町時代。関東地方で活躍した仏師による基準的な
作品である。

国 彫刻 木造　阿弥陀如来及両脇侍像龕
もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじぞうがん

１基 H19.6.8 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

英勝寺（扇ガ
谷1-16-3）

木造素地。白檀（びゃくだん）の板状のブロックを穿っ
て三尊像および光背・台座を彫残す巧緻な作品で、10
世紀末～11世紀初め頃の作。日本製作の檀龕仏（だ
んがんぶつ）の初期の例であり、日本におけるこの時
期の彫檀技術の成熟がうかがえる貴重な作品であ
る。

国 彫刻 木造　伽藍神像 もくぞう　がらんじんぞう ５躯 H22.6.29 鎌倉市
建長寺
（山ノ内8）

建長寺
S60.11.29県指
定

禅宗寺院の伽藍を守護する伽藍神の一具揃った遺品
として最古のものであり、伽藍神像の最も重要な遺品
であるのに加え、南宋彫刻のかなり直接的な影響が
認められ、鎌倉地方の宋風彫刻を考える上でも見逃
せない作例。

国 彫刻 木造　不動明王坐像
もくぞう　ふどうみょうおうざ
ぞう

１躯 H24.9.6 鎌倉市
明王院（十二所
32）

明王院

鎌倉時代。鎌倉五大堂の本尊、五大明王像の中尊に
あたるとみられる作例であり、その作者は当代の代表
的な仏師の一人、肥後定慶であるとする説がある。

国 彫刻
木造　蘭溪道隆坐像（西来庵開
山堂安置）

もくぞう　らんけいどうりゅうざ
ぞう（せいらいあんかいざん
どうあんち）

１躯 H24.9.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
S56.7.17
県指定

鎌倉時代。建長寺開山の中国僧、蘭溪道隆（大覚禅
師、1213年～1278年）の肖像で、没年前後の作である
と考えられる。
深く変化に富んだ衣文など、力強い造形から慶派仏
師の手になるとみられている。
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国 彫刻 木造明巌正因坐像
もくぞうみょうがんしょういん
ざぞう

１躯 R2.9.30 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

正伝庵（山ノ
内439）

（院応作）像底に明岩
老師尊像、貞治四
年、仏師院応等の朱
書銘、像内に貞治四
年、作者院応等の墨
書銘がある

円覚寺の塔頭に伝わる同寺第24世、明巌正因の肖
像。銘文により貞治四年（1365）に院応により造られ、
像主自ら開眼したことが知られる。迫真性に富んだ面
貌の表出に当代肖像彫刻の特質をよく見せる。作者
院応は鎌倉住と知られ、直線的な衣文構成には京都
の院派とは明確に区別される特色がうかがえる。
当代肖像彫刻の優品であり、また近年知見が増して
いる東国院派の作例としても代表的な一作といえ、肖
像の造像作法を知る上でも貴重な作例である。

県 彫刻 木造彩色　阿閦如来坐像
もくぞうさいしき　あしゅくにょ
らいざぞう

１躯 S28.12.22 鎌倉市
覚園寺（二階堂
421）

覚園寺 寺伝薬師如来

鎌倉時代。寄木造。頭部内面で「元享弐季壬戌十二
月日法印院興作」「阿閦仏」の墨書銘が発見された。

県 彫刻 木造彩色　水月観音坐像
もくぞうさいしき　すいげつか
んのんざぞう

１躯 S28.12.22 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺

南北朝時代。寄木造。絵画的な趣致に富み、また木
寄せも細かく巧みであり、女性的な穏やかさがある像
である。

県 彫刻 石造　薬師如来像 せきぞう　やくしにょらいぞう １躯 S29.3.30 鎌倉市
九品寺（材木座
5-13-14）

九品寺

鎌倉時代。石造半肉彫。穏やかな写実性を見せる。光
背に「永仁４年丙申」の陰刻銘がある。

県 彫刻 木造　栄西禅師坐像
もくぞう　えいさいぜんじざぞ
う

１躯 S29.3.30 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

寿福寺(扇ガ
谷1-17-7)

鎌倉時代。一木割矧ぎ造。栄西禅師の特徴を大づか
みにとらえながらも写実性を失っていない。

県 彫刻 木造彩色　如意輪観音半跏像
もくぞうさいしき　にょいりん
かんのんはんかぞう

１躯 S29.7.27 鎌倉市
来迎寺（西御門
1-11-1）

来迎寺

南北朝時代。寄木造。衣文の彫り口など少々鈍いが
裳の部分には輪宝の文様の土紋が残されている。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩坐像 もくぞう　じぞうぼさつざぞう １躯 S29.7.27 鎌倉市
来迎寺（西御門
1-11-1）

来迎寺
南北朝時代。寄木造。大振で力強い目鼻だちを示す。
宅間浄宏の作と伝えられている。

県 彫刻 木造彩色　地蔵菩薩立像
もくぞうさいしき　じぞうぼさつ
りゅうぞう

１躯 S32.2.19 鎌倉市
浄光明寺（扇ガ
谷2-12-1）

浄光明寺
南北朝時代。寄木造。目鼻立ちも整って洗練された美
しさを持った像である。

県 彫刻 木造　薬師三尊像 もくぞう　やくしさんぞんぞう ３躯 S41.7.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鎌倉市
平安時代。一木造。全体にどっしりとした大きさと明る
さを具えた像。両脇侍は江戸時代の作と思われる。

県 彫刻 木造　十二神将立像
もくぞう　じゅうにしんしょう
りゅうぞう

12躯 S41.7.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鎌倉市
鎌倉時代。寄木造。後補と思われる４躯を除いて体躯
のバランスと動きはしっかりとした像である。

県 彫刻 塑造　北条時頼坐像
そぞう　ほうじょうときよりざぞ
う

１躯 S41.7.19 鎌倉市
明月院（山ノ内
189）

明月院
鎌倉時代。塑造。後世の補修があるが顔面はかなり
元の姿をのこしている。

県 彫刻 鉄造　不動明王坐像
てつぞう　ふどうみょうおうざ
ぞう

１躯 S44.12.2 鎌倉市
覚園寺（二階堂
421）

覚園寺

鎌倉時代。鉄造。関東地方の鉄仏のなかではもっとも
早い作例とされ、穏やかな忿怒相と全体の身のこなし
に平安末の特色が強く残る像である。

県 彫刻
木造　阿弥陀如来及び両脇侍立
像

もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじりゅうぞう

３躯 S53.11.17 鎌倉市
教恩寺（大町1-
4-29）

教恩寺

鎌倉時代。寄木造。穏やかな衣文の刻出や目尻の吊
り上がった厳しい表現に快慶風の作風を感ぜられる
像である。

県 彫刻
木造　阿弥陀如来及び両脇侍立
像

もくぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじりゅうぞう

３躯 S53.11.17 鎌倉市
光明寺（材木座
6-17-19）

光明寺

附）銅造銘札１枚（天
保十年修理銘）、仏
説阿弥陀経２冊（天
保十年行誉清吟書写
奥書あり・妙雲書写
の銘記あり）、紙本墨
書文書１枚、木造舎
利器１個、木造塔型
舎利器（包紙添）１個

鎌倉時代。寄木造。中尊と脇侍とは作風を異にし、中
尊は中央仏師の作風を示す一方、脇侍は宋風を示す
像である。
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県 彫刻 木造　達磨大師坐像 もくぞう　だるまだいしざぞう １躯 S56.7.17 鎌倉市
寿福寺（扇ガ谷
1-17-7）

寿福寺

南北朝時代。寄木造。総体に量感が豊かで、彫りの深
い面部は異国的雰囲気を巧みに表現している。

県 彫刻
脱活乾漆造(中尊)・木造(脇侍)
釈迦三尊像

だつかつかんしつぞう（ちゅうそ
ん）・もくぞう（きょうじ）しゃかさん
ぞんぞう

３躯 S57.2.9 鎌倉市
寿福寺（扇ガ谷
1-17-7）

寿福寺

室町時代。中尊脱活乾漆造、脇侍寄木造。中世の乾
漆像として極めて稀少な価値をもつものである。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来坐像
もくぞう　あみだにょらいざぞ
う

１躯 S58.11.25 鎌倉市
覚園寺（二階堂
421）

覚園寺
室町時代。寄木造、玉眼嵌入。旧理智光寺の本尊で、
鎌倉地方独特の土紋をもつ像である。（鞘阿弥陀）

県 彫刻 木造　文殊菩薩坐像
もくぞう　もんじゅぼさつざぞ
う

１躯 S58.11.25 鎌倉市
常楽寺（大船5-
8-29）

常楽寺
鎌倉時代。寄木造、彩色、玉眼嵌入。宋風彫刻の佳
作のひとつである。

県 彫刻 木造　観音菩薩半跏像
もくぞう　かんのんぼさつは
んかぞう

１躯 S58.11.25 鎌倉市
禅居院（山ノ内
1534）

禅居院
鎌倉時代。漆塗り、玉眼嵌入。彫技は的確で、すぐれ
た写実性をそなえ、体躯の量感もゆたかな像である。

県 彫刻 木造　梵天・帝釈天立像
もくぞう　ぼんてん・たいしゃく
てんりゅうぞう

２躯 S58.11.25 鎌倉市
宝戒寺（小町3-
5-22）

宝戒寺

南北朝時代。寄木造、玉眼嵌入。唐風の服制になる
通行の梵釈像である。

県 彫刻 木造　三世仏坐像 もくぞう　さんぜぶつざぞう ３躯 S60.11.29 鎌倉市
浄智寺（山ノ内
1402）

浄智寺

南北朝時代。寄木造、玉眼、肉身部漆地漆箔、着衣
部彩色。わが国に伝わる三世仏（釈迦、阿弥陀、弥勒
如来）の中でも造立年代の早い佳作である。

県 彫刻 木造　千手観音菩薩坐像
もくぞう　せんじゅかんのん
ぼさつざぞう

１躯 H4.11.20 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
(山ノ内8)

鎌倉時代。寄木造。県下では珍しい当代千手観音菩
薩像の遺例である。

県 彫刻 木造　毘沙門天立像
もくぞう　びしゃもんてんりゅ
うぞう

１躯 H10.2.17 鎌倉市
白山神社（今泉
3-13-20）

白山神社
平安時代後期。鎌倉近辺で造立された作品とみられ
県下の貴重な古代彫刻の遺例である。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像
もくぞう　あみだにょらいりゅ
うぞう

１躯 H13.2.13 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

浄妙寺(浄明
寺3-8-31)

鎌倉時代。ヒノキ材の割矧ぎ造、玉眼嵌入、金泥塗り
仕上げの三尺阿弥陀。鎌倉地方彫刻の成立期の像。

国
宝

工芸 籬菊螺鈿蒔絵硯箱
まがきにきくらでんまきえす
ずりばこ

１合 S26.6.9 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-3
１)

M32.8.1　　指
定

鎌倉時代。被せ蓋造、沃懸地（いかけじ）に螺鈿をあし
らった蓋表、蒔絵の蓋裏等精巧な技術を示す。筆、黒
柄なども附いている。

国
宝

工芸 太刀　銘　正恒 たち　めい　まさつね １口 S27.3.29 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）糸巻太刀拵 S3.4.4指定

鎌倉時代。長さ78.3センチメートル。徳川吉宗より奉納
された。備中古青江正恒。

国
宝

工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺

円覚寺鐘、正安三年
八月、大檀那平貞
時、住持宋西澗子
曇、大工大和権守物
部国光在銘

M42.4.5　　指
定

鎌倉時代（銘に正安３年８月）。全体に量感あふれた
鐘で、やや長目の鐘身は力強く張る。鎌倉時代の特
徴あふれる名鐘である。

国
宝

工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 鎌倉市
建長寺
（山ノ内８）

建長寺

建長寺鐘、建長七年
二月廿一日、大檀那
平時頼、住持宋沙門
道隆題、大工大和権
守物部重光在銘

M42.4.5　　指
定

鎌倉時代（銘に建長７年２月２１日）。総体に平安時代
の形式を受けた復古的な鐘。銘文の撰文は蘭渓道隆
のものである。
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国
宝

工芸

古神宝類
一、袿白小葵地鳳凰文二重織
一、袿紫地向鶴三盛丸文唐織
一、袿紫地向鶴三盛丸文唐織
一、袿淡香地幸菱文綾織
一、袿黄地窠霰文二重織

こしんぽうるい
うちきしらこあおいじほうおうもんふ
たえおり
うちきむらさきじむかいづるみつも
りまるもんからおり
うちきむらさきじむかいづるみつも
りまるもんからおり
うちきたんこうじさいわいびしもんあ
やおり
うちききじかにあられもんふたえお
り

５領 S31.6.28 鎌倉市
東京国立博物館
（東京都台東区
上野公園13-9）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31)

統合　M32.8.1
M33.4.7

鎌倉時代。五領あるが、重ねて着用する「五襲の衣」
と考えられる。文の様式などに藤原様式の名残が認
められる。

国
宝

工芸

古神宝類
一、朱漆弓
一、黒漆矢（内篦一筋欠）
一、沃懸地杏葉螺鈿平胡籙
一、沃懸地杏葉螺鈿太刀
一、沃懸地杏葉螺鈿平胡籙
一、沃懸地杏葉螺鈿太刀（鐔欠）

こしんぽうるい
しゅうるしゆみ
くろうるしや（うちへらひとすじけつ）
いかけじぎょうようらでんひらやなぐ
い
いかけじぎょうようらでんたち
いかけじぎょうようらでんひらやなぐ
い
いかけじぎょうようらでんたち（つば
けつ）

１張
30隻
１腰
１口
１腰
１口

S31.6.28 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
(雪ノ下2-1-
31)

統合　M32.8.1
M33.4.7

鎌倉時代。社伝に源頼義が社を勧請の時、「石清水
の神宝たりしを申し下して奉納す」と伝えられる。

国 工芸 黒漆　須弥壇 くろうるし　しゅみだん １基 M35.4.17 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内8）

M43.2.2
名称変更

鎌倉時代。欄間にはめられた透彫の獅子牡丹文は雄
壮で、鎌倉彫りの元祖といわれている。

国 工芸 銅造　十一面観音懸仏
どうぞう　じゅういちめんかん
のんかけぼとけ

６面 M42.4.5 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

長谷寺
（長谷3-11-2）

中に元徳嘉暦の銘文
があるものがある

鎌倉時代。六面とも大型（70～80センチメートル位）で
十一面観音像は丸彫に近い鋳像である。

国 工芸 青磁　袴腰香炉 せいじ　はかまごしこうろ １口 T4.3.26 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

円覚寺
 (山ノ内409)

S43.2.2
名称変更

宋時代。明るい青緑色の青磁釉が器体の全面をおお
い、釉調は砧青磁（きぬたせいじ）のそれで浙江省の
龍泉窯の製品である。

国 工芸 髹漆須弥壇１基・前机１脚
きゅうしつしゅみだんいっき・
まえづくえいっきゃく

２点 T14.4.24 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
前机は鎌倉国宝館に
寄託

鎌倉時代。円覚寺開山堂に置かれ、共に全面朱漆で
塗られている。禅宗様式が強く表れている。

国 工芸 銅鐘 どうしょう １口 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

常楽寺
（大船5-8-29）

宝治二年三月廿一日
の銘がある

鎌倉時代。全体に細身の鐘。竜頭は後補である。

国 工芸 太刀　金銘　国吉 たち　きんめい　くによし １口 S3.4.4 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）糸巻太刀拵
鎌倉時代。小切先。大磨上無銘の莖に国吉の金象嵌
銘がある。明治天皇が寄進したものである。

国 工芸 太刀　銘　長光 たち　めい　ながみつ １口 S3.4.4 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）糸巻太刀拵

鎌倉時代。小切先、磨上げ。社伝によると、徳川家重
奉納の太刀。総金具金菊花紋糸巻太刀拵が附属す
る。

国 工芸 太刀　銘　大和国尻懸住則長作
たち　めい　やまとのくにしっ
かけじゅうのりながさく

１口 S28.3.31 鎌倉市 個人

鎌倉時代。小切先、磨上げ。白銀太刀拵が属してい
る。

国 工芸 梵鐘 ぼんしょう １口 S28.11.14 鎌倉市
長谷寺（長谷3-
11-2）

長谷寺
新長谷寺、文永元年
七月十五日、大工物
部季重在銘

鎌倉時代。全体に鋳型の型われのあとがみられる
が、形姿などによく時代の特徴を示す優品である。

国 工芸 金銅密教法具 こんどうみっきょうほうぐ ３口 S30.6.22 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺

金銅五鈷杵１口、
金銅独鈷杵１口、
金銅五鈷鈴１口
銘文、極楽律寺建長
七年九月日僧清賢大
工橘宗近

鎌倉時代。鋳鋼製鍍金。鎌倉時代中期の典型的作例
である。

国 工芸 初音蒔絵火取母 はつねまきえひとりも １口 S35.6.9 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺
室町時代。阿古陀形香爐。源氏物語、初音巻中の歌
を意匠化したものを切金、研出蒔絵で表す。
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国 工芸 雲版 うんぱん １面 S44.6.20 鎌倉市
妙本寺（大町1-
15-1）

妙本寺
建武四年三月五日大
工清原宗広の刻銘が
ある

室町時代。銅製鋳造。時を告げる合図などに使われ
た。形姿が雲形ゆえ雲版と呼ばれている。

国 工芸 葡萄蒔絵螺鈿聖餅箱
ぶどうまきえらでんせいべい
ばこ

１合 S51.6.5 鎌倉市
東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺

桃山時代。黒漆の地に螺鈿と蒔絵で外装した円筒形
の器で、南蛮漆芸の代表的遺品である。

国 工芸 円覚寺開山箪笥収納品
えんがくじかいざんたんす
しゅうのうひん

27点 S54.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

附）欝金地桐竹鳳凰
文縫箔槌巾１枚、染
付合子１合、黒角製
香合１合

鎌倉時代～室町時代。開山無学祖元の所用具をはじ
め、その後、開山信仰によって寄進されたものからな
る。
収納品内訳：丹池霊芝形雲文金襴（大燈金襴）九条袈
裟１領、黄地片輪車文綾九条袈裟坐具付１領、香色
地平絹九条袈裟１領、紺地宝盡雲文銀襴九条袈裟坐
具付（応永二十九年二月二十一日の墨書がある）１
領、黄地牡丹文紗掛絡１領、黄地菱繋文綾直綴１領、
黄地平絹直綴１領、白地平絹禅衣１領、萌黄地平絹
頭陀袋１肩、石畳縫合地果蝶雲文刺繍袱子１枚、酔
翁亭図堆黒盆１枚、椿梅竹文堆朱盆１枚、孔雀牡丹
文堆朱香合１合、尾長鳥椿文堆黒香合１合、念珠３
連、払子２握、団扇１握、竹篦１握、環４箇、組紐残闕
２条

国 工芸
蓮唐草蒔絵箱形礼盤
黒漆華形大壇

はすからくさまきえはこがた
らいばんくろうるしはながただ
いだん

２基 S54.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

青蓮寺
（手広769）

礼盤は室町時代の作。蒔絵、銀象嵌の金具で飾られ
る。大檀は南北朝時代の作。鎌倉式の蓮弁表現があ
る。

国 工芸
太刀　各銘　相州住綱広作、綱
家作、康国作・桐鳳凰蒔絵糸巻
太刀拵

たち　かくめい　そうしゅうじゅ
うつなひろさく、つないえさく、
やすくにさく・とうほうおうまき
えいとまきたちこしらえ

3口 S59.6.6 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮
S30.8.30
県指定

室町時代。北条氏綱寄進の三口の太刀。三口とも長
大な太刀姿で、元幅広く踏張りあって反高く切先延び
心になり、鎬地に棒樋添樋が彫ってある。

国 工芸 伝法衣 でんぽうえ ５領 H23.6.27 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
附）二十五条袈裟一
領、坐具二枚、包裂
一枚

円覚寺に伝来した袈裟５領でいずれも九条仕立て。南
宋～元時代の絹織物の特徴を顕著に示しており、染
織史上極めて重要な遺例。

国 工芸 紫宸殿蒔絵硯箱 ししんでんまきえすずりばこ 1合 S53.6.15 鎌倉市 鎌倉市 個人

紫宸殿庭前にある左近桜、右近橘を意匠とした硯箱。室町時代以来
の伝統様式を受け継ぎ、さらに精緻さを加えたものである。本硯箱は
江戸時代初期の精緻な技巧を示す代表作である。

国 工芸 太刀　無銘　伝光忠 たち　むめい　でんみつただ １口 S27.7.19
不明

（鎌倉市）
不明

鎌倉時代。

県 工芸 銅製亀甲花菱文象嵌擬宝珠
どうせいきっこうはなびしもん
ぞうがんぎぼし

１対 S30.8.30 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 附）金具２４個

鎌倉時代。全体の形姿が等辺三角形に近く安定感が
あり、缺首部をのぞいて全面に銀材による象嵌を施し
ている。

県 工芸 堆黒箱 ついこくばこ １合 S30.8.30 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮
裏に贈日本客僧栄西
禅師明昌元侍郎周宏
の朱漆銘がある

鎌倉時代。木胎に黒漆を厚く重ねて塗り、その上面に
図様を彫刻した堆黒の箱で印籠蓋造りである。

県 工芸 刀　銘　肥後守橘吉次作
かたな　めい　ひごのかみた
ちばなよしつぐさく

１口 S37.3.27 鎌倉市 個人
延宝五年八月七日二
ツ胴截断高屋甚太夫
切

江戸時代。中切先身幅広く重ねしっかりとした反りの
少ない新刀期姿で、生中心である。

県 工芸 大壇（長勝寺） だいだん（ちょうしょうじ） １基 S44.5.20 鎌倉市
長勝寺（材木座
2-12-17）

長勝寺

鎌倉時代。華形檀と呼称される大檀。格狭間を設けた
基台を下段にしている点が称名寺大檀と異なる。

県 工芸 鰐口（円覚寺） わにぐち（えんがくじ） １口 S44.12.2 鎌倉市
円覚寺
（山ノ内409）

円覚寺
室町時代（銘に天文九年）。一般的に形式化し美しさ
に乏しくなる同時代の内で、極めて美しい上作の鰐口
である。

県 工芸 銅鐘（浄智寺） どうしょう（じょうちじ） １口 S44.12.2 鎌倉市
浄智寺
（山ノ内1402）

浄智寺
室町時代（銘に暦応三年）。龍頭が鐘全体にくらべて
小さく、かつ繊細な感じのする鐘である。
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県 工芸 銅鐘（東慶寺） どうしょう（とうけいじ） １口 S44.12.2 鎌倉市
東慶寺
（山ノ内1367）

東慶寺

室町時代（銘に観応元年）。鋳物師大工大和権守光
連。比較的小鐘で目立たぬが時代の特徴をよく示して
いる。

県 工芸 鰐口（長勝寺） わにぐち（ちょうしょうじ） １口 S44.12.2 鎌倉市
長勝寺（材木座
2-12-17）

長勝寺

室町時代（銘に永正十二年）。胴がかなり丸くふくら
み、特に中心の撞座部分が丸く盛り上げる特色を見
せている。

県 工芸 燭台（長勝寺） しょくだい（ちょうしょうじ） １対 S44.12.2 鎌倉市
長勝寺（材木座
2-12-17）

長勝寺
鎌倉時代（朱銘に永享四年）。檜材の本地に黒漆塗。
極楽寺講堂にあったことが銘文によって知られる。

県 工芸 鰐口（長谷寺） わにぐち（はせでら） １口 S44.12.2 鎌倉市
長谷寺（長谷3-
11-2）

長谷寺
室町時代（銘に応永廿年）。径が89センチメートルもあ
る大きい鰐口で、現状はいたみがひどいがりっぱな作
である。

県 工芸 獅子牡丹彫木彩漆硯台
ししぼたんちょうぼくさいしつ
けんだい

１合 H11.11.26 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

鎌倉市
室町時代。大まかな刀法ながら豪快な図様と調和す
る。製法は伝統的な鎌倉彫を継承している。

県 工芸 屈輪文彫木朱漆大香合
ぐりもんちょうぼくしゅうるしだ
いこうごう

１合 H11.11.26 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。木地に屈輪（グリ）文を掘り、下地を黒漆で
かため、上塗りに朱漆を施し、身の側面にも同様の屈
輪文を配する。鎌倉彫。

県 工芸
刀　銘　備前国住長船源五郎清
光

かたな　めい　びぜんのくに
じゅうおさふねげんごろうきよ
みつ

１口 S41.7.19 鎌倉市 個人

室町時代（銘文に天文二年）。中切先重ね厚手で調和
のとれた刀姿をもつ生中心である。

県 工芸
刀　銘　肥前国住近江大掾藤原
忠広　慶安元年八月吉日

かたな　めい　ひぜんのくに
じゅうおうみだいじょうふじわ
らただひろ　けいあんがんね
んはちがつきちじつ

１口 S35.5.17
不明

（鎌倉市）
不明

江戸時代。生中心。身幅重ね十分な刀である。

県 工芸 短刀　銘　国光 たんとう　めい　くにみつ １口 S37.3.27
不明

（鎌倉市）
不明

附）合口拵梨子地蒔
絵紋散し鞘

鎌倉時代。平造り短刀。身幅狭く真の棟、反りなくいわ
ゆる竹の子反り姿をした品の良い作例である。

国
宝

書跡・
典籍・
古文書

大覚禅師墨蹟　法語規則
だいがくぜんじぼくせき　ほう
ごきそく

２幅 S27.3.29 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

鎌倉時代。双幅で一幅には法語、もう一幅には規則
が記してある。

国
書跡・
典籍・
古文書

定額寺官符 じょうがくじかんふ １幅 M32.8.1 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代。円覚寺が定額寺となった際下された太政
官符である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本淡彩　円覚寺境内絵図
しほんたんさい　えんがくじけ
いだいえず

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

南北朝時代。円覚寺伽藍の他、路をはさんで反対側
の地域を含めて四周に朱線をめぐらせる。線上の五
か所に上杉重能の花押がある。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本淡彩　富田庄図
しほんたんさい　とみたのしょ
うず

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

鎌倉時代。北条時宗が無学祖元をむかえ円覚寺を創
建した折、寄進した富田庄の絵図である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　北条時宗書状
しほんぼくしょ　ほうじょうとき
むねしょじょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

弘安元年十二月廿三
日とある

鎌倉時代。建長寺開山蘭渓道隆が示寂した後、その
後継者を求めようとして、中国への使者にだした書
状。これに対し無学祖元が来日した。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　祖元書状
しほんぼくしょ　そげんしょ
じょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

七月十八日とある

鎌倉時代。前出弘安六年七月十八日の時宗書状をう
けた無学祖元が認めた礼状である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　円覚寺年中用米注進
状

しほんぼくしょ　えんがくじねん
ちゅうようまいちゅうしんじょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

弘安六年九月廿七日
とある

鎌倉時代。円覚寺の住持、無学祖元が円覚寺に於け
る一年間の寺用米の予算を、檀那である北条時宗に
報告したものである。
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国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　北条時宗書状
しほんぼくしょ　ほうじょうとき
むねしょじょう

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

七月十八日とある

鎌倉時代。円覚寺開基の時宗が、将軍家御願寺とし
たこと、寺領が確定したことなどを伝えた書状である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　華厳塔勧縁疏
しほんぼくしょ　けごんとうか
んえんそ

１巻 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

黄梅院
（山ノ内428）

南北朝時代。円覚寺に華厳塔を再建するにあたり、勧
進のため義堂周信が至徳四年五月に書いた偈並び
に序である。

国
書跡・
典籍・
古文書

大覚禅師墨蹟 だいがくぜんじぼくせき ３幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内8）

S38.2.8追加指
定

鎌倉時代。本来は別物の断簡だが現在は一幅対にま
とめられている。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本淡彩　明月院絵図
しほんたんさい　めいげつい
んえず

１幅 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

明月院
（山ノ内189）

氏満の花押がある

室町時代。旧禅興寺の塔頭明月庵、宗猷庵の絵図で
ある。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　鶴岡社務記録
しほんぼくしょ　つるがおか
しゃむきろく

２巻 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
（雪ノ下2-1-
31）

南北朝時代。建久二年から文和四年にいたる164年
間にわたる編年記録である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　西来庵修造勧進状
玉隠筆

しほんぼくしょ　さいらいあん
しゅうぞうかんじんじょう　ぎょ
くいんひつ

１巻 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

永正丙子四月廿四日
とある

室町時代。浄智寺蔵の勧進状から一年後に書かれた
ほとんど同文の勧進状である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　和漢年代記
しほんぼくしょ　わかんねん
だいき

２冊 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内８）

附）元禄写本１冊

鎌倉時代。日本の記事を上段に、中国の記事を下段
に対比させながら編んだ年表である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　西来庵修造勧進状
玉隠筆

しほんぼくしょ　さいらいあん
しゅうぞうかんじんじょう　ぎょ
くいんひつ

１巻 T14.4.24 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

浄智寺
（山ノ内1402）

永正乙亥七月廿四日
とある

室町時代。建長寺前住の玉隠が荒廃した開山塔所西
来庵の有様をなげき、これを再興しようと書いた勧進
状である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　東帰集（伝仏乗禅師
筆）

しほんぼくしょ　とうきしゅう
（でんぶつじょうぜんじひつ）

１巻 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

附）絹本著色仏乗禅
師像１幅、堆朱印櫃
入木印２顆

鎌倉時代。報国寺開山天岸慧広の自筆といわれる漢
詩および偈二百首余を収録したものである。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　仏乗禅師度牒１通
紙本墨書　仏乗禅師戒牒４幅

しほんぼくしょ　ぶつじょうぜ
んじどちょう
しほんぼくしょ　ぶつじょうぜ
んじかいちょう

２点 T15.4.19 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

報国寺（浄明
寺2-7-4）

仏乗禅師度牒：弘安
九年十一月八日とあ
る
仏乗禅師戒牒：弘安
元年十一月八日とあ
る

鎌倉時代。得度し、比丘になったことを政府が証明し
たものが度牒で、戒を受けたことを証明して出される
のが戒牒である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　円覚寺禁制
しほんぼくしょ　えんがくじき
んぜい

１幅 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

永仁二年正月日

鎌倉時代。北条貞時が檀那として僧侶等の行動に対
して、規律を正すべく禅律寺院に対し禁制を定めたも
のである。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　円覚寺制符
しほんぼくしょ　えんがくじせ
いふ

１幅 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

乾元二年二月十二日

鎌倉時代。北条貞時が円覚寺の寺僧の行動に掣肘を
加えるため出した制符である。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　仏日庵公物目録
しほんぼくしょ　ぶつにちあん
こうもつもくろく

１巻 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

貞治二年同四年法
清、崇珊、圭照の勘
記がある

南北朝時代。北条時宗の塔所の仏日庵の什宝目録で
ある。

国
書跡・
典籍・
古文書

印章　無學 いんしょう　むがく ２顆 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

H6.3考古資料
から管理換
え、H7.6.15名
称変更

鎌倉時代。円覚寺開山仏光国師無学祖元所用の木
印である。
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国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　大休正念法語
しほんぼくしょ　だいきゅう
しょうねんほうご

１巻 S11.5.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

蔵六庵
（山ノ内419）

弘安元年五月

鎌倉時代。大休正念が泰定居士のために迦葉の偈を
ひいて、生死悟道の一大道を説いたものである。

国
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　新編仏法大明録
しほんぼくしょ　しんぺんぶっ
ぽうだいみんろく

８冊 S14.5.27 鎌倉市
松ヶ岡文庫
（山ノ内1375）

財団法人
松ケ岡文庫

自巻第一至第九、自
第十三至第十七、第
廿巻第一に正嘉元年
閏三月廿二日書写の
奥書あり「普門院」
「光明院」の印記があ
る

鎌倉時代。京都東福寺開山聖一国師が将来した新編
仏法大明録の写本である。

国
書跡・
典籍・
古文書

伏見天皇宸翰御消息
ふしみてんのうしんかんご
しょうそく

１幅 S19.9.5 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

個人 九月廿六日

鎌倉時代。覚助法親王が紅葉の枝に付けて奉られた
御文に対する返書である。

国
書跡・
典籍・
古文書

寒山詩（五山版） かんざんし（ござんばん） １冊 S34.6.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

正中二年十月刊記

鎌倉時代。唐国清寺の僧侶寒山の詩集。親本はすで
に残存せず、五山版の同版２点も関東大震災で焼失
しているので、この「寒山詩」は特に価値が高い。

国
書跡・
典籍・
古文書

足利義満筆額字普現・宿竜・桂昌
あしかがよしみつひつがくじ
ふげん、しゅくりゅう、けいしょ
う

３幅 S36.2.17 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

室町時代。足利義満が書いた円覚寺正統院殿堂の額
字である。

国
書跡・
典籍・
古文書

金剛般若経　蘭渓道隆筆
こんごうはんにゃきょう　らん
けいどうりゅうひつ

１帖 S49.6.8 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

建長寺
（山ノ内8）

附）玄津及元松添状
２通

鎌倉時代。鋭い筆鋒を見せる大覚禅師の書写経。巻
尾に「巨福建長」「蘭渓」二つの朱印がある。

国
書跡・
典籍・
古文書

喫茶養生記　上・下 きっさようじょうき　じょう・げ １冊 S49.6.8 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

寿福寺（扇ガ
谷1-17-7）

鎌倉時代。主として上巻は茶について、下巻は桑につ
いて、名称、効用、使用法、製法などについて述べた
ものである。

国
書跡・
典籍・
古文書

鶴岡八幡宮文書（二百二十四通）
つるがおかはちまんぐうもん
じょ

15巻 S58.6.6 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮 S36.7.4県指定

鎌倉～江戸時代。鶴岡八幡宮文書（131通）を中心とし
て、八幡宮供僧坊の一つ相承院に伝来した相承院文
書（93通）を含む。これらの文書は、中世における八幡
宮の変遷を明らかにし、鎌倉幕府、関東公方家、後北
条氏などとの関係を伝えている。

国
書跡・
典籍・
古文書

円覚寺文書（386通） えんがくじもんじょ

20巻､
57幅
1冊､
279
通

S60.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

円覚寺
（山ノ内409）

H16.6.8追加
指定

鎌倉時代～桃山時代。中世における禅宗寺院、経済
を具体的に明らかにした文書である。

国
書跡・
典籍・
古文書

覚園寺文書（97通） かくおんじもんじょ
８巻
１幅

S60.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

覚園寺
（二階堂421）

S42.2.3県指定

鎌倉時代～江戸時代。同寺開山心慧智海置文や後
醍醐天皇緩旨、光厳上皇院宣などや、足利直義御教
書等の御教書類及び戌神将像胎内より発見された荘
園関係文書からなる文書類である。

国
書跡・
典籍・
古文書

黄梅院文書（101通） おうばいいんもんじょ

27
巻､
１冊
６幅､
６通

S61.6.6 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

黄梅院
（山ノ内428）

南北朝～江戸時代。室町幕府並びに関東公方と深い
関係にあった禅宗塔頭寺院の具体的な変遷を明らか
にするまとまった文書である。

国
書跡・
典籍・
古文書

東慶寺文書 とうけいじもんじょ
777
通

20冊
H13.6.22 鎌倉市

東慶寺（山ノ内
1367）

東慶寺

東慶寺は、江戸時代に女性が寺に駆け込んで離婚す
る寺法が幕府に認められていた。駆け込み件数約260
件を中心にしたもので、法制史・女性史研究上二重様
な文章群。

国
書跡・
典籍・
古文書

浄光明寺敷地絵図 じょうこうみょうじしきちえず １幅 H17.6.9 鎌倉市
鎌倉国宝館
（雪ノ下2-1-1）

浄光明寺（扇
ガ谷2-12-1）

鎌倉時代末から南北朝時代にかけての浄光明寺の境
内の建物・寺域や、周辺の景観・屋地などを詳細に伝
える史料として貴重であり、中世の敷地の安堵を示す
ものとして重要な絵図である。
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鎌倉市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
書跡・
典籍・
古文書

伝藤原佐理筆賀歌絹地切（うこき
なき）

でんふじわらのすけまさひつ
がかきぬじぎれ

１幅 S29.3.20 不明
（鎌倉市）

不明

平安時代。

国
書跡・
典籍・
古文書

紺紙金字仏舎利奉納願文〈九条
兼実筆／文治五年九月廿八日〉

こんしきんじぶっしゃりほうの
うがんもん　くじょうかねざね
ひつ　ぶんじごねんくがつに
じゅうはちにち

１幅 S34.12.18 不明
（鎌倉市）

不明

鎌倉時代。

県
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　明王院文書
しほんぼくしょ　みょうおうい
んもんじょ

４巻
19通

S50.2.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

明王院
（十二所32）

鎌倉時代～江戸時代。鎌倉時代５通、南北朝時代11
通、室町時代７通の文書からなり、鎌倉時代の文書に
は異国降伏祈祷記などが含まれている。

県
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　法華堂文書
しほんぼくしょ　ほっけどうも
んじょ

１巻
27通

S50.2.7 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

明王院
（十二所32）

鎌倉時代～江戸時代。源頼朝の持仏堂が、彼の死後
廟所となったのが法華堂でここに伝来した一巻二十七
通の中世文書が法華堂文書で、現在は明王院が所蔵
する。

国
考古
資料

銅造　仏応禅師骨壺
どうぞう　ぶつおうぜんじこつ
つぼ

１口 T2.4.14 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

続燈庵（山ノ
内431）

嘉暦二年十一月疎石
の銘がある

鎌倉時代。鋳銅製。関東大震災により焼損しているも
のの夢窓疎石の書による銘が刻まれている。

国
考古
資料

鎌倉覚園寺開山塔納置品
一、黄釉草葉文壺
一、銅五輪塔
一、阿弥陀径笹塔婆
一、褐釉壺
鎌倉覚園寺大燈塔納置品
一、褐釉双耳壺
一、水晶五輪塔金銅蓮台共

かまくらかくおんじかいざんと
うのうちひん
おうゆうそうようもんつぼ
どうごりんとう
あみだきょうささとうば
かつゆうつぼ
かまくらかくおんじだいとうと
うのうちひん
かつゆうそうじつぼ
すいしょうごりんとうこんどう
れんだいとも

　
１合
１基
59葉
１口
１口
１基

S43.4.25 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

覚園寺(二階
堂421)

銅五輪塔：元亨三年
三月十九日光広在銘
阿弥陀経笹塔婆：正
慶元年十一月円信奥
書

鎌倉時代。建造物として指定されている二基の塔の納
置品。特に黄釉草文壺は古瀬戸の遺品としてまれに
みる優品である。

国
考古
資料

銅骨蔵器
金銅五輪塔
銅骨蔵器
褐釉小壺
黄釉小壺

どうこつぞうき
こんどうごりんとう
どうこつぞうき
かつゆうこつぼ
おうゆうこつぼ

１合
１基
１合
１口
１口

S43.4.25 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺

銅骨蔵器：極楽寺長
老善願上人在銘、金
銅五輪塔：比丘尼禅
忍延慶四年二月八日
他界在銘、黄釉小
壺：鎌倉極楽寺境内
石造五輪塔（寺伝忍
公塔）納置

鎌倉時代。昭和三十六年の集中豪雨で埋没した伝北
条重時墓から出土したもの。これにより同寺三代順忍
善願上人の墓であることが明らかになった。

国
考古
資料

鎌倉極楽寺忍性塔納置品
一、金銅骨臓器
一、銅骨臓器

かまくらごくらくじにんしょうと
うのうちひん
こんどうこつぞうき
どうこつぞうき

　
１合
１合

S52.6.11 鎌倉市
極楽寺（極楽寺
3-6-7）

極楽寺

金銅骨臓器　：嘉元
元年十一月日良観上
人舎利瓶記刻銘、銅
骨臓器：嘉元元年十
一月廿五日賢明上人
入滅記刻銘

鎌倉時代。忍性塔に納置された忍性と慈済の舎利容
器。いずれも嘉元元年の刻銘をもっている。

県
考古
資料

鎌倉市国指定史跡永福寺跡内経
塚出土品

かまくらしくにしていしせきよ
うふくじあとないきょうづか
しゅつどひん

89点 H15.2.10 鎌倉市
鎌倉歴史文化交
流館（扇ガ谷1-
5-1）

鎌倉市

鎌倉時代初期。源頼朝が創建した寺院跡から発見さ
れた経塚の出土品で、この時代の政治・文化を明らか
にするうえで貴重な資料。

県
考古
資料

鎌倉市今小路西遺跡北谷出土の
輸入陶磁器

かまくらしいまこうじにしいせ
ききただにしゅつどのゆにゅ
うとうじき

61点 H15.2.10 鎌倉市
鎌倉歴史文化交
流館（扇ガ谷1-
5-1）

鎌倉市

鎌倉時代。有力武家の屋敷跡から出土した、品質・形
態の傑出した輸入陶磁器で、この時期の有力武家の
権力や財力を知るうえで貴重な資料。
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鎌倉市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
歴史
資料

鶴岡八幡宮指図
つるがおかはちまんぐうさし
ず

１鋪 M38.4.4 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鶴岡八幡宮
（雪ノ下2-1-
31）

天正十九年五月十四
日

H24.8.6名称
変更

室町時代。鶴岡八幡宮の修理のために作られた指図
書。豊臣秀吉が徳川家康に命じて修営させた際作ら
れた。

国
歴史
資料

円覚寺仏殿造営図
えんがくじぶつでんぞうえい
ず

２鋪 H23.6.27 鎌倉市
鎌倉国宝館（雪
ノ下2-1-1）

鎌倉市

建地割図 元亀四年
三月二十三日 １鋪、
指図 元亀四年三月
□日 １鋪

円覚寺の仏殿再興のため元亀４年（1573）に作成され
た建地割図（断面図）と指図（平面図）の清書本。中世
五山仏殿の構造形式を伝える安土桃山時代の精緻な
建築設計図として、建築史上、禅宗文化史上に史料
価値が高い。

県
有形民俗
文化財

獅子型墨壺 ししがたすみつぼ １個 S30.8.30 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮
鎌倉～室町時代。全体に丹漆を塗り鎌倉彫形式の珍
しいもの。現在あるなかで最優良作の一つである。

県
有形民俗
文化財

神輿 みこし ７基 S30.8.30 鎌倉市
鶴岡八幡宮（雪
ノ下2-1-31）

鶴岡八幡宮
桃山～江戸時代初期。三基は本宮用、四基は若宮用
で、後者はわずかに形体が小柄で手法もやや簡略に
なっている。

県
無形民俗
文化財

御霊神社の面掛行列
ごりょうじんじゃのめんかけ
ぎょうれつ

S51.10.19 鎌倉市
鎌倉市坂ノ下
御霊会

９月１８日
S46.3.30県無
形文化財指定

同社の祭典で氏子達が明治五年銘の十種類の異様
な仮面を掛けて行道する。明治維新前まで鶴岡八幡
宮の祭礼に加わっていた。

国 史跡 日野俊基墓 ひのとしもとはか S2.4.8 鎌倉市 梶原字六本松 鎌倉市
後醍醐天皇につかえた公家で鎌倉幕府打倒計画に加
わり、元弘二年に討たれた日野俊基の墓とされる。

国 史跡 浄光明寺境内・冷泉為相墓
じょうこうみょうじけいだい・れ
いぜいためすけはか

S2.4.8 鎌倉市 扇ガ谷

H19.2.6追加
指定及び名称
変更
H21.7.23追加
指定及び一部
解除

浄光明寺は鎌倉中期創建の北条氏、足利氏ゆかりの
寺院で、その境内は14世紀作成の重要文化財「浄光
明寺敷地絵図」に描かれた鎌倉時代の景観を良くとど
めている。冷泉為相墓は同境内に位置し、鎌倉歌壇を
隆盛に導いた、歌道の由緒の地である。平成19年2月
6日に既指定の冷泉為相墓に浄光明寺の境内域を追
加指定し、名称を変更した。

国 史跡 極楽寺境内・忍性墓
ごくらくじけいだい・にんしょう
のはか

S2.4.8 鎌倉市 極楽寺

H20.3.28追加
指定及び名称
変更、
H20.7.28追加
指定

極楽寺は中世鎌倉を代表する寺院の一つで、京鎌倉
往還の鎌倉側の入り口に位置し、交通路の支配と防
御の拠点となった寺院。貧民救済で名高い忍性が活
動の拠点とした。忍性墓は安山岩製総高357.3センチ
メートルの大五輪塔。地輪から忍性と慈済の銘文のあ
る納骨器が出土した。

国 史跡 伝上杉憲方墓 でんうえすぎのりかたのはか S2.4.8 鎌倉市 極楽寺 鎌倉市
極楽寺支院西方寺跡にある。墳墓堂跡かと思われる
石囲の構造物のまわりに七層塔他が並ぶ。

国 史跡 稲村ヶ崎（新田義貞徒渉伝説地）
いなむらがさき(にったよしさ
だとしょうでんせつち)

S9.3.13 鎌倉市 稲村ガ崎 鎌倉市

元弘三年、新田義貞が鎌倉攻めの際、汐の引くことを
祈って太刀を海中に投じたという伝説の地。

国 史跡 若宮大路 わかみやおおじ S10.6.7 鎌倉市
小町、御成町、
由比ガ浜

鎌倉市
H18.1.26追加
指定

寿永元年源頼朝が造らせた鶴岡八幡宮の参道。社前
から由比ヶ浜へ一直線に走る道路である。海岸橋交
差点から三の鳥居までの道路敷、歩道敷が追加指定
された。

国 史跡 浄智寺境内 じょうちじけいだい S41.2.28 鎌倉市 山ノ内
鎌倉五山第四位。境内はもと、谷全体だったと思われ
るが、現在伽藍は総門、鐘楼門、仏殿、庫裡のみ。

国 史跡 寿福寺境内 じゅふくじけいだい S41.3.22 鎌倉市 扇ガ谷
H20.7.28追加
指定

鎌倉五山第三位。源義朝の邸跡といわれる。境内の
やぐらには、源実朝、政子の墓と伝えられる五輪塔が
ある。

国 史跡 永福寺跡 ようふくじあと S41.6.14 鎌倉市 二階堂
H20.7.28追加
指定

建久三年（1192）、源頼朝が平泉の中尊寺、毛越寺を
まねて造った寺。平泉的仏堂が広い池に東面してい
たと思われる。
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鎌倉市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 史跡 建長寺境内 けんちょうじけいだい S41.9.12 鎌倉市 山ノ内
H19.7.26追加
指定

13世紀中期に創建された我が国最初の禅宗専門道
場で、鎌倉五山の第一位。禅宗式伽藍配置を鎌倉で
もっともよく残している。仏殿前の柏槇（びゃくしん）は
古図にもある。

国 史跡 浄妙寺境内 じょうみょうじけいだい S41.11.2 鎌倉市 浄明寺
鎌倉五山第五位。文治四年足利義兼創建の極楽寺を
改称したと伝える。塔頭20を数えたがすべて廃絶し
た。

国 史跡 円覚寺境内 えんがくじけいだい S42.4.24 鎌倉市 山ノ内、大船
鎌倉五山の第二位。中国の径山の伽藍配置を学び、
三門、仏殿が一直線上にならぶ禅宗様伽藍配置を残
す。

国 史跡 鶴岡八幡宮境内
つるがおかはちまんぐうけい
だい

S42.4.24 鎌倉市
雪ノ下、小町、
材木座

H17.8.29追加
指定

源頼義が由比の郷に石清水八幡宮を勧請し、頼朝が
現在地に移した。武家の尊崇厚く、院房も２５を数え
た。三方堀及び源氏池部分が追加指定されている。

国 史跡 覚園寺境内 かくおんじけいだい S42.6.22 鎌倉市 二階堂
北条義時が建立した薬師堂を前身とする。開基は北
条貞時。足利尊氏が再興した。

国 史跡 亀ヶ谷坂 かめがやつざか S44.6.5 鎌倉市 山ノ内、扇ガ谷
鎌倉七口の一つ。長寿寺の谷からくの字に折れて急
な下り坂になり亀ヶ谷に入る道である。

国 史跡 巨福呂坂 こぶくろざか S44.11.29 鎌倉市 雪ノ下
鶴岡八幡宮石段下を北西に一直線に進む道で、聖天
社を左にみて山裾を進む坂路になっている。

国 史跡 仮粧坂 けはいざか S44.11.29 鎌倉市
扇ガ谷、山ノ内、
梶原、佐助

H19.7.26追加
指定
H21.7.23追加
指定及び一部
解除

鎌倉七口の一つ。鎌倉と武蔵、上野を結んだ街道の
切通道で、坂上の平場は繁華な商業地区でもあり、刑
場、葬送の場でもあった。　葛原が岡神社のある尾根
から梅ヶ谷へ下るＳ字形に山腹を切りわった坂路に
なっている。

国 史跡 瑞泉寺境内 ずいせんじけいだい S46.11.8 鎌倉市 二階堂
H20.3.28追加
指定

夢窓疎石が開山の中世鎌倉を代表する寺院の一つ
で、関東十刹の一つでもある。仏殿背後の庭園は夢
窓疎石が築いたと伝えられる。

国 史跡 大仏切通 だいぶつきりどおし S52.8.10 鎌倉市
長谷、常盤、笛
田

鎌倉市
H2.3.29追加
指定及び一部
解除

鎌倉七口の一つ。鎌倉防衛を考慮した当時の名残と
思われる切通路のくりかえしがよく旧状を残している。

国 史跡 北条氏常盤亭跡 ほうじょうしときわのていあと S53.12.19 鎌倉市 常盤
大仏切通附近の常磐の地は、北条一族の邸宅の跡と
云われてきたが、発掘で遺構が確認された。

国 史跡 明月院境内 めいげついんけいだい S59.2.9 鎌倉市 山ノ内
明月院は鎌倉十刹の一つ禅興寺の塔頭で、その境内
は旧規をよく今に伝える。

国 史跡 東勝寺跡 とうしょうじあと H10.7.31 鎌倉市 小町 鎌倉市
北条一族が自刃した鎌倉幕府滅亡の地として、歴史
上重要である。
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国 史跡
法華堂跡（源頼朝墓・北条義時
墓）

ほっけどうあと（みなもとのよ
りとものはか・ほうじょうよしと
きのはか）

S2.4.8
(法華堂

跡)
S2.6.14
(源頼朝

墓)

鎌倉市
西御門二丁目・
雪ノ下

鎌倉市

H12.1.31源頼
朝墓と法華堂
跡を統合し新
たに指定
H18.7.28北条
義時墓を追加
指定し、名称
変更

鎌倉大倉幕府跡の背後の山稜部に営まれた、幕府の
創始者の源頼朝と２代執権北条義時の墳墓堂・墓所
の跡で、幕府を守護する、精神的な拠り所となった宗
教施設として重要。

国 史跡 鎌倉大仏殿跡 かまくらだいぶつでんあと H16.2.27 鎌倉市
長谷四丁目、五
丁目

鎌倉時代中頃に鎌倉幕府が関東鎮護の寺院として造
営した中世寺院跡であり、大仏の鋳造過程を示す遺
構及び大仏殿建物跡の遺構などが良好に遺存してお
り、幕府の宗教政策を示す遺跡としても重要。

国 史跡 荏柄天神社境内 えがらてんじんしゃけいだい H17.7.14 鎌倉市 二階堂字荏柄

武家政権の守護神として、鶴岡八幡宮とともに信仰さ
れた詩歌信仰の中心であった神社である。

国 史跡 仏法寺跡 ぶっぽうじあと H18.7.28 鎌倉市
極楽寺一丁目、
坂ノ下

鎌倉市

鎌倉幕府、北条氏の支援のもとで陸上・海上交通を支
配した極楽寺の有力末寺の寺院跡で、元弘の鎌倉攻
めの激戦地の一つでもあり、都市周縁部の葬送、供
養関係の遺構も良好に残されている。

国 史跡 一升桝遺跡 いっしょうますいせき H19.2.6 鎌倉市
極楽寺二丁目、
同四丁目

鎌倉市

鎌倉の西側山稜部の交通路を守る、方形の土塁で囲
まれた、鎌倉時代の防衛施設の跡で、遺存状態も良
好。北条氏の交通路支配、寺院と交通路管理の関連
性等、中世都市鎌倉の特徴を考える上で重要。

国 史跡 大町釈迦堂口遺跡
おおまちしゃかどうぐちいせ
き

H22.8.5 鎌倉市 大町

総数64基のやぐらと、13～14世紀に造成された平場
の建物等の遺構が、一体で遺存している数少ない貴
重な場所であり、鎌倉において宗教的な目的で行わ
れたと考えられる谷戸の開発と祭祀信仰のあり方を知
る上で重要。

国 史跡 名越切通 なごえきりどおし S41.4.11
逗子市・鎌

倉市

逗子市小坪、同
久木、鎌倉市大
町

S56.10.13､
S58.11.26、
H20.7.28、
H21.7.23追加
指定

鎌倉七口の一つ。山腹路と切通路を組み合せ、800
メートルにおよぶ切岸を伴い、一大要塞をなす。

国 史跡 和賀江嶋 わかえのしま S43.10.14
鎌倉市・逗

子市

鎌倉市材木座、
逗子市小坪及び
海面

鎌倉市・
逗子市

H18.1.26追加
指定

貞永元年、往阿弥陀仏の言を入れ北条泰時以下が協
力し、一ヶ月を費やして造った築港の跡である。既指
定地西側及び北側の海面部分が追加指定された。

国 史跡 朝夷奈切通 あさいなきりどおし S44.6.5
横浜市・鎌

倉市

横浜市金沢区朝
比奈町、鎌倉市
十二所

H15.8.27、
H19.7.26、
H20.7.28追加
指定

13世紀中期に執権北条泰時によって開削された。鎌
倉七口の一つで最も高く峻険である。鎌倉と外港・六
浦津を結ぶ重要交通路であり、防禦施設の名残も残
されている。

県 史跡 段葛 だんかづら S30.8.30 鎌倉市 雪ノ下
若宮大路の中央に一段高く土盛りをしてある参詣道。
現在は二の鳥居までで終わっている。
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県 史跡 百八やぐら（覚園寺） ひゃくはちやぐら（かくおんじ） S36.7.4 鎌倉市 二階堂
鎌倉時代後半から室町時代にかけて山腹に営造され
た中世墳墓窟。150穴を数える。

国
名勝及び

史跡
建長寺庭園 けんちょうじていえん S7.7.23 鎌倉市 山ノ内

史跡建長寺境
内の内

鎌倉五山の第一。禅宗式伽藍配置を鎌倉でもっともよ
く残している。仏殿前の柏槇は古図にもある。当該物
件を含む建長寺境内は、史跡としても国の指定を受け
ている。

国
名勝及び

史跡
円覚寺庭園 えんがくじていえん S7.7.23 鎌倉市 山ノ内

史跡円覚寺境
内の内

鎌倉五山の第二。中国の径山の伽藍配置を学び、三
門、仏殿が一直線上にならぶ禅宗様伽藍配置を残
す。当該物件を含む円覚寺境内は、史跡としても国の
指定を受けている。

国 名勝 瑞泉寺庭園 ずいせんじていえん S46.11.8 鎌倉市 二階堂
H20.3.28
追加指定

史跡瑞泉寺境
内の内

関東十刹の一つ。仏殿背後の庭園は夢窓疎石が築い
たと伝えられ、発掘整備された。当該物件を含む瑞泉
寺境内は、史跡としても国の指定を受けている。

国
登録
有形

鎌倉国宝館本館
かまくらこくほうかんほんか
ん

H12.4.28 鎌倉市
鎌倉市雪ノ下2-
1051-2

鎌倉市 昭和３年 ＲＣ２

鉄筋コンクリートによる高床式校倉風建築で、中世の
禅宗様の建築様式がコンクリートで再現されるなど近
代的な技法により和風表現がされている。

国
登録
有形

鎌倉文学館本館
かまくらぶんがくかんほんか
ん

H12.4.28 鎌倉市
鎌倉市長谷1-
215

鎌倉市 昭和11年 ＲＣ・木造３

もと加賀藩主の家系、前田利為侯爵・陸軍大将の別
荘として建てられた、鎌倉に現存する戦前に建てられ
た最大の洋風邸宅建築。

国
登録
有形

鎌倉市長谷子ども会館洋館
かまくらしはせこどもかいか
んようかん

H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 長 谷 1-
227-32

鎌倉市 明治41年 木造二階建

国
登録
有形

鎌倉市長谷子ども会館蔵
かまくらしはせこどもかいか
んくら

H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 長 谷 1-
227-32

鎌倉市 明治41年 木造平屋建

国
登録
有形

旧華頂家住宅主屋
きゅうかちょうけじゅうたくしゅ
おく

H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市浄明寺2-
486-1他

鎌倉市 昭和４年
木造地上三階
地下一階建

端正なつくりのハーフ・ティンバー風の洋風住宅建築。

国
登録
有形

三河屋本店店舗兼住宅
みかわやほんてんてんぽけ
んじゅうたく

H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市雪ノ下1-
270-1他

個人 昭和２年 木造二階建

国
登録
有形

三河屋本店蔵 みかわやほんてんくら H18.10.18 鎌倉市
鎌倉市雪ノ下1-
270-1他

個人 昭和２年 木造平屋建

国
登録
有形

寸松堂主屋 すんしょうどうしゅおく H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 笹 目 町
292-1他

個人 昭和11年 木造二階建

国
登録
有形

寸松堂蔵 すんしょうどうくら H18.10.18 鎌倉市
鎌 倉 市 笹 目 町
292-1他

個人 昭和11年 土蔵造二階建

国
登録
有形

かいひん荘鎌倉洋館（旧村田家
住宅洋館）

かいひんそうかまくらようか
ん（きゅうむらたけじゅうたくよ
うかん）

H21.8.7 鎌倉市
鎌倉市由比ガ浜
4-1185-2

鎌倉興業株式
会社

大正13年/昭和49年
頃・昭和57年改修

木造２階建/
スレート葺一
部銅板葺

富士製紙の社長村田一郎の住宅として建てられ、昭
和27年から旅館となっている。腰折屋根やベイウイン
ドウが特徴の瀟洒な建物で、室内意匠も優れている。

洋館は、随所に技巧を凝らした華麗な造形意匠を見
せる。蔵は洋館との統一感を意識した洋風の外観で
ある。

若宮大路に面する。店舗兼住宅は正面に長大な差鴨
居を渡す重厚なつくりで、北側後方に木造の蔵を配す
る。

主屋は、寺院風意匠と城郭風意匠とを巧みに採り入
れた商店建築で、北東隅には土蔵造２階建の蔵を配
する。
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国
登録
有形

田丸家住宅主屋 たまるけじゅうたくしゅおく H23.1.26 鎌倉市
鎌倉市扇ガ谷2-
254-1

個人
大正７年／昭和３年・
昭和35年・昭和45年
改修

木造平屋一部
二階建、ス
レート葺

木造平屋の簡素で軽快な洋風建築。屋根は南北棟を
中心に東西棟を十字に架ける複雑な外観の切妻屋根
となっている。また、外壁を下見板張としている点や開
口部枠周りの強調、漆喰が塗られた妻面とその下部
の板張部分の対比など、細部において洋館らしさを強
調する意匠が用いられている。

国
登録
有形

髙﨑家住宅主屋 たかさきけじゅうたくしゅおく H23.1.26 鎌倉市
鎌倉市山ノ内字
藤源治942-1

個人
昭和５年／平成19年
改修

木造二階建、
瓦葺

木造二階建て切妻造、洋室付属型の和風住宅。昭和
初期においては洋間部分の外壁にも洋風のデザイン
を施すのが通例な中で、左右対称形の大屋根を架
け、妻面に下屋と庇を２段に付けることで、住宅の外
観を和風としている点に特徴がある。一方で、間取り
は昭和初期における中流住宅の典型となっている。

国
登録
有形

檑亭本館 らいていほんかん H25.12.24 鎌倉市
鎌倉市鎌倉山3-
1815-5他

個人
昭和４年／昭和５年
増築／昭和44年改修

木造及び鉄筋
コンクリート造
平屋建一部地
階付／瓦葺

国
登録
有形

檑亭山門 らいていさんもん H25.12.24 鎌倉市
鎌倉市鎌倉山3-
1815-5

個人
明和７年（1770）／昭
和６年移築

木造／瓦葺／
間口3.2メート
ル

国
登録
有形

坂井家住宅和館 さかいけじゅうたくわかん H26.10.7 鎌倉市 鎌倉市扇ガ谷
公益財団法人
鎌倉風致保存
会

昭和２年／昭和16年
頃改修

木造２階建／
瓦葺

扇ガ谷の奥寄りに坂井英太郎の鎌倉別邸として建築
された。木造二階建で、南に面して建ち、正面東寄り
に玄関を構え、背面東寄りに家政部を張出す。南面の
開口を広めて採光するほか、玄関や取次の間、背面
廊下を広めに作り、家政部分にも配慮がみられる別
邸建築。

国
登録
有形

坂井家住宅洋館 さかいけじゅうたくようかん H26.10.7 鎌倉市 鎌倉市扇ガ谷
公益財団法人
鎌倉風致保存
会

昭和２年
木造２階建／
スレート葺

和館の南東隅に接続して建つ木造二階建の建物。敷
地の高低差を利用し、洋館の二階に和館の一階を接
続する。外壁はモルタル塗リシン吹付とし、二階出窓
の上下に見切を入れるなど、和館と対照的に見せる。
二階を洋風の応接室として、洋館併設住宅の特徴を
伝える。

国
登録
有形

日高家住宅主屋 ひだかけじゅうたくしゅおく H28.2.25 鎌倉市
鎌倉市腰越五丁
目

個人 昭和６年
木造２階建、
銅板葺

国
登録
有形

日高家住宅門及び塀
ひだかけじゅうたくもんおよび
へい

H28.2.25 鎌倉市
鎌倉市腰越五丁
目

個人 昭和７年頃

門　石造、間
口3.3ｍ　塀
石造、延長21
ｍ

国
登録
有形

神霊教鎌倉錬成場霊源閣
しんれいきょうかまくられんせ
いじょうれいげんかく

H28.11.29 鎌倉市
鎌倉市長谷三丁
目

宗教法人神霊
教

大正７年/
昭和31年増築

木造平屋建/
瓦葺一部銅板
葺

国
登録
有形

神霊教鎌倉錬成場待合
しんれいきょうかまくられんせ
いじょうまちあい

H28.11.29 鎌倉市
鎌倉市長谷三丁
目

宗教法人神霊
教

昭和31年頃
木造平屋建/
銅板葺

国
登録
有形

神霊教鎌倉錬成場練塀
しんれいきょうかまくられんせ
いじょうねりべい

H28.11.29 鎌倉市
鎌倉市長谷三丁
目

宗教法人神霊
教

昭和31年頃
土塀/瓦葺/延
長16m

国
登録
有形

神霊教鎌倉錬成場門
しんれいきょうかまくられんせ
いじょうもん

H28.11.29 鎌倉市
鎌倉市長谷三丁
目

宗教法人神霊
教

昭和31年頃
木造/銅板葺/
間口1.8ｍ

檑亭は、現在、和風レストランとして活用されている。
もとは、事業家の別荘として建築されたもので、民家
の古材を用い、洋間にステンドグラスを飾って、和洋
の意匠を混交させている。山門は、禅宗様意匠を取り
入れた四脚門である。

日高家住宅は、建築家・日高胖（ゆたか）の自邸であ
る。主屋は、通風や採光など住環境への工夫がみら
れ、和洋の多様な意匠を取り入れた設計となる。大谷
石を積んだ門及び塀とともに登録する。

実業家で衆議院議員も務めた山本条太郎の別荘とし
て建てられた。霊源閣は、表千家残月亭を意識した意
匠を随所に備えるなど、上質な近代数寄屋建築。待合
等は所有者が変わって後に建てられたものであるが、
侘びた風情を見せ、一連の景観を見せている。
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鎌倉市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

鎌倉市立御成小学校旧講堂
かまくらしりつおなりしょう
がっこうきゅうこうどう

H29.6.28 鎌倉市 鎌倉市御成町 鎌倉市 昭和８年
木造平屋建／
鋼板葺

校舎とともに鎌倉御用邸跡地に建設された木造平
屋建の建物で、戦前の鎌倉における小学校建築の
唯一の遺構である。入母屋造の屋根に２箇所の塔
屋を設け、内外に和洋の要素を併せ持つ希少な大
規模講堂である。

国
登録
有形

鎌倉市吉屋信子記念館主屋
かまくらしよしやのぶこきね
んかんしゅおく

H29.6.28 鎌倉市 鎌倉市長谷一丁目鎌倉市 昭和37年

木造一部コン
クリートブロッ
ク造平屋建、
スレート葺

国
登録
有形

鎌倉市吉屋信子記念館門及び塀
かまくらしよしやのぶこきね
んかんもんおよびへい

H29.6.28 鎌倉市 鎌倉市長谷一丁目鎌倉市 昭和37年頃 木造、瓦葺

国
登録
有形

吉岡家住宅主屋 よしおかけじゅうたくしゅおく H29.6.28 鎌倉市
鎌倉市由比ガ浜
一丁目

個人 昭和５年
木造２階建、
スレート葺

ラジオ商店舗のショールームのための別館として
建築された木造二階建の建物である。一階のステ
ンドグラス、二階の床廻りや天井に様々な意匠を
織り交ぜた特徴的な住宅建築である。

国
登録
有形

旧吉原家別邸主屋
きゅうよしわらけべってい
しゅおく

R1.12.5 鎌倉市 鎌倉市佐助 個人
昭和８年頃／平成
５年改修

鉄筋コンク
リート造及
び木造地上
二階地下一
階建、ス
レート葺

木造二階建て、寄棟造スレート葺で、庭側に半円
半面のサンルームを張出し、外壁はプラスター塗
とスクラッチタイルで仕上げる。和洋折衷の形式
を持つ別荘建築。

国
登録
有形

旧田島屋材木店（古民家スタジ
オ・イシワタリ）主屋

きゅうたじまやざいもくて
ん（こみんかすたじお・い
しわたり）しゅおく

R1.12.5 鎌倉市 鎌倉市長谷 個人
昭和２年／昭和30
年代増築

木造二階
建、瓦葺一
部銅板葺

元材木店の店舗兼住宅。通りの北側敷地に建つ木
造２階建てで、木材商の建築らしく軸部堅牢で良
材を多用する。変容著しい長谷周辺において昭和
初期の様相を伝える希少な遺構。

国
登録
有形

旧田島屋材木店（古民家スタジ
オ・イシワタリ）門及び塀

きゅうたじまやざいもくて
ん（こみんかすたじお・い
しわたり）もんおよびへい

R1.12.5 鎌倉市 鎌倉市長谷 個人 昭和２年
（門）木造
（塀）木
造、瓦葺

門は約20センチメートル角の門柱一対に板戸引違
とし、袖塀は竪板張で笠木を載せる。塀は腰高の
コンクリート基礎に竪板張の板塀をたてて銅板葺
とする、瀟洒な屋敷構えを創る門塀。

国
登録
有形

田中・大野邸主屋 たなか・おおのていおもや R2.4.3 鎌倉市 鎌倉市扇ガ谷 個人 昭和７年
木造平屋
建、瓦葺

扇ガ谷の谷筋奥の敷地に建つ瀟洒な住宅。外壁は
下見板張で上下窓を並べ、フランス瓦を葺くなど
洋風でまとめる。平面は16坪の広い居間を中心と
したＨ字形で、東に書斎や寝室、西に応接間、食
堂、水回りを配する。戦前の鎌倉市における閑静
な住環境を伝える。

国
登録
有形

旧太田家住宅主屋（宝善院三摩
耶庵）

きゅうおおたけじゅうたく
おもや（ほうぜんいんさん
まやあん）

R2.8.17 鎌倉市 鎌倉市腰越
宗教法人宝善
院

昭和11年、
昭和16年増築

木造平屋一
部二階建、
瓦葺

宝善院境内地に建つ木造の和洋折衷住宅。木造平
屋一部二階建、寄棟造瓦葺で、中廊下の南を和室
とし、南側の庭園に面して広縁を設ける。南西隅
に洋風の外観で玄関ポーチや洋室を配し、和洋の
意匠を巧みに配合する。

国
登録
有形

材木座公会堂 ざいもくざこうかいどう R2.8.17 鎌倉市 鎌倉市材木座
一般社団法人
材木座自治連
合会

大正７年、
平成９年頃改修

木造平屋一
部二階建、
金属板葺

町民や別荘地の住民の寄付で建設した集会所兼防
災施設。通り沿いの敷地に西面して建ち、敷地の
南西隅に防火水槽を設置する。木造平屋一部二階
建、入母屋造金属板葺である。内部は広い一室の
集会所で東面に床を構える。地域の集会所として
現在も利用されている。

建築家　吉田五十八(いそや)が設計した吉屋信子
の三軒目の自邸である。主屋は平屋建で、平面計
画、内法材を減らし床レベルに工夫を凝らす点な
ど、和風要素を巧みに取り入れた、当該建築家の
数寄屋住宅の特徴をよく示す。特色ある意匠の門
及び塀ともに保存を図る。

55



鎌倉市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

旧川喜多家別邸（石島家住宅）
主屋

きゅうかわきたけべってい
（いしじまけじゅうたく）
おもや

R3.2.4 鎌倉市 鎌倉市雪ノ下
株式会社石島
企画

昭和17年頃／
平成６年改修

木造二階一
部平屋建、
石綿セメン
ト板葺一部
鉄板葺

実業家川喜多長政の別邸。木造二階建の洋館で、
玄関は北東隅に半円アーチの開口をつくりポーチ
とする。内部は南側を主要居室にあてる。モルタ
ル仕上の壁面と白の窓枠に特徴付けられた瀟洒な
外観は、戦前の鎌倉の住宅のたたずまいを伝え
る。

国
登録
有形

湯浅物産館 ゆあさぶっさんかん R3.2.4 鎌倉市 鎌倉市雪ノ下 個人 昭和11年
木造二階
建、鉄板葺

若宮大路に東面して建つ二階建の看板建築。間口
六間、奥行十一間半で、店の奥にトップライト付
きの吹抜けを設けた近代的なつくりとする。正面
はスクラッチタイル貼とし、二階に六連の額縁飾
付半円アーチ窓を配して意匠を凝らし、街路景観
に彩りを添える。

国
登録
有形

本覚寺本堂 ほんがくじほんどう R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

大正12年
木造平屋
建、瓦葺

若宮大路の東に位置する日蓮宗寺院。本堂は、境
内中央西寄りに東面し、桁行七間、梁間七間、入
母屋造桟瓦葺で、正面に軒唐破風の向拝を付す。
日蓮宗の伝統的平面ながら、小屋組はトラスとし
て軽量化を図る。関東大震災を乗り越えた十代伊
藤平左衛門による本堂。

国
登録
有形

本覚寺客殿 ほんがくじきゃくでん R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和５年
木造平屋
建、瓦葺

本堂の南東に北面する。入母屋造桟瓦葺の東西棟
で、北面東寄りに入母屋造妻入の式台玄関を付
し、銅板葺の庇を三方に巡らす。内部は十畳の座
敷を三室並べ、西側を上座敷として床構えを設け
る。関東大震災後の再建で、伽藍中枢の景観をつ
くる広壮な客殿。

国
登録
有形

本覚寺庫裏 ほんがくじくり R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和前期
木造平屋
建、瓦葺

客殿の東に北面する。切妻造桟瓦葺の東西棟で、
北面西寄りに入母屋造妻入の玄関を付す。内部は
四室を田の字に配し、南西間を床付き座敷とし、
南西面に矩折に廊下が廻る。関東大震災後の再建
で、床下や軸部に古材を転用し、伽藍復興の様相
を伝える。

国
登録
有形

本覚寺分骨堂 ほんがくじぶんこつどう R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和５年
木造平屋
建、瓦葺

本堂の北に東面し、日蓮上人の分骨を納める廟
堂。桁行一間、梁間一間の身舎に裳階を付し、屋
根は宝形造桟瓦葺。内部は身舎内の須弥壇は彩色
塗装で荘厳し、後方壇に分骨を納める多宝小塔を
安置。関東大震災後の再建で、伽藍中枢に雄大な
景観を形成する。

国
登録
有形

本覚寺鐘楼 ほんがくじしょうろう R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和６年 木造、瓦葺

本堂の北東に位置する。桁行一間、梁間一間、入
母屋造桟瓦葺で石積基壇上に建つ。四隅の円柱を
腰貫、飛貫、虹梁型頭貫で固め、上部は干支透彫
欄間で飾る。組物は出組で軒は二軒繁垂木。関東
大震災後の再建で、寺院の歴史的景観をつくる装
飾豊富な鐘楼。

国
登録
有形

本覚寺手水舎 ほんがくじてみずや R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和前期
木造、銅板
葺

本堂の東に位置する。桁行一間、梁間一間、切妻
造銅板葺。四隅に几帳面取角柱を建て虹梁型頭貫
を渡し、獏、唐獅子彫刻の木鼻を架ける。柱上は
枠肘木を載せて虹梁を架け、欄間を龍や鳳凰の彫
刻で飾る。小規模ながら質の高い彫刻で華やかに
飾る手水舎。

国
登録
有形

本覚寺楼門 ほんがくじろうもん R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

安政２年（1855）
／明治９年移築・
平成25年改修

木造二階
建、瓦葺

夷堂橋西詰にある伽藍東辺の門。桁行三間、梁間
二間、入母屋造桟瓦葺で二軒繁垂木、組物は出三
斗、中備は間斗束とする。下層両脇間に金剛力士
像を安置する。上層は一室の板敷、鏡天井とす
る。寺院の主要な表構えをつくり、滑川沿いの歴
史的景観を形成する。
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指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

本覚寺大門 ほんがくじおおもん R4.10.31 鎌倉市 鎌倉市小町
宗教法人本覚
寺

昭和前期 木造、瓦葺

本堂北の小路に開く門。一間一戸の高麗門で門扉
を省略する。切妻造桟瓦葺、両側面に袖壁を付
す。軸部は円柱の親柱を立てて内法に梁を渡し、
二段の絵様肘木で丸桁を支持する。袖壁は腰を板
壁、腰貫上を縦格子窓。境内北辺を画し、寺院の
風格を示す木太い門。

国
登録
有形

本多家住宅（旧中上川家住宅）
主屋

ほんだけじゅうたく（きゅ
うなかみがわけじゅうた
く）おもや

R5.2.27 鎌倉市 鎌倉市小町 個人
昭和４年／同前
期・同29年頃改修

木造二階
建、瓦葺

鎌倉市小町の滑川西岸に位置する近代和風住宅。
二階建入母屋造桟瓦葺、南西に平屋建の離れを付
して全体にL字を呈する。北面中央を玄関とし、
内部は中廊下を通して和洋室を配し、二階南面に
ガラス屋根のサンルームを付す。鎌倉の旧別荘地
に残る良質な住宅。

国
登録
有形

旧神奈川県営湘南水道鎌倉加圧
ポンプ所

きゅうかながわけんえい
しょうなんすいどうかまく
らかあつぽんぷじょ

R6.8.15 鎌倉市 鎌倉市長谷
熊沢酒造株式
会社

昭和11年／昭和40
年、令和４年改修

鉄筋コンク
リート造平
屋一部二階
建

大仏隧道鎌倉口に建ち、上水を加圧送水したポン
プ所。鉄筋コンクリート造平屋建、外壁スクラッ
チタイル貼、腰を人造石とし縦長窓と単窓を並べ
る。内部は矩形平面で北寄りを二層とし、階段廻
りを幾何学的意匠で飾る。簡明な構成で入口等要
所の意匠を凝らす。

国
登録
有形

旧鎌倉図書館 きゅうかまくらとしょかん R6.8.15 鎌倉市 鎌倉市御成町 鎌倉市
昭和11年／令和５
年改修

木造二階
建、瓦葺

市役所東側の敷地に南面して建つ。木造二階建の
外観は一、二階通しの柱形を付し縦長窓を多用。
腰は緑青釉薬スクラッチタイル貼、懸魚を付した
大きな切妻屋根を架ける。階段柱にはアールデコ
調意匠をあしらう。シンプルな和洋折衷意匠が特
徴的な図書館建築。

国 R5.2.27 鎌倉市小町 個人
昭和29年／平成10
年改修

木造、瓦葺

敷地北面に位置する門及び塀。設計は狩野春一。
門は親柱の前後に控え柱を建てて棟木と母屋を受
け、屋根は切妻造桟瓦葺。間口は西寄りに二分
し、東を両開戸、西を潜戸とする。塀は真壁造と
し壁は漆喰仕上げで腰は縦板張。屋敷の表を整え
る洗練された門と塀。

登録
有形

本多家住宅（旧山本家住宅）門
及び塀

ほんだけじゅうたく（きゅ
うやまもとけじゅうたく）
もんおよびへい

鎌倉市
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藤沢市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
宝

絵画
絹本著色　一遍上人絵伝　法眼
圓伊筆

けんぽんちゃくしょく　いっぺ
んしょうにんえでん　ほうげん
えんいひつ

12巻 S27.3.29 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺
正安元年聖戒の奥書
がある

鎌倉時代。生涯の大半を諸国の遊行に費やし踊念仏
をするなど、布教につとめた時宗の開祖の一遍上人
の行状を詳しく図絵したものである。

国 絵画 絹本著色　後醍醐天皇御像
けんぽんちゃくしょく　ごだい
ごてんのうおんぞう

１幅 M33.4.7 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺

室町時代。画面上部に三社明神号を記し、冠をつけ、
礼服上に袈裟をまとって、五鈷鈴を手に持つ異形の
画。

国 絵画 絹本著色　一向上人像
けんぽんちゃくしょく　いっこう
しょうにんぞう

１幅 S34.6.27 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺
S29.7.27県指
定

南北朝時代。粗衣をまとって遊行念仏している姿を、
いきいきとした描線で写実的に描いた優品。

県 絵画 絹本著色　二河白道図
けんぽんちゃくしょく　にか
びゃくどうず

１幅 S28.12.22 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺
室町時代。善導大師が願往生心をすすめる二河白道
の喩えを描いた浄土教の比喩画。

県 絵画 紙本著色　遊行上人縁起絵巻
しほんちゃくしょく　ゆぎょう
しょうにんえんぎえまき

10巻 S57.2.9 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺

室町時代。宗俊によって編集された十巻本の系統に
属する。１～４巻に一遍、５～10巻に他阿の事跡を描
く。

県 絵画 絹本著色　一遍上人像
けんぽんちゃくしょく　いっぺ
んしょうにんぞう

１幅 H7.2.14 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺

鎌倉時代の作。数多い一遍上人像の中で最も有名な
作品。

県 絵画 紙本墨画淡彩　一遍上人像
しほんぼくがたんさい　いっ
ぺんしょうにんぞう

１幅 H7.2.14 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺

室町時代の作。阿弥衣に横線を重ねて描き、衣の質
感をだす工夫がされている。

国 彫刻 木造　薬師如来坐像 もくぞう　やくしにょらいざぞう １躯 S2.4.25 藤沢市
養命寺
（城南4-10-35）

養命寺
鎌倉時代（胎内に建久８年の墨書銘）。この地方でつく
られたものと思われ、粗放かつ素朴な像である。

国 彫刻 木造　弁才天坐像
もくぞうさいしき　べんざいて
んざぞう

１躯 R1.7.23 藤沢市
江島神社（江の
島2-3-8）

江島神社
S28.12.22
県指定

鎌倉時代。寄木造。宋風彫刻の影響を受け複雑な衣
文を巧みにまとめている。八臂弁才天坐像としては、
もっとも古い例に属する。

県 工芸
太刀　銘　肥前国佐賀住河内大
掾藤原正広作

たち　めい　ひぜんのくにさ
がじゅうかわちだいじょうふじ
わらまさひろさく

１口 S33.1.14 藤沢市
江島神社（江の
島2-3-8）

江島神社
裏　正保四年八月吉
日　施主　鍋島大（以
下不明）

江戸時代。雄大（刃長93.9センチメートル）な姿に思い
切った皆焼刃を焼く。社伝では鍋島甲斐守の奉納とい
う。

県 工芸 わきざし　銘　相州住秋広
わきざし　めい　そうしゅう
じゅうあきひろ

１口 S34.3.6 藤沢市
木村美術館
（湯河原町鍛冶
屋651）

個人
裏　貞治三年十二月
日

南北朝時代。平造身幅広く真の棟、先反りの寸延姿
のわきざしで、棒樋が彫られている。

県 工芸 銅鐘（清浄光寺） どうしょう（しょうじょうこうじ） １口 H2.2.13 藤沢市
清浄光寺（西富
１-８-１）

清浄光寺
南北朝時代（銘に延文六年）。物部光連の作品。

国
書跡・
典籍・
古文書

時衆過去帳　僧衆・尼衆
じしゅうかこちょう　そうしゅ
う・にしゅう

２帖 S29.3.20 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺

鎌倉時代～江戸時代。僧衆、尼衆の二冊からなり別
名「往古之過去帳」といわれる時宗に特有の過去帳で
ある。

国
書跡・
典籍・
古文書

六時居讃
安食問答

ろくじいさん　あんじきもんど
う

１帖
１帖

S29.3.20 藤沢市
清浄光寺（西富
1-8-1）

清浄光寺
指定は２帖で
１件

鎌倉時代。六時居讃は一日を六時に分け、簡潔な和
讃、安食問答、逐条問答体で書いた時宗の聖典であ
る。

県
書跡・
典籍・
古文書

紙本墨書　岩本院文書
しほんぼくしょ　いわもといん
もんじょ

１帖
50巻

S50.2.7 藤沢市 個人

鎌倉時代～江戸時代。岩本院は江ノ島の本宮をあず
かる一山の総別当であった。ここに主に後北条関係を
中心とした中世文書三十六通、近世文書三七〇通の
各古文書である。

国
考古
資料

壺形土器 つぼがたどき １箇 S41.6.11 藤沢市 個人
東京都大田区久ケ原
町出土

S49.6.8名変更

弥生時代。均斉がよくとれ固く焼きあげ、縄文文様と
赤色の彩色が見事で東日本弥生式土器の代表であ
る。
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県
有形民俗
文化財

藤沢の信仰用具コレクション
ふじさわのしんこうようぐこれ
くしょん

１件
（81
点）

S46.9.7 藤沢市 朝日町1-1 藤沢市
藁製の正月の「おかざり」を中心としたコレクションで、
他に「虫おくりの竹筒」などもある。

県
有形民俗
文化財

御嶽大神の庚申塔
みたけおおかみのこうしんと
う

１基 H18.2.14 藤沢市
御嶽大神
（遠藤2539）

御嶽大神

刻像は四臂青面金剛と二猿。光背正面に村名と明暦
二年霜月の紀年銘があり、台部には施主九人の名を
刻む。石塔研究や民間信仰史を明らかにする上で貴
重な石塔。

県
無形民俗
文化財

江の島囃子 えのしまばやし H13.2.13 藤沢市
江の島囃子連
合会

７月１４日前後の土・
日

江の島八坂神社天王祭囃子。江戸後期までに伝播し
たものと推定。チャルメラ・三味線・柄太鼓・鼓・銅鑼等
の楽器と、しんみりとした曲調は全国的にも珍しく、底
抜け屋台も今日では稀少。

国 史跡 藤沢敵御方供養塔 ふじさわてきみかたくようとう T15.10.20 藤沢市 西富
禅秀の乱平定の後、応永二十五年、戦死者の供養の
為に建立したもの。角塔婆である。

県
史跡
・名勝

江ノ島 えのしま S35.10.4 藤沢市 江の島

第三紀の凝灰質砂岩からなり、洞窟や岩嘴が奇異な
形をなして、古くからその名勝をうたわれている。当該
物件は史跡としても県の指定を受けている。

国
登録
有形

岩本楼ローマ風呂 いわもとろうろーまぶろ H13.11.20 藤沢市
藤沢市江の島2-
2-7

有限会社岩本
楼本館

昭和５年頃 木造１

老舗旅館の洋風浴室。ガラスドームを架け、壁面には
壁泉やベネチア窓風飾りをタイルやテラコッタで造る。

国
登録
有形

旧近藤邸 きゅうこんどうてい H14.8.21 藤沢市
藤沢市鵠沼東8-
1

藤沢市
大正14年／昭和56年
移築

木造２

設計は、遠藤新。木造で平面はＴ字形。外見は下見板
張や軒板などで水平線を強調した造形や、庭側のテラ
ス、建具などにライト風の意匠が顕著にみられる。

国
登録
有形

旧後藤医院鵠沼分院
きゅうごとういいんくげぬまぶ
んいん

H22.9.10 藤沢市
藤沢市鵠沼橘1-
1850-40

藤沢市
昭和８年/平成４年・
平成19年改修

木造平屋建、
銅板葺

木造平屋建ての医院建築。東半部は医院、西半部は
住居とした。通風のために床高を高く、出窓を付け二
重窓とし、屋根に換気口を三ヶ所設置するなど環境改
良の工夫が見られる。

国
登録
有形

桔梗屋店蔵 ききょうやみせぐら H25.12.24 藤沢市
藤沢市藤沢1-
751-1他

藤沢市 明治44年
土蔵造２階建
／瓦葺

国
登録
有形

桔梗屋主屋 ききょうやしゅおく H25.12.24 藤沢市
藤沢市藤沢1-
750-1

藤沢市
明治44年頃／昭和初
期増築

木造２階建／
鉄板葺

国
登録
有形

桔梗屋文庫蔵 ききょうやぶんこぐら H25.12.24 藤沢市
藤沢市藤沢1-
752-1他

藤沢市
文久元年(1861)／大
正14年改修

土蔵造３階建
／瓦葺

旧相模国で江戸時代に流行した七夕踊り・小町踊りの
流れをくむ女性だけによる盆踊り。大正末期には廃絶
してしまったが、戦後、旧相模国域各地で復活した。
揃いの浴衣に帯を締めた襷掛けの女性が、長詞型ま
たは短詞型の独特な唄に合わせてビンザサラを突き、
小太鼓を打ちながら踊る。

桔梗屋は、旧東海道藤沢宿で茶や紙の問屋を営んだ
旧家である。店蔵は、土蔵造り、外壁は黒漆喰仕上げ
であり、店蔵の北側に建つ主屋との１階境には千人扉
と呼ぶ重厚な観音開の土戸を設けるなど、優秀な左
官技術が窺える。文庫蔵は、旧藤沢宿における近世
に遡る希少な遺例で、店蔵とともに東海道の旧宿場的
雰囲気を伝える。

７月下旬に連合会大
会

H20.2.5

藤沢市・
秦野市・
厚木市・
海老名市・
綾瀬市

葛原芸能保存
会・遠藤民俗
芸能保存会・
秦野ささら踊
り保存会・愛
甲ささら踊り
盆唄保存会・
長谷ささら踊
り盆唄保存
会・海老名さ
さら踊り保存
会・綾瀬ささら
踊り保存会

県
無形民俗
文化財

相模のささら踊り さがみのささらおどり
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国
登録
有形

旧三觜八郎右衛門家住宅主屋
きゅうみつはしはちろうえもん
けじゅうたくしゅおく

H25.12.24 藤沢市
藤沢市羽鳥3-
1039-1他

個人
明治11年／昭和前期
改修

木造２階建／
瓦葺

国
登録
有形

旧三觜八郎右衛門家住宅門
きゅうみつはしはちろうえもん
けじゅうたくもん

H25.12.24 藤沢市
藤沢市羽鳥3-
1039-1他

個人 明治後期

木造／瓦葺／
間口2.7メート
ル／左右袖塀
及び潜戸付

国
登録
有形

林家住宅主屋 はやしけじゅうたくしゅおく H26.10.7 藤沢市
藤沢市鵠沼桜が
岡

個人
昭和12年／昭和33年
改修

木造平屋一部
２階建／銅板
葺一部瓦葺／
門付

急勾配の切妻屋根で、外壁をハーフティンバーとす
る。内部は、母体となっている古民家の木太い軸部や
梁組を現しつつ、間仕切りにテューダーアーチを用
い、ステンドグラスを飾るなど巧みに和洋を折衷する。
上質な意匠の住宅で、戦前の郊外型住宅の好例を示
す。

国
登録
有形

月山堂滴水庵主屋
つきやまどうてきすいあん
しゅおく

H28.2.25 藤沢市
藤沢市辻堂太平
台一丁目

個人
明治後期／昭和35年
移築

木造平屋建、
瓦葺一部銅板
葺

国
登録
有形

月山堂滴水庵待合
つきやまどうてきすいあんま
ちあい

H28.2.25 藤沢市
藤沢市辻堂太平
台一丁目

個人 昭和35年頃
木造平屋建、
銅板葺

国
登録
有形

月山堂滴水庵大門
つきやまどうてきすいあんお
おもん

H28.2.25 藤沢市
藤沢市辻堂太平
台一丁目

個人 昭和35年頃
木造、瓦葺一
部銅板葺、間
口4.6ｍ

国
登録
有形

清浄光寺本堂 しょうじょうこうじほんどう H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 昭和12年
木造平屋建、
銅板葺

国
登録
有形

清浄光寺御番方 しょうじょうこうじごばんかた H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺
大正２年／昭和前期
改修

木造平屋建、
銅板葺

国
登録
有形

清浄光寺小書院 しょうじょうこうじこじょいん H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺
明治前期／昭和前期
改修

木造平屋建、
銅板葺

国
登録
有形

清浄光寺百間廊下
しょうじょうこうじひゃっけんろ
うか

H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 昭和12年
木造平屋建、
瓦葺

国
登録
有形

清浄光寺回向堂 しょうじょうこうじえこうどう H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 昭和前期
木造平屋建、
銅板葺

国
登録
有形

清浄光寺宇賀神社 しょうじょうこうじうがじんじゃ H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 明治前期
木造平屋建、
銅板葺

土蔵造２階建
／鉄板葺

清浄光寺は、遊行寺と通称される時宗総本山寺院で
ある。関東大震災後に多くの建物が旧材を用いて再
建されている。本堂は桁行梁間とも30ｍ規模の大堂
で、総本山寺院らしい荘厳と華麗さを備える。御番方
は、正面に軒唐破風付の大振りな入母屋玄関を張り
出し、遊行上人の出立などに用いる。小書院は法務
や接待に使用される書院建築で、対面所風の平面を
持つ。回向堂は方一間裳階付の堂で、仏壇上に中世
風意匠の蟇股を飾る。宇賀神社は向拝廻りを彫刻で
濃密に飾る境内社。正面を飾る大型冠木門の惣門を
はじめ、境内の主要な建造物を一連で登録する。

旧稲元屋呉服店一番蔵は、東海道藤沢宿で呉服商を
営んだ稲元屋の土蔵で内蔵の南に東面して並び建
つ。外壁を漆喰塗りとし、内部には関東大震災後に多
数の筋違や金物が付加される。震災復旧の様子を窺
うことができ、藤沢宿の土蔵の古例としても価値があ
る。

月山堂滴水庵主屋は、茶人の益田鈍翁の元別荘建
築である。茶室を備え、自然起伏や湧水を利用した庭
に対して開放的な構成の上質な数寄屋建築である。
待合は自然の曲り材を前面柱や梁に用いて奇想に富
み、大門は栗ナグリ材を用いるなど、草庵の正門とし
ての風情を醸している。

H27.8.4 藤沢市 藤沢市藤沢 個人 明治中期

旧稲元屋呉服店内蔵は、東海道藤沢宿で呉服商を営
んだ稲元屋の土蔵である。外壁を人造石洗出し及び
研出し仕上げとして石造風に目地を切り、蔵前を付け
る。宿場の面影を伝える土蔵である。

国 旧稲元屋呉服店一番蔵
きゅういなもとやごふくてんい
ちばんぐら

登録
有形

藤沢市 藤沢市藤沢 個人 昭和10年
土蔵造２階建
／銅板葺

三觜家は、源流が室町前期まで遡る旧家で、代々、八
郎右衛門を襲名しており、江戸期には羽鳥村の名主
を務めた。主屋の土間や板の間では、良材で柱や差
物を堅牢に組んでいる。また襖や透彫欄間、釘隠金具
等の造作も入念で、格調高い室内意匠をもっている。

国
登録
有形

旧稲元屋呉服店内蔵
きゅういなもとやごふくてんう
ちぐら

H27.8.4
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国
登録
有形

清浄光寺鐘楼 しょうじょうこうじしょうろう H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 昭和９年 木造、銅板葺

国
登録
有形

清浄光寺手水舎 しょうじょうこうじちょうずや H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 明治前期 木造、瓦葺

国
登録
有形

清浄光寺惣門 しょうじょうこうじそうもん H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺 明治前期
木造、銅板
葺、間口5.0ｍ

国
登録
有形

清浄光寺石垣及び築地塀
しょうじょうこうじいしがきおよ
びついじべい

H28.2.25 藤沢市
藤沢市西富一丁
目

清浄光寺
江戸末期／大正15年
頃改修

石垣　石造、
総延長53ｍ
築地塀　土
塀、瓦葺、総
延長22ｍ

国
登録
有形

関次商店穀物蔵 せきじしょうてんこくもつぐら H28.2.25 藤沢市
藤沢市本町四丁
目

個人
明治19年／大正後期
増築

土蔵造平屋
建、鉄板葺

国
登録
有形

関次商店肥料蔵 せきじしょうてんひりょうぐら H28.2.25 藤沢市
藤沢市本町四丁
目

個人
明治40年／大正後期
増築

木骨石造平屋
建、瓦葺

国
登録
有形

旧越前屋雨谷商店店舗兼主屋
きゅうえちぜんやあまやしょう
てんてんぽけんしゅおく

H29.5.2 藤沢市 藤沢市打戻
宗教法人盛岩
寺

大正13年／昭和13
年・平成26年移築

木造平屋建／
鋼板葺

もと薬問屋の建物で二度の移築を経て、現在は寺院
境内の薬師堂として使用されている。出桁や庇の太い
桁など震災復興期らしい重厚さが見られ、藤沢の往時
の風情を今に伝えている。

国
登録
有形

旧石曽根商店店舗兼主屋
きゅういしそねしょうてんてん
ぽけんしゅおく

H29.10.27 藤沢市 藤沢市藤沢 個人
大正13年／昭和42
年改修

木造二階
建、鉄板葺

旧石曽根商店は、旧東海道藤沢宿に位置する履物
屋。その店舗兼主屋は木造二階建鉄板葺で、二階
は出桁造とする。

国
登録
有形

旧鈴木薬店店舗兼主屋
きゅうすずきやくてんてん
ぽけんしゅおく

H30.3.27 藤沢市 藤沢市大鋸 個人 昭和10年
木造２階
建、瓦葺

藤沢宿近くの境川東岸に位置する商家。２階建、
切妻造、桟瓦葺で、２階天井高を高く取り、ガラ
ス戸を用いて明るい空間を実現している。近代商
家の好例である。

国
登録
有形

有田家住宅主屋
ありたけじゅうたくしゅお
く

H31.3.29 藤沢市 藤沢市大鋸 藤沢市 昭和６年
木造平屋
建、瓦葺

有田家住宅主屋は、旧東海道遊行寺坂東側の丘上
に南面して建つ。寄棟造桟瓦葺の周囲に下屋を廻
し、正面東半の玄関回りに太い柱を用いる。近代
の藤沢宿周縁の様相を伝える民家である。

国
登録
有形

有田家住宅土蔵 ありたけじゅうたくどぞう H31.3.29 藤沢市 藤沢市大鋸 藤沢市
大正12年／昭和２
年増築

土蔵造２階
建、金属板
葺

有田家住宅主屋は、旧東海道遊行寺坂東側の丘上
に南面して建つ。土蔵は、主屋の南側に南北棟で
建つ家財蔵。置屋根式の土蔵造二階建で、西面に
下屋を出して戸口を設け、東面に味噌蔵を張出
す。二階南面と西面に設けた土戸付の窓に繰形付
の側板を飾る庇を付す等丁寧な造作をもつ。

国
登録
有形

玉屋本店店舗兼主屋
たまやほんてんてんぽけん
おもや

R2.4.3 藤沢市 藤沢市片瀬海岸 個人 昭和10年

木造二階
建、銅板葺
一部金属板
葺

江ノ島参詣道沿いの老舗羊羹店。木造２階建ての
町屋で、１階正面を下屋、上下階ともに正面を出
桁造とする。前寄りの土間のミセは大断面のケヤ
キで重厚な軸部としつつ、屋号を表すステンドグ
ラスを飾り瀟洒な意匠も備える。後方はコウバ等
を配する。戦前の参詣道の様相を伝える。

南北棟平屋建の洋館と和館の間を２階建の洋館で
つなぐ。洋館外壁は腰スクラッチタイル貼、上部
モルタル塗とし、屋根は赤褐色の洋瓦を葺く。和
館は銅板葺下屋庇を巡らす入母屋造とし、意匠的
にも意を凝らした大規模住宅である。

藤沢市
藤沢市鵠沼松が
岡

個人
昭和３年頃／昭和
40年・昭和60年増
築

木造平屋一
部２階建、
瓦葺

国
登録
有形

尾日向家住宅洋館・和館
おびなたけじゅうたくよう
かん・わかん

H30.3.27

清浄光寺は、遊行寺と通称される時宗総本山寺院で
ある。関東大震災後に多くの建物が旧材を用いて再
建されている。本堂は桁行梁間とも30ｍ規模の大堂
で、総本山寺院らしい荘厳と華麗さを備える。御番方
は、正面に軒唐破風付の大振りな入母屋玄関を張り
出し、遊行上人の出立などに用いる。小書院は法務
や接待に使用される書院建築で、対面所風の平面を
持つ。回向堂は方一間裳階付の堂で、仏壇上に中世
風意匠の蟇股を飾る。宇賀神社は向拝廻りを彫刻で
濃密に飾る境内社。正面を飾る大型冠木門の惣門を
はじめ、境内の主要な建造物を一連で登録する。

関次商店は、旧東海道藤沢宿に所在する商店であ
る。穀物蔵・肥料蔵とも内部では半割丸太を各柱間に
横方向に入れ込んで荷摺木とし、壁に板張りも上塗り
もせず木舞をそのまま見せる特異な技法を持つ。
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藤沢市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

旧藤澤カントリー倶楽部クラブ
ハウス（グリーンハウス）

きゅうふじさわカントリー
くらぶクラブハウス（グ
リーンハウス）

R3.2.26 藤沢市 藤沢市善行 神奈川県
昭和７年／
令和２年改修

鉄筋コンク
リート三階
建、瓦葺

アントニン・レーモンド設計。県立スポーツセン
ター内に所在。切妻造三階建の正面に車寄を張り
出し、背面に二階建をのばす。車寄などの開口部
の半円アーチによる構成、青緑色のスパニッシュ
瓦葺屋根など、全体をスパニッシュでまとめる。
戦前のゴルフクラブハウスとして希少。

国
登録
有形

福岡家住宅橐駝庵
ふくおかけじゅうたくたく
だあん

R3.2.26 藤沢市 藤沢市辻堂 個人 大正５年頃
木造平屋
建、茅葺一
部鉄板葺

土佐藩出身の政治家福岡孝弟の茅葺き別荘。板間
と和室からなり、豪壮な梁組とともに竹や丸太材
を用いる等、民家風に数寄屋趣味を加味した風趣
ある造りで、戦前の別荘の様相を伝える。

国
登録
有形

龍口寺妙見堂
りゅうこうじみょうけんど
う

R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

享保５年（1720年)
／明治後期改修

木造平屋
建、銅板葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由緒地所在の日
蓮宗寺院。妙見堂は本堂に向かう参道の西側に東
面して建つ。桁行四間梁間三間、入母屋造銅板
葺、向拝付で正面と北側面に縁を廻らす。内部は
一室で格天井を張り、後方一間を仏壇として塗装
などで荘厳し、妙見菩薩像を安置する。

国
登録
有形

龍口寺大書院 りゅうこうじだいしょいん R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

昭和７年
木造二階
建、瓦葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由緒地所在の日
蓮宗寺院。大書院は境内南東に建つ。入母屋造妻
入の正面に切妻造の平屋と入母屋造庇付の式台を
張り出すなど巧みに屋根を重層させた豪壮な外観
とする。一階に大小六室を配し、二階は大広間二
室で折上格天井の広闊な空間とし、室ごとに異な
る意匠の座敷飾を備えた大規模な接客施設。

国
登録
有形

龍口寺鐘楼 りゅうこうじしょうろう R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

明治14年／
昭和44年移築

木造、瓦葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由緒地所在の日
蓮宗寺院。鐘楼は本堂南東の基壇に南北棟で建
つ。入母屋造本瓦葺、吹放し形式の鐘楼。長方形
平面で規模が大きく、軸部は禅宗様を基調とし、
四本の丸柱を内転びに立て、組物は三斗詰組とす
る。虹梁形内法貫と頭貫の間に蟇股を飾り格天井
を張る。意匠簡明ながら力感のある鐘楼。

国
登録
有形

龍口寺手水舎 りゅうこうじちょうずしゃ R3.2.26 藤沢市 藤沢市片瀬
宗教法人龍口
寺

慶応３年（1867年） 木造、瓦葺

日蓮が遭遇した「龍の口の法難」由緒地所在の日
蓮宗寺院。手水舎は妙見堂の向いに南北棟で建
つ。桁行八尺梁間七尺、起り付きの切妻造桟瓦
葺。禅宗様を基調とし組物は出組詰組。内転びの
四本の角柱や頭貫に地紋彫を施し、木鼻に波に
亀、妻飾に丸彫で雲龍の彫刻を飾る等、幕末らし
い技巧性が随所にみられる手水舎。

国
登録
有形

齋藤家住宅主屋
さいとうけじゅうたくおも
や

R3.6.24 藤沢市 藤沢市本鵠沼 個人
明治20年／大正３
年増築

木造平屋
建、茅葺(鉄
板仮葺)

代々鵠沼の名主を務めた旧家の主屋。敷地中央に
西面して建つ。桁行九間梁間四間半、整形六間取
の大型民家で一部に中二階を設ける。入母屋造茅
葺（鉄板仮葺）で軒は出桁造。二重梁の上に扠首
組を架ける小屋組は、県下幕末期の大型上層民家
の特徴を伝える。

国
登録
有形

齋藤家住宅石蔵
さいとうけじゅうたくいし
ぐら

R3.6.24 藤沢市 藤沢市本鵠沼 個人 大正３年
木造2階建、
鉄板葺

主屋の背面に南面して建つ二階建の石蔵。桁行三
間半、梁間二間半の規模で、木造軸組の外面に大
谷石を積み、要所を柱から鎹で引付ける。屋根は
切妻造波形鉄板葺とし、二階の東妻壁に窓を設け
る。当地において大谷石積を化粧で現した石蔵の
遺例として貴重。

国
登録
有形

齋藤家住宅長屋門
さいとうけじゅうたくなが
やもん

R3.6.24 藤沢市 藤沢市本鵠沼 個人
明治23年／昭和前
期増築

木造平屋
建、茅葺
（鉄板仮
葺）

街路に面して建つ。桁行七間半梁間二間、中央二
間に門口、両脇に部屋を配し、部屋前方に下屋を
付す。屋根は寄棟造茅葺（鉄板仮葺）で軒を出桁
造とし疎垂木を配る。門口回りは欅材を用い、本
柱を立て冠木で繋ぎ、板戸両開きを吊る。屋敷の
表構えを構成する。
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小田原市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 建造物 勝福寺本堂 しょうふくじほんどう １棟 S32.2.19 小田原市
勝福寺
（飯泉1161）

勝福寺

江戸時代（棟札に宝永３年）。桁行５間梁間５間一重
宝形造。基本的に中世密教本堂の継承であるが、彫
刻欄間や手挾、絵様の豊富さに時代の特色を示して
いる。

県 建造物 小田原城天守模型　木造三重
おだわらじょうてんしゅもけい
もくぞうさんじゅう

１個 S38.3.5 小田原市
小田原城天守閣
（城内6-1）

大久保神社
（城山3-27-7）

江戸時代。三重４階の天守で、おそらく安政大地震後
再建を企てて造られたものと考えられる模型。

県 建造物 小田原城天守模型　木造三重
おだわらじょうてんしゅもけい
もくぞうさんじゅう

１個 S38.3.5 小田原市
小田原城天守閣
（城内6-1）

小田原市

江戸時代。明治３年の取毀中の天守写真に最も近い
模型で、20分の１の縮尺で作られたものである。

県 建造物
二宮尊徳生家　茅葦寄棟造(旧二
宮家住宅)

にのみやそんとくせいか　か
やぶきよせむねづくり（きゅう
にのみやけじゅうたく）

１棟 S38.3.5 小田原市
小田原市尊徳記
念館（栢山2065-
1）

小田原市

江戸時代。寄棟造。ヒロマ型民家の代表例であるとも
に、二宮尊徳の生家として有名である。

県 建造物 宗福院地蔵堂 そうふくいんじぞうどう １棟 H8.2.13 小田原市
宗福院（板橋
566）

宗福院
江戸時代中期。正面中央間が著しく大きい。県下唯一
の黄檗仏殿遺構である。

国 絵画 絹本著色　阿弥陀如来像
けんぽんちゃくしょく　あみだ
にょらいぞう

１幅 M32.8.1 小田原市
東京国立博物館
（東京都台東区
上野公園13-9）

報身寺
（南町3-11-3）

鎌倉時代。独尊の阿弥陀如来が雲にのって来迎する
さまを表した来迎図である。

県 絵画 絹本著色　日蓮上人像
けんぽんちゃくしょく　にちれ
んしょうにんぞう

１幅 S33.6.17 小田原市
鎌倉国宝館（鎌
倉市雪ノ下2-1-
1）

浄永寺（城山
2-24-20）

桃山時代。女人成仏を説く日蓮上人の説法画像であ
る。

県 絵画 絹本著色　真言八祖像
けんぽんちゃくしょく しんごん
はっそぞう

８幅 H19.2.9 小田原市
宝金剛寺（国府
津2038）

宝金剛寺

鎌倉～南北朝時代の祖師像の優品と認められる。ま
た県内に希少な真言八祖像の遺品としても貴重であ
る。

国 彫刻 銅造　大日如来坐像
どうぞう　だいにちにょらいざ
ぞう

１躯 S46.6.22 小田原市
宝金剛寺（国府
津2038）

宝金剛寺
S34.3.6
県指定

鎌倉時代。銅造。鋳技はなかなか優秀で体躯は均衡
が良く、面貌は整っており、鎌倉前半の金銅仏の代表
作である。

国 彫刻 木造　真教坐像 もくぞう　しんきょうざぞう １躯 H17.6.9 小田原市
県立博物館（横
浜市中区南仲通
5-60）

蓮台寺（国府
津1789）

病気のため歪んだ面相を誇張に走ることなく忠実に表
現し、厳しい人柄を感じさせる。いくつか残る真教肖像
の中で寿像が確認されたことはとりわけ意義深い。

県 彫刻 木造　十一面観音立像
もくぞう　じゅういちめんかん
のんりゅうぞう

１躯 S32.2.19 小田原市
勝福寺（飯泉
1161）

勝福寺

平安時代。一木造。素地像で髭、眉などを墨で描く。
面相部では両頬がゆたかで下ぶくれの藤原朝風の像
である。

県 彫刻 木造　不動明王及両童子立像
もくぞう　ふどうみょうおうおよ
びりょうどうじりゅうぞう

３躯 S34.3.6 小田原市
宝金剛寺（国府
津2038）

宝金剛寺

附）不動像内納入品
　［経巻（大日経７巻、
金剛頂経３巻、蘇悉
地経３巻、略法華経１
巻、般若心経１巻、般
若理趣経１巻、宝篋
印陀羅尼経１巻、尊
勝陀羅尼経１巻）、永
仁二年六月十九日定
聖写経目録１通（裏
面に延慶二年奉納の
記がある）、延慶二年
陀闍梨能宴願文１
通、天文六年仏舎利
奉納文書１通、水晶
五輪塔形舎利容器１
通、享保寛延修理文
書２紙］

鎌倉時代（胎内納入文書に延慶２年）。裳の複雑なひ
だに鎌倉後半の特色が見られる。通例の不動三尊像
である。

県 彫刻 木造　地蔵菩薩立像
もくぞう　じぞうぼさつりゅうぞ
う

１躯 S34.3.6 小田原市
宝金剛寺（国府
津2038）

宝金剛寺
H17.2.8 附）木
造如意輪観音
像1躯を分割

平安時代。一木造。穏やかな表情をもつ像で小像であ
る。

65



小田原市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 彫刻 木造　釈迦如来立像
もくぞう　しゃかにょらいりゅう
ぞう

１躯 H4.2.14 小田原市
東学寺
（別堀74）

東学寺
南北朝時代。寄木造、彫眼。京都の清涼寺式釈迦像
の一つである。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像(その一)
もくぞう　あみだにょらいりゅ
うぞう（そのいち）

１躯 H4.2.14 小田原市
本誓寺（城山2-
1-24）

本誓寺

鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌入。本尊。歯吹き阿弥陀の
別名を持ち、両足を穴に差し込む技法。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像(その二)
もくぞう　あみだにょらいりゅ
うぞう（そのに）

１躯 H4.2.14 小田原市
本誓寺（城山2-
1-24）

本誓寺

鎌倉時代。寄木造、玉眼嵌入。脇仏。本尊と同系統作
家の作品。歯吹き像の条件を満たし貴重。

県 彫刻 銅造　如意輪観音菩薩坐像
どうぞう　にょいりんかんのん
ぼさつざぞう

１躯 H17.2.8 小田原市
宝金剛寺（国府
津2038）

宝金剛寺

木造地蔵菩薩
立像の附）木
造如意輪観音
像１躯として
S34.3.6に県指
定したものを
分割

平安時代。小像であるが、儀軌に忠実な像容、太く高
い髻や横に丸く張った顔など平安時代初期の密教彫
刻の系譜に連なることを示す金銅仏。

県 工芸 銅鐘（総世寺） どうしょう（そうせいじ） １口 H2.2.13 小田原市
総世寺
（久野3670）

総世寺

室町時代（銘文に応永十五年）。再追銘文には羽柴中
納言秀次が総世寺に寄進したとあり、天正十八年小
田原攻めに使用したという。

国
書跡・
典籍・
古文書

仏法大明録〈巻第十、第十一、第
十八／第十九〉

ぶっぽうだいみんろく　まきだ
いじゅう　だいじゅういち、だ
いじゅうはち、だいじゅうきゅ
う

２冊 S14.5.27 不明
（小田原市）

不明

鎌倉時代。

県
考古
資料

小田原市羽根尾貝塚の縄文時代
前期出土品

おだわらしはねおかいづか
のじょうもんじだいぜんきしゅ
つどひん

458
点

H16.2.10 小田原市
小田原市小船収
蔵庫（小船260-1）
ほか

小田原市

低地に埋没した縄文時代前期の貝塚で、土器・石器・
骨角器のほか、台地上の遺跡では通常残らない木製
品・漆製品・繊維類が豊富に出土。縄文時代の生活
や文化を知る上で貴重な資料。

県
考古
資料

小田原市中里遺跡の弥生時代中
期出土品

おだわらしなかざといせきの
やよいじだいちゅうきしゅつど
ひん

141
点

R1.9.17 小田原市
小田原市城内1-
22ほか

小田原市

弥生時代中期中葉。在地の土器に混じって他地域の
土器が複数認められているほか、鍬などの木製農耕
具や伐採用・加工用の磨製石斧、それらの製作道具
類等が出土。水田耕作など新来の技術・文化を取り入
れる上で、他地域との交流・往来があったことを示す
良好な資料であり、南関東地方における稲作農耕社
会への転換期の様相を解き明かす上で重要。

県
無形民俗
文化財

小田原囃子 おだわらばやし S51.10.19 小田原市
小田原囃子多
古保存会

不定期
S44.5.20県無
形文化財指定

江戸中期に伝来したという江戸葛西囃子の系統に属
する祭囃子。篠笛１、すり鉦１，大太鼓１，締太鼓２で
構成する。五人囃子ともいう。

県
無形民俗
文化財

寺山神社の鹿島踊
てらやまじんじゃのかしまお
どり

S51.10.19 小田原市
根府川鹿島踊
保存会

７月中旬の土・日曜
日

S46.3.30県無
形文化財指定

鹿島踊は、小田原から伊豆賀茂郡までの２２の神社で
行われているが、中でも根府川、吉浜の鹿島踊は古
型を保っている。白丁を着、烏帽子をつけ白足袋、白
緒の草履を付け、舞態は円舞と方舞とがある。太鼓、
鉦、日月黄金柄杓の三役を中心に踊る。

S28.12.22県無
形文化財指定
S46.4.21国選
択
S51.10.19県指
定

県内には、江戸時代から明治にかけて十五か所の三
人遣いの人形芝居があったが、現在でも五座で続け
られている。そのうち国指定は３座である。カシラが文
楽よりもやや小ぶりで「鉄砲ざし」という操法を伝える
江戸系人形芝居の遺産である。

S55.1.28
小田原市
・厚木市

下中座・長谷
座・林座

不定期国
無形民俗
文化財

相模人形芝居 さがみにんぎょうしばい

尊徳自筆のものや、尊徳の日常生活の記述などがあ
る。また２代目尊行や３代目尊親時代の日記がほぼ
完全な形で保存されている等、いずれも貴重な資料で
ある。

S56.2.10 小田原市

報徳博物館・
尊徳記念館・
報徳二宮神

社・個人

S62.2.20
1,359点、
H7.2.14　2,109
点追加指定

3,872
点

県
歴史
資料

二宮尊徳関係資料
にのみやそんとくかんけいし
りょう
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国 史跡 小田原城跡 おだわらじょうあと S13.8.8 小田原市

城内、本町、
幸、栄町、浜
町、緑、城山、
十字、谷津、南
町

小田原市

S34.5.29、
S52.5.4、
H18.1.26、
H19.7.26、
H20.7.28、
H22.2.22、
H23.2.7、
H24.9.19、
H26.10.6、
H28.10.3、
H30.10.15、
R4.3.15、
R6.10.11
追加指定

鎌倉時代から山城、館などがあったが、後北条氏が本
拠として整備を重ね、大規模な総曲輪が築かれた。後
北条氏滅亡後は、徳川譜代大名等の持城となり、近
世城郭として整備された。八幡山古郭の中枢部に隣
接した東曲輪の一部等が追加指定された。

国 史跡 石垣山 いしがきやま S34.5.13 小田原市 早川
H18.1.26、
R5.9.28追加指
定

天正十八年、豊臣秀吉の小田原攻めの陣城。通称一
夜城。崩れた石垣が累々とし、古城の雰囲気がある。
本城曲輪跡の西側斜面の一部が追加指定された。

国 史跡 江戸城石垣石丁場跡
えどじょういしがきいしちょう
ばあと

H28.3.1 小田原市 早川 小田原市

江戸城石垣石丁場跡は、神奈川県から静岡県にかけ
て、伊豆半島とその周辺に分布する江戸城改修に伴
う石垣の石材を採石、加工した石丁場の跡である。神
奈川県では、小田原市西部の丘陵部から以南の沿岸
部に分布している。小田原市の早川石丁場群関白沢
（かんぱくざわ）支群は、江戸城石垣石丁場跡を構成
する遺跡のひとつであり、早川の支流関白沢の南東
側斜面一帯に立地する。江戸時代前半の採石・加工・
運搬技術やそれに伴う労働力の編成のみでなく、その
背景にある社会的・政治的動向を知る上で重要であ
る。

国
天然

記念物
早川のビランジュ はやかわのびらんじゅ T13.12.9 小田原市

早川飛乱地
1374-1

小田原市 小田原市
ハダカノキともいわれるサクラ科の常緑広葉樹。分布
の北限にあたる。根廻り６メートル、高さ20メートル。

県
天然

記念物
勝福寺の大イチョウ しょうふくじのおおいちょう S32.2.19 小田原市 飯泉1161 勝福寺

目通し7.5メートル、高さ25メートルある雄株の大イチョ
ウ。

県
天然

記念物
神奈川県立小田原高等学校の樹
叢

かながわけんりつおだわらこうと
うがっこうのじゅそう

S46.3.30 小田原市
城山3-963-20及
び城山3-1112-1

神奈川県

学校の南面に残された、数少ない残存照葉樹林。

県
天然

記念物
勝福寺と八幡神社境内の樹叢

しょうふくじとはちまんじんじゃけ
いだいのじゅそう

S47.7.21 小田原市
飯泉1158他、
1162-1 他

勝福寺・八幡
神社

ケヤキ、ムクノキ、イチョウなどの落葉高木を主として
クスノキ、カヤなどの常緑の高木が生育している社寺
林。

県
天然

記念物
中津層群神沢層産出の脊椎動物
化石

なかつそうぐんかんざわそうさん
しゅつのせきついどうぶつかせ
き

H6.2.15 小田原市
入生田499　神
奈川県立生命の
星・地球博物館

神奈川県

新生代第三紀鮮新世後期から産出した脊椎動物化石
標本で、古環境、生物相を解明するうえで学術的価値
が高い。

国
登録
有形

小田原文学館（旧田中光顕別邸）
本館

おだわらぶんがくかん（きゅうた
なかみつあきべってい）ほんか
ん

H12.9.26 小田原市
小田原市南町2-
3-4

小田原市 昭和12年 ＲＣ３

宮内大臣などを務めた田中光顕の別邸で、展示施設
として活用。モダニズムの特徴を示し、近代別荘地の
景観を伝えている。

国
登録
有形

小田原文学館（旧田中光顕別邸）
別館

おだわらぶんがくかん（きゅう
たなかみつあきべってい）
べっかん

H12.9.26 小田原市
小田原市南町2-
3-18

小田原市土地
開発公社

大正13年 木造２

田中光顕の別邸で、白秋童謡館として活用。屋根は
入母屋造、瓦棒銅板葺。内部は数寄屋風の意匠で、
玄関奥には洋室をもつ。

国
登録
有形

松永記念館老欅荘（旧松永安左
ヱ門邸）

まつながきねんかんろうきょそう
（きゅうまつながやすざえもんて
い）

H12.9.26 小田原市
小田原市板橋
513-7

小田原市
昭和21年/昭和28年
増築

木造１

中部電力の設立者である松永安左ヱ門が晩年を過ご
した居宅。数寄屋風の意匠を凝らした質の高いつくり
になる和風建築。

国
登録
有形

松永記念館葉雨庵
まつながきねんかんよううあ
ん

H12.9.26 小田原市
小田原市板橋
941-1

小田原市
大正13年頃/昭和61
年移築

木造１

実業家の野崎広太（幻庵）が別邸・自怡荘内に営んだ
茶室で設計は幻庵自身。洗練された意匠を持ち、床
の間・中板及び中柱による室内構成が優れている。

治承四年八月、石橋山における源頼朝挙兵の先陣で
討死した佐那田与一義忠と家臣豊三家康の墓であ
る。

S29.3.30 小田原市 米神、石橋県 史跡
石橋山古戦場のうち与一塚及び
文三堂

いしばしやまこせんじょうのう
ちよいちづかおよびぶんぞう
どう
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国
登録
有形

だるま料理店主屋 だるまりょうりてんしゅおく H14.8.21 小田原市
小田原市本町2-
1-30

有限会社エス
ティケイ

大正15年 木造２

正面中央に唐破風玄関を設け、比翼入母屋造風屋根
とするなど、楼閣風の際だった存在である。

国
登録
有形

済生堂薬局小西本店店舗
さいせいどうやっきょくこにし
ほんてんてんぽ

H14.8.21 小田原市
小田原市本町4-
2-48

株式会社済生
堂薬局小西本
店

大正14年頃 木造１

寄棟造、桟瓦葺、平入り。柱など主要部に欅材を用
い、店部分は天井も高く、薬棚等の内部意匠もよく残
る。

国
登録
有形

山月（旧共寿亭）
さんげつ（きゅうきょうじゅて
い）

H14.8.21 小田原市
小田原市板橋
870-1

株式会社不二
ビルライフ

大正９年 木造２

入母屋造を基本とした複雑な銅板瓦葺を架け、２階部
分は楼閣風になる。室内は数寄屋風で伝統的な造形
を巧みに用い丁寧に仕上げる。

国
登録
有形

千世倭樓主屋 ちよわろうしゅおく H14.8.21 小田原市 小田原市風祭50
株式会社鈴廣
蒲鉾本店

明治中期／平成12年
移築

木造２

秋田県中南部で江戸末期から明治初期頃に広まった
曲屋形式を継承した住宅。入母屋造の屋根を架け豪
快な外見。

国
登録
有形

千世倭樓土蔵 ちよわろうどぞう H14.8.21 小田原市 小田原市風祭50
株式会社鈴廣
蒲鉾本店

明治中期／平成12年
移築

土蔵２

切妻造、桟瓦葺，妻入で戸口に重厚な造りの観音扉
を設ける。内部木部は漆喰を用いる。

国
登録
有形

長谷川家住宅店舗及び主屋
はせがわけじゅうたくてんぽ
およびしゅおく

H16.6.9 小田原市
小田原市国府津
3-13-4

個人 昭和２年 木造２

国府津地区の東海道沿いにあって、関東大震災後の
復興期に建てられた店舗兼住居。木造２階建、平入、
入母屋造、桟瓦葺で、棟木銘より昭和２年の上棟が知
られる。正面軒は出桁造で支え、屋根には緩やかな
むくりをつける。国府津における震災復興町家の好
例。

国
登録
有形

長谷川家住宅石蔵 はせがわけじゅうたくいしぐら H16.6.9 小田原市
小田原市国府津
3-2-25

個人 大正５年 木骨石造２

国府津地区の東海道近傍に建つ木骨石造２階建の
蔵。古写真より大正５年の建築であることが知られる。
１階は西面に戸口２箇所を開き、内部は２室構成とす
る。屋根は切妻造、桟瓦葺で、関東大震災後に設けら
れた補強帯鉄が外観のアクセントとなっている。

国
登録
有形

神戸屋ふるや店店舗及び主屋
こうべやふるやてんてんぽお
よびしゅおく

H16.6.9 小田原市
小田原市国府津
4-2-18

個人 昭和10年頃 木造２

国府津駅前に位置し、国道１号線に面した角地に建
つ。タクシー会社の車庫兼社屋として建てられたもの
で、現在では店舗として利用されている。木造である
が、外壁はモルタルで洋風石造建築を模しており、隅
の円柱、窓周り、軒部等に特徴的な意匠を備えてい
る。

国
登録
有形

清閑亭 せいかんてい H17.7.12 小田原市
小田原市南町1-
5-73

小田原市 大正初期
木造平屋一部
二階建

全体として雁行状平面で数奇屋風の丁寧なつくり。

国
登録
有形

岩瀬家住宅主屋 いわせけじゅうたくしゅおく H21.1.8 小田原市
小田原市鴨宮字
宝町692

個人
安政５年頃/昭和40
年頃・平成19年改修

木造平屋建/
茅葺

もと名主の家で、軒先を出桁造りとして深い軒の出を
作っている。足柄地方の上層農家建築の一例。

国
登録
有形

寶金剛寺庫裏 ほうこんごうじくり H23.1.26 小田原市
小田原市国府津
字八幡上2038他

宗教法人寶金
剛寺

寛政12年（1800年）／
昭和33年改修

木造平屋建、
瓦葺

旧東海道に近い山裾に位置し、庫裏は境内奥で西側
に面している。南側の玄関後方に座敷を一列に配し、
北側の大広間（改修前は土間）では豪壮な軸組が見
える。真言宗寺院庫裏として県下で類例の少ない平
面形式を有している。

国
登録
有形

旧内野醤油店店舗兼主屋
きゅううちのしょうゆてん
てんぽけんしゅおく

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 明治36年
木造二階
建、鉄板葺
及び瓦葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営ん
でいた。店舗部は土蔵造で、外壁は腰を石張、上方を
海鼠壁とし、東端の店舗入口にアーチをつくる。内部
は二階を中心に上質な座敷をもつ。正面窓廻りに銅
板を張り、袖壁を設けるなど防火対策も講じている。

国
登録
有形

旧内野醤油店新座敷
きゅううちのしょうゆてん
しんざしき

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正12年
木造平屋
建、瓦葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。新座敷は店舗兼主屋の西に張出す角屋
で、通りから前庭を介して建つ。木造平屋建、入
母屋造桟瓦葺で、正背面に下屋を設ける。内部は
八畳一室で丸太柱を使い、西面に甕形の墨跡窓を
開けた床を設け、東面に茶道具を納める洞庫を造
り付ける。
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分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

旧内野醤油店店蔵
きゅううちのしょうゆてん
みせぐら

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正前期
木造二階
建、鉄板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。店蔵は土蔵造で、店舗兼主屋の東に東
西棟で建つ。外壁モルタル塗で正面の腰を洗出し
仕上げとする。北面の戸口に庇を付し、南面二階
の縦長窓に掛子塗戸を両開とする。

国
登録
有形

旧内野醤油店文庫蔵
きゅううちのしょうゆてん
ぶんこぐら

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正前期
木造二階
建、鉄板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。文庫蔵は店舗兼主屋の北側に南北棟で
建つ。土蔵造二階建、切妻造鉄板葺で、外壁モル
タル塗で鉢巻を廻らし、二階東面に窓を設ける。
一階南妻面の戸口に重厚な土戸を開き、主屋廊下
と連絡する。内蔵形式の土蔵。

国
登録
有形

旧内野醤油店穀蔵
きゅううちのしょうゆてん
こくぐら

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正前期
木造平屋
建、鉄板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。穀蔵は敷地東面に南北棟で建ち、切妻
造鉄板葺である。西面に戸口を開き広い下屋を設
け、窓二所を穿つ。外壁モルタル塗で鉢巻を廻ら
し、腰を石張とする。内部は一室でキングポスト
トラスを組む。

国
登録
有形

旧内野醤油店工場
きゅううちのしょうゆてん
こうじょう

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正期
木造平屋
建、鉄板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。工場は敷地の北西側に位置し、東西棟
で南面に広い下屋を持つ主体部と、南北棟で敷地
西辺を画す建物を矩折れに繋ぐ。いずれも木造で
小屋はキングポストトラスを組む。外壁モルタル
塗で要所に窓を配する。

国
登録
有形

旧内野醤油店稲荷社
きゅううちのしょうゆてん
いなりしゃ

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 明治後期
木造平屋
建、銅板葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。稲荷社は主屋北面の庭に石積基壇上に
建つ一間社。正面入母屋造、軒唐破風付で背面寄
棟造とする。正面の庇の虹梁形頭貫に華やかな絵
様を彫り、獅子鼻を付す。組物は出組だが正面で
は枠肘木を重ねて複雑に組み上げ、軒は二軒繋垂
木とする。

国
登録
有形

旧内野醤油店表塀
きゅううちのしょうゆてん
おもてべい

H29.10.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市 大正12年頃
木造、鉄板
葺

旧内野醤油店は旧東海道に面し、醤油醸造業を営
んでいた。表塀は店舗兼主屋の西にのびて新座敷
前庭を画し、店舗寄りに潜戸を開く。布石積基礎
上の土台に柱を立て、腕木で鉄板葺の板軒を受け
る。壁は漆喰塗で各間に堅格子の欄間をあけ、腰
は表側は竪板を大和張とし、庭側は竪板張目板打
とする。

国
登録
有形

旧豊島家住宅主屋
きゅうとしまけじゅうたく
おもや

R3.2.4 小田原市栄町 小田原市 昭和16年
木造平屋
建、瓦葺

小田原中心部の旧武家地に位置する。主屋は通り
から広い前庭を介して建ち、平屋建入母屋造桟瓦
葺で庭に面して入母屋の妻を両端に掲げ格式を高
める。端正な座敷を有する上質な近代和風住宅。

国
登録
有形

旧豊島家住宅門及び塀
きゅうとしまけじゅうたく
もんおよびへい

R3.2.4 小田原市栄町 小田原市 昭和16年

（門）木
造、瓦葺
（塀）木
造、瓦葺

小田原中心部の旧武家地に位置する。通りに面し
て塀を巡らし表門を開ける。門は腕木門形式で切
妻造桟瓦葺とし、冠木等に丸太を使う数寄屋風意
匠をとる。左右塀は基礎を大谷石、腰を板張、上
部を漆喰塗として桟瓦を葺く。主屋とともに城下
町の旧武家地の様相を伝える。

国
登録
有形

小田原宿なりわい交流館（旧角
吉店舗）

おだわらじゅくなりわいこ
うりゅうかん（きゅうかど
きちてんぽ）

R4.10.31 小田原市 小田原市本町 小田原市
昭和７年／平成13
年改修

木造二階
建、瓦葺一
部銅板葺

小田原宿中心部にある旧漁網店の店舗。かつ
ては魚市場が隣接。二階建、切妻造桟瓦葺、
外壁下見板張、正面ガラス戸の下屋を設け、
二階正面は出格子とし、二段の出桁造とす
る。一階は土間と十五畳のミセ、二階は漁具
の作業場とした。水産業の歴史的景観を伝え
る。
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国
登録
有形

松永記念館無住庵
まつながきねんかんむじゅ
うあん

R5.2.27 小田原市 小田原市板橋 小田原市
昭和30年頃／同50
年頃・令和２年移
築

木造平屋
建、銅板葺

小田原城西方の松永記念館内に移築した実業
家松永安左ヱ門（耳庵）の茶室。入母屋造桟
瓦葺で、間取りは東半に土間と板間、西半に
茶席と水屋を配し、上部は小屋裏を表す。茶
席北東隅に長炉を設け、西南に躙口を開け
る。民家古材を用いた数寄者の茶室。

国
登録
有形

旧石田家国府津別邸主屋
きゅういしだけこうづべっ
ていおもや

R6.3.6 小田原市 小田原市国府津 個人
大正13年／昭和50
年頃改修

木造平屋
建、鉄板葺

相模湾を南に望む丘陵西麓に南面して建つ別
荘。
主屋は、東西棟の座敷棟と厨房棟を雁行させ
た平屋建で、東に洋館が接続する。座敷棟は
西妻を玄関として入母屋屋根を重ね、内部は
東西三室で、東西を数寄屋風の座敷とし、床
など自由な造形をみせる上質な近代和風建
築。

国
登録
有形

旧石田家国府津別邸洋館
きゅういしだけこうづべっ
ていようかん

R6.3.6 小田原市 小田原市国府津 個人 昭和16年
木造平屋
建、スレー
ト葺

主屋の座敷棟の東側に接続する切妻造スレー
ト葺の建物。外壁は腰を鉄平石貼、内法壁を
横板張、妻壁を円弧基調のハーフティンバー
とする。内部は一室の板敷とし、北東隅に暖
炉を築き、背後に石貼の煙突を立てる。瀟洒
な山小屋風の建物で戦前の別荘建築の好例。
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分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 彫刻 銅造　阿弥陀如来及両脇侍立像
どうぞう　あみだにょらいおよ
びりょうきょうじりゅうぞう

３躯 S34.6.27 茅ヶ崎市
宝生寺（西久保
546）

宝生寺

鎌倉時代。銅造。善光寺式阿弥陀三尊。頭頂から足
枘までを、両手首を除いて一鋳する。

県 彫刻 銅造　弁才天坐像 どうぞう　べんざいてんざぞう １躯 S41.10.25 茅ヶ崎市
浄見寺
（堤4317）

浄見寺
室町時代。金銅仏。像高11.5センチメートル。江の島
弁天信仰につながる遺品と思われる。

県
有形民俗
文化財

八幡大神の庚申塔
はちまんおおかみのこうしん
とう

１基 H18.2.14 茅ヶ崎市
八幡大神
（甘沼292）

八幡大神

承応三年正月の紀年銘をもち、刻像は四臂青面金剛
と二猿。台部に十一人の名と「天沼村」の村名を刻
む。石塔研究や民間信仰史を明らかにする上で貴重
な石塔。

県
有形民俗
文化財

金山神社の庚申塔
かなやまじんじゃのこうしんと
う

１基 H18.2.14 茅ヶ崎市
金山神社
（行谷766-2）

金山神社

刻像は四臂青面金剛と二猿。光背上部に青面金剛の
種字を刻み、承応四年正月の紀年銘と「庚申惣供養
之所也」、願主名の刻銘がある。石塔研究や民間信
仰史を明らかにする上で貴重な石塔。

県
有形民俗
文化財

神明宮の庚申塔 しんめいぐうのこうしんとう １基 H18.2.14 茅ヶ崎市
神明宮（十間坂
3-9-47）

神明宮

刻像は四臂青面金剛と二猿。光背正面に村名と明暦
四年の紀年銘があり、台部に「同行□（十）六人」とあ
る。石塔研究や民間信仰史を明らかにする上で貴重
な石塔。

県
無形民俗
文化財

茅ケ崎海岸浜降祭
ちがさきかいがんはまおりさ
い

S53.6.23 茅ヶ崎市
茅ヶ崎海岸浜
降祭保存会

７月２０日 S52.2.9県選択

湘南地方随一の壮大な祭典。海上で30余基の神輿が
早朝茅ヶ崎市南湖海岸で潮でみそぎする。

国
史跡
天然
記念物

旧相模川橋脚 きゅうさがみがわきょうきゃく T15.10.20 茅ヶ崎市 下町屋字中河原 茅ヶ崎市

H19.2.6追加
指定
H25.3.27天然
記念物指定

関東大震災（大正12年）の液状化現象により水田から
出現した中世前半代の橋脚跡。発掘調査によって、建
設当時の護岸を目的としたと考えられる土留め遺構
の一部や、指定当時（大正１５年）の保存工事跡が指
定地外で確認されたため、これらの部分を追加指定。

国 史跡 下寺尾官衙遺跡群 しもてらおかんがいせきぐん H27.3.10 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市下寺尾 茅ヶ崎市

H30.2.13、
H31.2.26、
R5.3.20、
R6.2.21、
R7.3.10追加指
定

下寺尾官衙遺跡群は、郡庁、正倉、郡寺といった地方
官衙を構成する諸施設が比較的狭い範囲に密集して
おり、官衙遺跡群の全体像が把握できるとともに、そ
の成立から廃絶に至るまでの過程が確認できる遺跡
である。
地方官衙の構造や立地を知る上でも重要である。

国 史跡 下寺尾西方遺跡 しもてらおにしかたいせき H31.2.26 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市下寺尾 茅ヶ崎市

R3.3.26、
R5.3.20、
R6.2.21、
R7.3.10追加指
定

神奈川県の西部、相模川から東に2.5キロメートル、標
高13メートルの相模野台地の西端部分に所在する弥
生時代の集落跡。遺跡の北から西への比高差は7
メートル前後で非常に良い眺望となっている。
本遺跡は弥生時代中期後半における南関東最大級
の環濠集落で、その成立から解体までの過程を知るこ
とができる点で重要であり、集落がほぼ完存する稀有
な事例でもある。石器と鉄器が出土し、南関東におけ
る鉄器化の実態を知ることができる。南関東における
弥生時代中期後半の社会を知るうえで重要な遺跡で
ある。

県 史跡 堤貝塚 つつみかいづか H4.2.14 茅ヶ崎市 堤字南谷 茅ヶ崎市管理

縄文時代後期前半の貝塚で、貝層及びその下に竪穴
住居跡、石囲い炉が確認された。

県
天然
記念物

浄見寺のオハツキイチョウ
じょうけんじのおはつきいちょ
う

S36.3.14 茅ヶ崎市 堤4317 浄見寺

５～10センチメートルの葉柄に不整形の葉をつける
が、その葉片の基部に多少変形ぎみの果実をつける
イチョウの大木。

県
天然
記念物

鶴嶺八幡のイチョウ つるみねはちまんのいちょう S37.10.2 茅ヶ崎市 浜之郷462 鶴嶺八幡宮

勢いのよい木が４、５本癒着して生長をつづけ現在の
幹を形づくったと見られる。目通し８メートル、高さは27
メートル。
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県
天然
記念物

浄見寺の寺林 じょうけんじのじりん S42.7.21 茅ヶ崎市
堤4318､4329～
30

浄見寺

かつてのこの付近の自然林の面影を残した貴重な寺
林。

国
登録
有形

茅ヶ崎館広間棟 ちがさきかんひろまとう H21.1.8 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市中海岸
3-11595-1他

個人 大正15年頃

木造平屋一部
二階建/鉄板
葺・スレート葺
及び瓦葺

国
登録
有形

茅ヶ崎館中二階棟 ちがさきかんちゅうにかいとう H21.1.8 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市中海岸
3-11595-1他

個人 大正14年
木造平屋建/
スレート葺

国
登録
有形

藤間家住宅主屋 とうまけじゅうたくしゅおく H27.3.26 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市柳島 茅ヶ崎市 昭和７年
木造平屋建／
鉄板葺

藤間家住宅主屋は、設計者西村伊作の作風の一端を
示す近代住宅である。洋間部分を含めた東立面全体
を洋風意匠とし、その他の部分を和風意匠とする。和
洋の意匠を対比的に採用した、落ち着いたたたずまい
の住宅である。

国
登録
有形

旧南湖院第一病舎
きゅうなんこいんだいいち
びょうしゃ

H30.3.27 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市南湖 茅ヶ崎市
明治32年／昭和54
年・昭和58年・平
成15年改修

木造２階
建、スレー
ト葺

南湖院は明治32年に設立された結核療養施設。第
一病舎は、敷地北寄りに建つ木造２階建、外壁下
見板張で２階窓上部にはペディメントを飾る。療
養地として著名な湘南で希少な明治期の結核病棟
である。

国
登録
有形

旧氷室家住宅主屋
きゅうひむろけじゅうたく
しゅおく

H30.11.2 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市東海岸
南

茅ヶ崎市
昭和10年／昭和35
年・平成12年増築

木造２階一
部平屋建、
瓦葺

実業家の元別荘で、前庭を控え敷地北西に建つ。
西半は板敷の居間中心に開放的につくり、東半は
緩やかな傾斜の軒や直線的構成等モダンな和風意
匠とする。昭和初期の近代住宅の思潮及び茅ヶ崎
の別荘地開発の様相を伝えている。

湘南海岸を望む高台に建つ明治３２年創業の老舗旅
館で、映画監督・小津安二郎が定宿としていたことで
も知られる。広間棟の広間は３０畳大で軽快な意匠の
座敷飾りを備え、南西側に中二階棟を配す。広間棟後
方の浴室棟は数寄屋風意匠でまとめている。
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逗子市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国 建造物 五輪塔 ごりんとう １基 S28.8.29 逗子市
東昌寺
（池子2-8-33）

東昌寺

高さ141ｃｍ程度。水輪には金剛界大日如来をあらわ
す梵字の「バン」、地輪には「沙弥行心帰寂、乾元二
年(1303)癸卯七月八日」の銘が刻まれている。鎌倉時
代末期の中型五輪塔として、地域の基準となる貴重な
文化財。

県 建造物 神武寺薬師堂 じんむじやくしどう １棟 S60.11.29 逗子市
神武寺（沼間2-
1402）

神武寺 附）棟札３枚

慶長３年造立上葺棟札がある。桁行３間梁間３間寄棟
造、近世初期の年代判明遺構である。

県 絵画 絹本著色　大威徳明王像
けんぽんちゃくしょく　だいい
とくみょうおうぞう

１幅 S29.3.30 逗子市
神武寺（沼間2-
1402）

神武寺

鎌倉時代末期。水上を突進する水牛の背上で忿怒の
大威徳明王を描き、「怨敵調伏」の祈願の本尊と思わ
れる。

県 絵画 絹本著色　千手観音像
けんぽんちゃくしょく　せん
じゅかんのんぞう

１幅 S29.3.30 逗子市
神武寺（沼間2-
1402）

神武寺

鎌倉時代末期。十一面四十二臂の立像を画面中央に
描き、衣部には切金文様を施し描かれている。

県 彫刻 木造　阿弥陀如来立像
もくぞう　あみだにょらいりゅ
うぞう

１躯 S56.7.17 逗子市
光照寺
（沼間2-20-17）

光照寺
鎌倉時代。寄木造。光触寺の重文阿弥陀如来立像の
系統に属する作風だが、総体に穏やかな表現である。

県 工芸 銅鐘（海宝院） どうしょう（かいほういん） １口 S44.12.2 逗子市
海宝院（沼間2-
12-15）

海宝院  

室町時代（銘に応永十年）。全体は細く丈高で、極め
てスマートな感じの鐘である。

県
考古
資料

逗子市池子遺跡群出土品
ずししいけごいせきぐんしゅ
つどひん

241
点

H14.2.12 逗子市
逗子市池子遺跡
群資料館（池子）

逗子市

弥生時代中期。初期水田耕作の農耕具をはじめとす
る多様な木製品と骨角牙製品。特に木製品は製作過
程の各段階を示す未製品も多く見られ、製作技術を明
らかにできる貴重な資料。

国 史跡 名越切通 なごえきりどおし S41.4.11
逗子市・鎌
倉市

逗子市小坪、同
久木、鎌倉市大
町

S56.10.13､
S58.11.26、
H20.7.28、
H21.7.23追加
指定

鎌倉七口の一つ。山腹路と切通路を組み合せ、800
メートルにおよぶ切岸を伴い、一大要塞をなす。

国 史跡 和賀江嶋 わかえのしま S43.10.14
鎌倉市・逗
子市

鎌倉市材木座、
逗子市小坪及び
海面

鎌倉市・
逗子市

H18.1.26追加
指定

貞永元年、往阿弥陀仏の言を入れ北条泰時以下が協
力し、一ヶ月を費やして造った築港の跡である。既指
定地西側及び北側の海面部分が追加指定された。

国 史跡 長柄桜山古墳群 ながえさくらやまこふんぐん H14.12.19
逗子市・葉
山町

逗子市桜山、葉
山町長柄

逗子市・葉山町所有

現存する県内最大級の二基(第１号墳全長90ｍ、第２
号墳全長88ｍ)の前方後円墳からなる古墳群で、出土
した埴輪片の年代観から四世紀半ばから後半に築造
された前期古墳。東海地方から連続して畿内政権の
勢力拡大を示唆する古墳として注目される。

県
天然
記念物

五霊神社の大イチョウとその周辺
の樹木

ごりょうじんじゃのおおいちょ
うとそのしゅうへんのじゅもく

S42.7.21 逗子市 沼間3-10-34 五霊神社

樹高25メートルのイチョウの大木を中心に、暖帯性の
広葉樹林の代表的な種により組成されている。

県
天然
記念物

鎧摺の不整合を示す露頭
あぶずりのふせいごうをしめ
すろとう

S52.5.20 逗子市 桜山9-2405-21 逗子市

三浦半島でもっとも古い地層である葉山層とその上部
の三浦層とがなす典型的な不整合を示すもの。

国
登録
有形

長島孝一家住宅主屋
ながしまこういちけじゅうたく
しゅおく

H13.8.28 逗子市
逗子市新宿1-5-
14

個人 明治33年頃 木造１

木造平屋建の和風別荘で、南面に玄関、東面に座敷
と広縁、北に離れを配するが、震災後90度振って復旧
したと伝えられる。海浜別荘の遺構。

国
登録
有形

旧脇村家住宅主屋
きゅうわきむらけじゅうたく
しゅおく

H22.4.28 逗子市
逗子市桜山8-
2241

逗子市 昭和９年
木造2階建、
瓦葺

南西方向に海を臨む丘陵地に立地する昭和初期の和
風別荘建築。採光に配慮した部屋配置をとり、南西に
窓を連ねた開放感のある居室を持つ。
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逗子市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

国
登録
有形

旧正力家別邸主屋
きゅうしょうりきけべっていお
もや

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和前期／昭和14年
改修、昭和36年増
築、平成28年改修

木造2階建、
瓦葺

逗子海岸の北に位置する別邸。東の玄関から南庭に
面して、部屋を雁行して並べ、南東に書院造の座敷を
配す。座敷上部に設けた洋室は、庭を臨む三面にガラ
ス窓を入れ、開放的な造りとする。洋室の外部には欄
干付の縁を巡らし、外観を和風にまとめた良質な住
宅。

国
登録
有形

旧正力家別邸蔵 きゅうしょうりきけべっていくら R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和34年／平成28年
改修

鉄筋コンク
リート造2階
建、瓦葺

主屋西側に位置する蔵。鉄筋コンクリート造二階建、
切妻造妻入の東西棟で、東面に戸口を設け、各階南
北面中央に窓を開けて鉄扉を備える。外壁はリシン吹
付仕上で、腰は刷毛引仕上。内部は各階とも一室で
南東隅に階段を設ける。主屋西側の景観をつくる。

国
登録
有形

旧正力家別邸表門
きゅうしょうりきけべっていお
もてもん

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人 昭和中期

木造、銅板
葺、間口
1.8m、左右袖
塀付

主屋の東に位置し、通りに東面する腕木門。主柱と冠
木は皮付丸太で、主柱は角柱の控柱と貫で固める。
主柱で棟木を直接受け、軒桁を腕木で支持する。門口
に板戸を吊り、屋根は銅板葺で棟は熨斗積とする。両
脇に袖塀を付して屋敷表構えを整える数寄屋風の表
門。

国
登録
有形

須藤家住宅主屋 すどうけじゅうたくおもや R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和７年/昭和41年、
平成12年改修

木造2階建、ス
レート葺

逗子海岸近くに位置する住宅。東を玄関とし、内部は
中廊下平面で、玄関脇に洋室の応接、南面中央に続
き座敷と広縁、南西に洋室の書斎を配し、庭を臨む。
二階は洋室と和室を東西に並べる。軒の出を押さえ、
窓庇を水平に連続させて意匠平明な昭和前期の住
宅。

国
登録
有形

須藤家住宅旧ボイラー室
すどうけじゅうたくきゅうぼい
らーしつ

R4.2.17 逗子市 逗子市新宿 個人
昭和21年頃／昭和27
年改修

木造平屋建、
鉄板葺

主屋北側に位置するＧＨＱが建築した旧ボイラー室。
切妻造鉄板葺平入の平屋建東西棟で、南に戸口、三
面に高窓を開け、外壁下見板張とする。内部はかつて
西にボイラー、貯湯槽、東に石炭庫を配した。現在は
一室の倉庫として利用する。昭和戦後の歴史を伝え
る。

国
登録
有形

旧本多家住宅主屋
きゅうほんだけじゅうたく
おもや

R4.10.31 逗子市 逗子市山の根
株式会社久米
設計

昭和13年
木造二階
建、スレー
ト葺

逗子駅近くの山裾に建つ洋風住宅。外観はモルタ
ル仕上大壁で、開口部廻りに擬石をあしらい、バ
ルコニー腰壁にメダリオンを飾る。正面西にポー
チと玄関、東に吹抜の居間を配す。久米権九郎の
設計で、束ね式の小柱と横架材を用いた独自の耐
震木骨構造による。
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三浦市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県 建造物 海南神社本殿、幣殿及び拝殿
かいなんじんじゃほんでん、
へいでんおよびはいでん

１棟 H23.3.22 三浦市
海南神社（三崎
4-12-11）

海南神社 附）棟札２枚

棟札から本殿は寛保３年（1743）、幣殿及び拝殿は寛
政10年（1798）の建立。本殿は元は二間社流造で、地
方の社殿としては規模が大きく、控えめながら装飾の
質も高く、県内の江戸時代中期を代表する社殿であ
る。拝殿及び幣殿は、細部が時代に比して古様であ
り、本殿との調和を強く意図したと思われる。

県 彫刻 木造　薬師如来及び両脇侍立像
もくぞう　やくしにょらいおよ
びりょうきょうじりゅうぞう

３躯 S53.11.17 三浦市
天養院（初声町
和田1669）

天養院

平安時代。一木造。平安中期11世紀頃の製作と考え
られ、県下の仏像の中でも古い作例である。

県 工芸 刀　銘　津田越前守助広
かたな　めい　つだえちぜん
のかみすけひろ

１口 S32.2.19 三浦市 個人

江戸時代。銘津田越前守助広延宝三年八月日。中切
先反りの少ない新刀姿で、生中心である。

県 工芸 銅鐘（本瑞寺） どうしょう（ほんずいじ） １口 S44.12.2 三浦市
本瑞寺（三崎1-
19-1）

本瑞寺
室町時代（銘文に康永三年）。駒の爪も低く、鎌倉鐘と
しての姿を残すものである。

県 工芸 刀　銘　一竿子粟田口忠綱
かたな　めい　いっかんしあ
わたぐちただつな

１口 S32.2.19
不明

（三浦市）
不明

江戸時代。反りの少ない小切先厚い新刀姿で、表に
真の昇り龍、裏に独鈷付素剣に梵字を彫るものであ
る。

県
有形民俗
文化財

城ヶ島漁撈用具コレクション
じょうがしまぎょろうようぐこれ
くしょん

１件
（657点）

S57.2.9 三浦市
旧城ヶ島分校海
の資料館（三崎
町城ヶ島411）

三浦市
舫ちょう用具と各種漁網など、城ヶ島の漁撈技術と習
俗を端的に示すコレクション。

県
有形民俗
文化財

三番叟面 さんばそうめん １面 H7.2.14 三浦市
海南神社（三崎
4-12-11）

海南神社
室町時代初期。狂言面だが、定形化する以前の自由
な造形がみられ、全国的にも珍しい。

国
無形民俗
文化財

チャッキラコ ちゃっきらこ S51.5.4 三浦市
ちゃっきらこ保
存会

１月１５日
S40.5.14県無
形文化財指定
S45.6.8国選択

七、八歳から十四、五歳までの少女が十人ないし二十
人くらいでコキリコ、扇等をもって、主婦の歌にあわせ
て踊る。曲は「ハツイセ」「チャッキラコ」「二本踊」「ヨサ
サ節」「鎌倉節」「お伊勢参り」の六種。

国
無形民俗
文化財

三戸のオショロ流し みとのおしょろながし H23.3.9 三浦市
三戸お精霊流
し保存会

８月１６日

S52.2.9県選択
S53.6.23県指
定無形民俗文
化財

三浦市初声町三戸で毎年８月16日に行われる盆の精
霊送り行事。先祖の霊を船に託して送る、船流しの形
態をとる盆行事の典型例。セイトッコと呼ばれる少年
の年齢集団によって行事が伝承されてきたことが地域
的な特色で、少子化が進む中でも伝統的な要素をよく
残している。

県
無形民俗
文化財

菊名の飴屋踊り きくなのあめやおどり S51.10.19 三浦市
あめや踊保存
会

１０月２３日
S30.11.1県無
形文化財指定

女性は一切加わらず踊りは青年、歌と囃子は長老に
よって行われる農村芝居。手踊と段物が伝えられる。
他県では粉屋踊、万作芝居などという。

国 史跡 赤坂遺跡 あかさかいせき H23.3.8 三浦市 初声町 三浦市所有

三浦半島の拠点的集落で、南関東でも屈指の大規模
集落。弥生時代中期後半から後期に継続して営まれ
ていた県内では数少ない集落として重要。周囲を海に
囲まれた立地から、遠隔地との海路での交流や漁撈
活動がうかがわれる点でも学術的価値が高い。

県 史跡 毘沙門洞窟弥生時代住居阯群
びしゃもんどうくつやよいじだ
いじゅうきょしぐん

S35.11.4 三浦市
南下浦町毘沙門
字八浦原

四つの海蝕洞窟中に、下層から弥生式後期土器片な
どが、上層から古墳時代の埋葬例が発見された。

国
天然
記念物

諸磯の隆起海岸 もろいそのりゅうきかいがん S3.3.24 三浦市
三崎町諸磯字石
打789

三浦市 三浦市
穿孔貝の巣穴によって過去の汀線の位置や高度をみ
いだすとともに、過去の大地震の間隔や隆起量を推
定しうる場所。

県
天然
記念物

漣痕（波調層） れんこん（はちょうそう） S32.2.19 三浦市
海外町3958地先
岩礁

三浦市
新生代第三紀中新世の中頃堆積した三崎累層に、当
時の波状の漣痕がよく保存されている。

県
天然
記念物

城ケ島のウミウ、ヒメウ及びクロ
サギの生息地

じょうがしまのうみう、ひめう
およびくろさぎのせいそくち

S35.5.31 三浦市 城ヶ島 三浦市

城ヶ島南端の高さ約30メートルの懸崖で、冬期この岩
棚に約２千羽のウミウ、それにヒメウ、クロサギが共同
生息している。
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三浦市

指
定

分類 名称 ふりがな 数量 指定年月日 市町村 所在 所有者等 管理団体 備考１ 備考２ 概要

県
天然
記念物

三浦市海外町のスランプ構造
みうらしかいとちょうのすらん
ぷこうぞう

S53.9.1 三浦市
海外町4228-6の
内

三浦市

岩が未固結のコロイド状態の時、海底地すべりによっ
て転位変形した結果生じたものと思われる。典型的な
褶曲型スランプ構造。

木骨石造二
階建、瓦葺

二階建て、切妻造、置屋根形式の桟瓦葺で、西面
中央に戸口を開き、吹放し下屋を付す。当初は土
蔵造だが、後の改修で柱の外側に切り石を積み、
石造風に仕上げる。地域の技術的な特徴を備える
旧家の蔵。

登録
有形

旧長谷川家住宅主屋石蔵
きゅうはせがわけじゅうた
くいしぐら

R1.12.5 三浦市
三浦市初声町三
戸

個人
明治中期／
昭和前期改修国

国
登録
有形

旧長谷川家住宅主屋
きゅうはせがわけじゅうた
くしゅおく

木造平屋
建、瓦葺一
部銅板葺

敷地北寄りに南面して建ち、周囲に下屋を廻らし
正面中央に入母屋造の玄関を張り出す。東に連な
る離れは瀟洒な数寄屋として趣を変える。三浦半
島沿岸部の良質な昭和初期住宅。

国
登録
有形

旧長谷川家住宅庭門及び内塀
きゅうはせがわけじゅうた
くにわもんおよびうちべい

R1.12.5 三浦市
三浦市初声町三
戸

R1.12.5 三浦市
三浦市初声町三
戸

個人 昭和５年

個人 昭和５年
（門）
（塀）木
造、銅板葺

主屋玄関の南東隅柱と石蔵の下屋柱の間に建つ。
庭門は丸太材を使用した数寄屋風のつくりで、内
塀は腰高に竪板張を細竹の押縁で押さえ、軒を薄
くつくり、庭門と調和した繊細な意匠でまとめ
る。
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